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1 Sadock and Zwicky (1985) ‘dependent interrogatives’
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(6b) =E44 13 (6a) =E44
Hayashi (2009, in print b)
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( [ ] )
(18) a. [ ] ( 1992: 184 (22))
b. [ ] ( 1992: 184 (23))





Li and Thompson (1981: 554–557)
(disjunctive questions, ha´ishi )
(A-not-A questions)











‘You see what s/he writes.’ (Li and Thompson 1981: 554)




































‘I don’t know whether s/he is coming or not.’ (Li and Thompson 1981: 556)























(22) 2 (22a) (22b) (22a)
(22b)



























































(23) =E44 (24) =E44 (25) -mÈ/ -me





kla`p kh00n nı´i ma´y?
Q







kla`p kh00n nı´i ma´y]?
Q








(2004: 347) (i) ( 2004
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tE`NNaan] { r0´-pla`aw / *ma´y} ?
Q

















yaˆak] { r0´-pla`aw / ma´y} ?
Q
(2004: 347) (ii)
r0´-pla`aw ma´y ( ma´y )
ma´y
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(2) sháhpa  tam  shá  ai（食べ物  探す  食べる  VA）「食べ物を探して食べた」(K2: 30) 
 
②複数の動詞が同一節中に現れる 
(2) の文が複数の節からなるのではなく単一の節であるということは、動詞接辞 (VA) である ai がこ
の文に一度しか現れないことから分かる 4。この他にも、否定辞 ń- や命令標識 ùɁ 、疑問標識 ı ̂、名詞
化・関係節化標識 ai なども動詞連続に一度しか現れない。このことから、ジンポー語の動詞連続は
ひとつの述語をなしていて、動詞連続を述語にもつ節は単一の節であると考えることができる。 
                                                     
1 ジンポー語では正書法が確立している。正書法はおおむね音素表記であるが、声調、緊喉母音、声門閉鎖音
などは正書法では表記されないため、以下ではそれらも付け加えて表記する。緊喉母音はアンダーラインで
示す。母音 (短母音):  i, e, a, aw[o], u, i, e, a, aw[o], u 。母音 (二重母音) :  wi[ui], oi, ai, au, wi[ui], oi, ai, au 。子音:  p, t, k, 
hp[p ]ʰ, ht[tʰ ], hk[k ]ʰ, ts[ts ~ s], s[s ]ʰ, chy[ʧ], sh[ʃ], m, n, ng[ŋ], l, r, w, y[j], Ɂ 。原則として p, t, k, ts, chy は非緊喉母音の前で
はそれぞれ b, d, g, z, jと表記される。声調:  má 高平, ma 中平, mà 低下降, mâ 高下降。 

















際、先行する動詞を V1、後続する動詞を V2と呼ぶことにする。 
 
2.2 動詞連続の意味 
ジンポー語の動詞連続には、継起的な事象を表すもの (4) 、V1が V2の動作の様態・方法を表すも
の (5) 、V1が V2の目的を表すもの (6) 、V1が補文のようになっているもの (7) がある。 
(4) gàp  shá  màɁai（撃つ  食べる  VA）「撃って食べた」(K1: 3) 
(5) găhtè  shăga  gàɁai（ささやく  話す  VA）「ささやいて話した」(T277) 
(6) jùm  mări  sa  màɁai（塩  買う  行く  VA）「塩を買いに行った」(K3: 34) 
(7) shăpre  shá  ràɁ  ai（豆  食べる  好く  VA）「豆を食べるのが好きだ」(T22) 
 
なお、(6) のような V1 が V2 の目的を表す動詞連続における V2 は、sa「行く、来る」や wà「帰
る」のような、基本的な移動動詞に限られるようである。移動動詞であっても、様態の意味を含む
hkawm「歩く」や gàt「走る」のような動詞では、やや不自然な文になる。hkawm や gàt のような動詞
を V2に用いて目的を表す動詞連続を作りたい場合は、これらの動詞の後に sa や wà を置く方がよい。 
ところで、次のような V1と V2が同義・並列の関係にある例は、(1) で示した本稿での動詞連続の
規定を満たしており、また動詞連続の研究においても動詞連続のひとつのタイプとされることがある。 
(8) lăgaw  ni  hpéɁ  shămu  shămàwt  rà  ai（足  PL  NS  動かす  動かす  義務  VA） 
「 (泳ぐときは) 足を動かさなければならない」(T238) 
 
しかし、ジンポー語のこのような例は先に見た動詞連続の例とは次の点で異なる。①否定辞が V1
の前と V2の前の両方に置かれることがある。②同一の副詞が V1の前と V2の前の両方に置かれるこ
とがある。③ (同一の) 名詞句が V1 の前と V2 の前の両方に置かれることがある。このような違いが
  
あるため、(8) のような例を動詞連続の例と同一視することはできない。本稿では、このような例は
動詞連続ではなく、対句法 (parallelism) (加藤 2005) の例であると考える 5。なお、ジンポー語の対句法
の配列順序には音的要因が関与している。戴・徐 (1992) によると、対句法では、前に来る語の母音の
高さは後に来る語の母音の高さよりも高いか、または両者の母音の高さは同じでなければならない 
(仮に規則１と呼ぶ)  6。この規則は戴・徐 (1992) の示した例 (動詞の例は 29例) に加え、筆者がニュー
スなどから集めた動詞の対句法 137例のうちの 119例にも当てはまる (「高－低」の順に並ぶ例が 72
例、母音の高さが同じ例が 47例) 。反例 (「低－高」の順に並ぶ例) は 18例のみである。また、単音






まず、継起的な事象を表す動詞連続 (9) と V1が V2の動作の様態・方法を表す動詞連続 (10) に否定
辞を付加した場合、一般的に否定辞 ń- は V1の直前に現れる 8。否定辞は V1と V2の両方を否定する。 
(9)   n  sa  shá  ai（NEG  行く  食べる  VA）「行って食べなかった」9 10 
 (10) ń  măráwn  shăga  ai（NEG  叫ぶ  話す  VA）「叫んで話さなかった」 
 
 次に、V1が V2の目的を表す動詞連続では、否定辞は V2の直前に付加される。 
 (11) jùm  mări  n  sa  ai（塩  買う  NEG  行く  VA）「塩を買いに行かなかった」 
 
                                                     
5 対句法は couplets (Hertz 1911: 26－27) などと呼ばれることもある。また、ジンポー語では Gà Mărúnまたは Gà 
Shăgùpなどと呼ばれている (Maran 2004, Laika Uma 2009: 26－47, Labya 2009: 8－10) 。 
6 詳しくは戴・徐 (1992: 398－408) を参照。また、規則 1は戴・徐 (1992) が示す通り、名詞などの、他の品詞の
対句法にも当てはまる。例えば、ジンポー語では「東西南北」は「東西北南」(sıǹpráwɁ sıǹnáɁ dıǹgdung dıǹgdàɁ) 
の順序で配列されるのだが、この順序も規則 1に従っているのである (p.400) 。なお、ジンポー語のオノマト
ペの配列順序もこの規則に従っているように思われる。 
7 対句法のような例の配列に音的要因が関与しているということは、日本語や朝鮮語、満州語などにも見られ
る (早田 1977) 。早田 (1977: 126－127, 130) では、ジンポー語の対句法の規則 1や規則 2で見たようなことは世
界の言語に広く見られるのではないかと述べられている。また、この論文では、現代日本語について、成員





9 否定辞 ń- は中平調の直前では変調して中平調で現れる。 
10   出典が明記されていない例文は作例である。以下、同様。 
  
 最後に、V1 が補文のようになっている動詞連続では、否定辞は V1に付加される場合と V2に付加
される場合とがある。また、どちらに付加してもよい場合もある (12) (13) 。このタイプの動詞連続に
おける否定辞の位置は、話者によって判断が異なることもある。 
(12) shăpre  ń  shá  shăráwng  ai（豆  NEG  食べる  好く  VA）「豆を食べるのが好きではない」 
(13) shăpre  shá  ń  shăráwng  ai（豆  食べる  NEG  好く  VA）「豆を食べるのが好きではない」 
 
2.4 動詞連続の文法化 
 本稿では、Heine and Kuteva (2002: 2) にしたがって、文法化を「語彙的な形式の文法的な形式への発
展」と考える。ジンポー語の動詞連続において、２つの動詞が連続したときに、一方の動詞が文法化
するという現象がみられる。ジンポー語におけるこのような文法化には、V1の副詞化 (4節) と V2の




っていて、「動詞連続に比較的自由に現れる動詞」を versatile verb と呼んでいる。Matisoff (1974: 189)
での versatile verb の規定は「他の動詞の前か後に、通例または特徴的に現れる動詞」となっている。
また、Matisoff (1974) は versatile verb を２つのタイプに分類し、主動詞の前に現れるものを adverbial 




べておく (14) 。この文において、否定辞は動詞 shá「食べる」に付加しなければならない。 
(14) *ń  láwɁláwɁ  shá  ai（NEG  たくさん  食べる  VA）「たくさん食べなかった」 
 
4.1 副詞化の例 
ここでは、副詞化していない V1と副詞化した V1との違いを見る。次の文では、どれも V1の位置
にある形式が意味的に V2 を修飾していて、V1 は副詞のように機能している。そして、これらの V1
は、Matisoff (1974) ではすべて副詞的動詞として分類されている。 
(15) hkàm  shá（hkàm  食べる）「耐えて食べる」(Matisoff 1974: 194) 
(16) mărên  shá（mărên  食べる）「同様に食べる」 
(17) bái  shá（bái  食べる）「また食べる」 
 






さて、上の文に否定辞を付加すると、否定辞 ń- の位置に違いが出てくる。 
(15)’ ń  hkâm  shá「耐えて食べない」11 
(16)’ mărên  ń  shá「同様に食べない」 
(17)’ bái  ń  shá「また食べない」 
 
これらを見ると、(15)’ の例では否定辞が V1 の直前に現れており、その他の例では否定辞が V2 の
直前に現れている。また、次のようにこれらの否定辞の位置をそれぞれ入れ替えることはできない。 
(18) *hkàm  ń  shá 
(19) *ń  mărên  shá 
(20) *ń  bái  shá 
 
以上のように (15)’ の例とその他の例では、否定辞の位置に違いがある。V1の直前という (15)’ の否
定辞の位置は、2.3 で述べたように、V1 が V2 の動作の様態・方法を表す一般的な動詞連続に否定辞
を付加したときの否定辞の位置と同様である。この事実から、本稿では (15) は 2.2の (5) の例と同様
に、V1 が V2 の動作の様態・方法を表すタイプの一般的な動詞連続であると考え、(15) の hkàm は動
詞であると考える。Matisoff (1974) で副詞的動詞とされているもので、このタイプに属するものは他
にもあり、それらは 4.2に列挙する。 
一方、(16) の mărên は、hkàm と同様に単独で動詞として用いることができるが、V1 に置かれた場
合は否定辞を前接することができない。このことは、一般的な V1 が V2 の動作の様態・方法を表す
動詞連続には見られないことである。否定辞を前接できないことは 4節の最初で述べた副詞の持つ特
徴と同様である。この事実から、本稿では、V1 の位置にある mărên は副詞化しているものと考える。
このタイプのものは、4.3に列挙する。 
 最後に、(17) の bái について述べる。この形式は、筆者のインフォーマントによれば単独で否定辞
や動詞接辞を付加することができないため、そもそも動詞であると見なすことはできない。ただし、
かつては「繰り返す」という意味の動詞であったことが分かっている。最も古いジンポー語の辞書と
される Hanson (1906) では báiは動詞と記述されているのである。また、Matisoff (1974: 192) はビルマの




                                                     
11   低下降調の単語に否定辞を付加した場合、低下降調は高下降調に変調する。 
  




 Matisoff (1974) の副詞的動詞のうち、以下に示すものは、(15) の hkàmと同様に否定辞の前接を許す。 
[1] hkàp「待ち伏せする」 
(例) hkàp  mù（hkàp  見る）「待ち伏せして見る」(Matisoff 1974: 193) 
 
[2] lăgyıḿ「こっそり行なう」 
(例) lăgyıḿ  yu（lăgyıḿ  見る）「こっそり見る」(Matisoff 1974: 194) 
 
[3] măyún「こっそり行なう」 
(例) măyún  yu（măyún  見る）「こっそり見る」(Matisoff 1974: 194) 
 
[4] shăyáwm ～ shıỳáwm「減らす」 
(例) shıỳáwm  tsun（shıỳáwm  言う）「減らして言う」(Matisoff 1974: 194) 
 
[5] găjàwng「驚く」 
(例) găjàwng  yu（găjàwng  見る）「驚いて見る」(Matisoff 1974: 195) 
 
[6] lănyàn「ゆっくりだ」 
(例) lănyàn  hkawm（lănyàn  歩く）「ゆっくり歩く」(Matisoff 1974: 195) 
 
[7] jáwm「協力する」。V1としては「みんなで」という意味を表す。 
 (例) jáwm  hpai（jáwm  担ぐ）「みんなで担ぐ」(Matisoff 1974: 194) 
 
[8] kam「意志がある」。V1 としては「ある動作をする意志がある」という意味を表す。この形式
は V2の位置にも現れうるので、補助動詞と考えた方がよいかもしれない (5.4 [67] を参照) 。 
(例) kam  htı（́kam  読む）「読む意思がある」(KT) 
 
[9] dàng「勝つ」。V1としては「できる」という意味を表す。この形式は V2の位置にも現れうるの
で、補助動詞と考えた方がよいかもしれない (5.4 [68] を参照)  。 








(例) hkrák  chye（hkrák  知る）「よく知っている」(KNG) 
 
[11] nıǹgnan ~ ǹnan 
「新しく」という意味を表す。単独では「新しい」という意味の動詞である。 
(例) ǹnan  paw（ǹnan  現れる）「新しく現れる」(KNG) 
 
 Matisoff (1974) では挙げられていないが、次の形式もこのタイプに属する。 
[12] găja 
「本当に」という意味を表す。単独では「よい」という意味の動詞である。 












 (例) lau  gălaw（lau  行なう）「速く行なう」 
 
4.4 báiと同じタイプ 
 Matisoff (1974) の副詞的動詞のうち、以下に示すものは、(17) の bái と同様、筆者のインフォーマン
トによれば動詞ではないのだが、Hanson (1906) の記述からかつては動詞であったと考えられる形式で





「とても」という意味を表す。動詞 grài ‘good’ に由来する。筆者が作ったコーパス (約 400万語) では
直後に動詞接辞が後接した grài ai や grài sai は見つからなかった 12。Matisoff (1974: 189) には ‘be very’ の
訳がある。徐ほか (1983: 200) では動詞としても記述されている 13。 
(例) grài  mu（grài  おいしい）「とてもおいしい」(K2: 10) 
 
[17] shawng 
「先に、最初に」という意味を表す。動詞 shawng ‘to go or be first, ahead’ に由来する。コーパスでは
shawng ai は１例、例が見つかった。徐ほか (1983: 800) では動詞としても記述されている。 
(例) shawng  mări（shawng  買う）「先に買う」(KT) 
 
[18] hkùm 
禁止を表す。動詞 hkùm ‘to prohibit’ に由来する。コーパスでは hkùm ai は見つかった。Manam (1977: 
405) には「動詞」とある 。徐ほか (1983: 263) では副詞とのみ記述されている 14。 
(例) hkùm  shăkàwn（hkùm  ほめる）「ほめるな」(エ) 
 
[19] ràu 
「一緒に」という意味を表す。動詞 ràu ‘to be or act together’ に由来する。コーパスに ràu aiや ràu saiは
ない。徐ほか (1983: 687) では副詞とのみ記述されている。 
(例) ràu  sa（ràu  行く）「一緒に行く」(エ) 
 
[20] yép 
「一緒に」という意味を表す。動詞 yép ‘to be close together, to adjoin’ に由来する。コーパスに yép aiや
yép saiはない。徐ほか (1983: 892) では副詞とのみ記述されている。 
(例) yép  shá（yép  食べる）「一緒に食べる」(Matisoff 1974: 194) 
 
[21] tút 
「いつも」という意味を表す。動詞 tút ‘to be joined’ に由来する。コーパスに tút aiや tút saiはない。徐
ほか (1983: 850) では副詞とのみ記述されている。 
(例) tút  hkàmshá（tút  感じる）「いつも感じる」(歌) 
                                                     
12  動詞接辞を付加できるならば、動詞であると見なせる。aiと saiは最もよく用いられる動詞接辞である。 
13  徐ほか (1983) では形容詞とされているが、ジンポー語では形態統語的に見て、形容詞と動詞を区別する必要
はないと思われる。例えば、これらに付加される動詞接辞の形式は同様である。したがって、本稿では、徐
ほか (1983) で形容詞と記述されているものを動詞として扱う。 





「ひとりで」という意味を表す。動詞 hkrài ‘to be alone’ に由来する。コーパスに hkrài aiや hkrài saiは
ない。徐ほか (1983: 248–249) では副詞とのみ記述されている。 
(例) hkrài  shá（hkrài  食べる）「ひとりで食べる」(Matisoff 1974: 194) 
 
Matisoff (1974) では挙げられていないが、grauもこのタイプに属する。 
[23] grau 
「さらに」という意味を表す。動詞 grau ‘to exalt, promote’ に由来する。コーパスやラジオ放送、歌で
は動詞としての例もいくつか見つかった。徐ほか (1983: 202) では動詞としても記述されている 15。 








(21) hpa  gălaw  taw  ai  ta（何  する  taw  VA  疑問）「何をしていますか」(チ) 
 
この文において、V2 の位置にある taw は、＜継続＞の意味を表している。この形式は、単独で動
詞として用いることもできる (その場合の意味は、「横たわる、位置する、ある」である) 。単独で
動詞であることは、この形式を単独で用いたとき、否定辞や動詞接辞を付加することができることか
ら分かる。(21) の文では、taw が gălaw「する」を意味的に後ろから修飾していて、補助動詞として用
いられている。このような補助動詞は、動詞連続の V2 が文法化して発展したものであると考えられ
る。ただし、前節で見たような副詞化した動詞の場合とは異なり、この (21) の例の taw が動詞として
の特徴を失っているということをはっきりと示すような文法的な証拠は現段階では見つかっていない。






                                                     
15  exceed のような意味の動詞が、比較級的な意味を表すために用いられるということは、世界の言語でよく見





記述を詳しくした。また、本稿で筆者が新たに加えた形式は 14ある ( [25] [28] [29] [30] [31] [32] [37] [42] 








使役を表す。V1が動作動詞のときは被使役者に指示してさせるという意味を表し (例 1) 、V1が状態
動詞のときは被使役者をある状態になるようにするという意味を表す (例 2) 。(例 3) のように許容的
な使役も表すこともできる。動詞 shăngún「遣わす」に由来する 16。 
(例 1) gălaw  shăngún（する  shăngún）「 (畑仕事を) させる」(KT) 
(例 2) găbu  shăngún（喜ぶ  shăngún）「喜ばせる」(T189) 
(例 3) ń htênzà shăngún măyu（NEG 壊れる shăngún したい）「(土地を)壊れさせたくない」(MYU7: 3) 
 
[25] jàwɁ＜受益＞ 
利益・恩恵を与えることや (例 1) 、損・不利益を与えることを表す (例 2) 。動詞 jàwɁ「与える」に由
来する17。jàwɁ は V1の位置に来ることもある (5.4 [74] を参照) 。 
(例 1) gălaw  jàwɁ（する  jàwɁ）「してあげる」(K2: 40) 
(例 2) hkàɁ  hkănùɁ  jàwɁ（水  汚す  jàwɁ）「 (なぜ) 水を汚してくれる (のか) 」 
 
                                                     
16  Maran and Clifton (1976) は shăngúnを接尾辞と見ており、これをもとにDixon (2000: 68, 75－77) も shăngúnを接尾
辞と見て、ジンポー語を直接使役と間接使役をともに形態的な方法で表すタイプの言語として分類している。
しかし、shăngúnは接尾辞ではない。例えば次の文では、shăngúnは shăkùt「努力する」と ram「十分だ」の両
方の動詞を修飾しているが、shăkùt と shăngún は形態的に隣接しておらず、離れた位置にあるため、shăngún
を接尾辞と考えることはできない。したがって、Dixon (2000) の分類法では、むしろジンポー語は直接使役を
形態的方法で表し (接頭辞 shă-) 、間接使役を複雑述語で表す (補助動詞 shăngún) タイプの言語に分類されると
考えられる。 
(例) mà  yán   lăhkâwng   hpéɁ   jàwng   làika      shăkùt ,      làika      ram          shăngún    măyu      ai 
   子     両  二   NS      学校     勉強     努力する   勉強     十分だ   shăngún    したい  VA 
「子ども２人に学校の勉強を努力させ、勉強を十分にさせたい」(KNG) 
17  「与える」という意味の動詞が、受益や使役を表すために用いられるということは、東南アジアの言語では
しばしば見られることである (Matisoff 1991: 427－431) 。 
  
[26] ya＜受益＞ 
利益・恩恵を与えることや (例 1) 、損・不利益を与えることを表す (例 2) 。動詞 ya「与える」に由来
する。ya は斜格項を目的語項にする機能があるため、アプリカティブであると考えられる (例 3) (例
4) 。ただし、話者によっては (例 4) のような文は認めにくいとすることもある。なお、jàwɁ との違い
は jàwɁ が口語で用いられるのに対して、ya が文語で用いられることが多いということのようである。
また、ya は jàwɁ と異なり、V1の位置に置くことはできない。なお、V＋ jàwɁ yaの形で用いられるこ
ともある (例 5) 。jàwɁ yaは対句法であるが、その順序は 2.2で見た対句法の配列規則 1に従っている。 
(例 1) mădàt  ya（聞く  ya）「聞いてあげる」(映) 
(例 2) hkàɁ  hkanùɁ  ya（水  汚す  ya）「 (なぜ) 水を汚してくれる (のか) 」(K2: 15) 
(例 3) ngai nang ná mătu găbu ai（私  あなた  属格  ために  喜ぶ  VA）「私はあなたのために喜んだ」 
(例 4) ngai nang hpéɁ găbu ya ai（私  あなた  NS  喜ぶ  ya  VA）「私はあなたのために喜んでやった」 




は斜格項を目的語項にする機能があるため、アプリカティブであると考えられる (例 2) (例 3) 。ただ
し、話者によっては (例 3) のような文は認めにくいとすることもある。 
(例 1) găsát  láwm（戦う  láwm）「一緒に戦う」(MYU6: 35) 
(例 2) gănù  gàw  mà  htèɁ  yúp  ai（母  主題  子  共格  寝る  VA）「母は子と寝た」 
(例 3) gănù  gàw  mà  hpéɁ  yúp  láwm  ai（母  主題  子  NS  寝る  láwm  VA）「母は子と一緒に寝た」 
 
[28] hkrúm＜受け身＞ 
受け身を表す。被害を受ける場合 (例 1) と恩恵を受ける場合 (例 2) とがある。また、持ち主の受け身
文のような例もある (例 3) 。この形式は自動詞の後に置くこともできる (例 4) (例 5) 。V1に状態動詞
が来ると「～になる」というような意味を表す (例 5) 。動詞 hkrúm「会う」に由来する。 
(例 1) gwı ̀ găwá  hkrúm（犬  噛む  hkrúm）「犬に噛まれる」(エ) 
(例 2) shăgrau  hkrúm（ほめる  hkrúm）「ほめられる」(KNO) 
(例 3) ngai  gàw  baw  găyàt  hkrúm（私  主題  頭  殴る  hkrúm）「私は頭を殴られた」 
(例 4) măshà  láwɁláwɁ  si  hkrúm（人  たくさん  死ぬ  hkrúm）「人がたくさん死んだ」(KNO) 
(例 5) káwɁsi  hkrúm（空腹だ  hkrúm)「空腹になる」(K2: 67) 
 
[29] gătùt＜受け身＞ 
受け身を表す。hkrúm との違いは、gătùt が「突然に受けた」という含みを持つのに対して、hkrúm は
そのような含みを持たないということである。動詞 gătùt「予期せず会う」に由来する。なお、gătùt 
  
は、状態動詞には付加できないようである (例 2) 。また、V＋hkrúm gătùt の形で用いられることもあ
る (例 3) 。hkrúm gătùt は対句法であるが、その順序は 2.2で見た対句法の配列規則 2に従っている。 
(例 1) gwı ̀ găwá  gătùt（犬  噛む  gătùt）「犬に噛まれる」(エ) 
 (例 2) *káwɁsi  gătùt（空腹だ  gătùt） 








動作の継続や (例 1) 、結果状態の継続を表す (例 2) 。また、状態や (例 3) 、反復・習慣も表す (例 4) 。
動詞 taw「横たわる、位置する、ある」に由来する。 
(例 1) shăchyút  taw（追いかける  taw）「 追いかけている」(映) 
(例 2) dù  taw（着く  taw）「着いている」(チ) 
(例 3) káwɁsi  taw（空腹だ  taw）「お腹が減っている」(エ) 
(例 4) gălaw  taw（する  taw）「 (学生ではなく今は) 仕事をしている」(チ) 
 
[32] ngà＜継続＞ 
動作の継続 (例 1) や結果状態の継続を表す。また、状態や反復・習慣も表す。動詞 ngà「いる、あ
る」に由来する。taw との違いは、taw は口語で用いられることが多いのに対して、ngà は文語で用い
られることが多いということのようである。また、V＋taw ngà の形で用いられることもある (例 2) 。
taw ngà は対句法であるが、その順序は対句法の配列規則 1に従っている。 
(例 1) hkràp  ngà（泣く  ngà）「泣いている」(歌) 
(例 2) là  taw  ngà（待つ  taw  ngà）「待っている」(チ) 
 
[33] dá＜結果保持＞ 
結果の保持を表す (例 1) 。また、｢着る｣などの動詞の後では結果状態の継続を表す (例 2) 。動詞 dá
「置く」に由来する。 
(例 1) gălaw  dá（作る  dá）「作っておく」(K2: 76) 





結果の保持を表す。動詞 tàwn「置く」に由来する。dá との違いはまだ分からない。なお、V＋tàwn dá 
の形もよく用いられる (例 2) 。tàwn dá は対句法だが、その順序は対句法の配列規則 1に従っている。 
(例 1) bang  tàwn（入れる  tàwn）「入れておく」(K3: 8) 




(例) shá  máɁ（食べる  máɁ）「食べ尽くす」 








(例) sa  byıǹ（行く  byıǹ）「行く」 
 
[38] lài＜現在時への移動＞ 
lài wà sai（lài  wà  VA）「過ぎ去った」の形で現在時への移動や (例 1) 、過去を表す (例 2) 。動詞 lài
「通り過ぎる」に由来する。wà については[51]を参照。 
(例 1) găja  lài  wà  sai（よい  lài  wà  sai）「よくあり続けてきた (親友) 」(映) 














義務を表す。動詞 rà「必要である」に由来する。なお、rà は V2に来たとき否定辞が rà の直前に現れ
ることもあるという点で特殊である (例 2) 。動詞＋補助動詞では、否定辞は V1の直前に付加される
のがふつうである。 
(例 1) jàwɁ  rà（与える  rà）「与えなければならない」(エ) 




(例) tai  ging（なる  ging）「 (女王に) なるべきだ」(K2: 46) 
 
[43] mai＜許可＞ 
許可「～してもよい」や (例 1) 、評価「～するのがよい」を表す (例 2) 。また、可能や (例 3) 、当為
を表す (例 4) 。動詞 mai「よい」に由来する。maiは V1の位置に来ることもある (5.4 [73] を参照) 。な
お、maiは V2に来たとき否定辞が maiの直前に現れることもあるという点で特殊である (例 3) 。また、
否定辞が V1の直前と maiの直前の両方に置かれることもあるという点でも特殊である (例 5) 。 
(例 1) shàng  mai（入る  mai）「入ってよい (か) 」 
(例 2) rawng  mai（持つ  mai）「 (愛する心を) 持つのがよい」(K2: 14) 
(例 3) hkawm  n  mai wà（歩く  NEG  mai  なる）「歩けなくなる」(KNG) 
(例 4) hkrıt̀  mai（恐れる  mai）「 (ヤマアラシは)  恐れるべきだ」(K2: 57) 








勇敢さを表す。「～する勇気がある」。動詞 gẃi「勇気がある」に由来する。gẃi は V1の位置に来る
こともある (5.4 [70] を参照) 。 






ることもある (5.4 [69] を参照) 。gẃiとの違いはまだ分からない。 








試行を表す (例 1) 。また、経験したことがあるという意味も表す (例 2) (例 3) 。また、思考・知覚動
詞の後に置かれることもある (例 4) 。動詞 yu「見る」に由来する。 
(例 1) sèp  yu（剥く  yu）「 (ココヤシの実の皮を) 剥いでみる」(K1: 20) 
(例 2) mù  yu（見る  yu）「見たことがある」(K1: 19) 
(例 3) ń  măchyıɁ́  yu（NEG  痛い  yu）「 (それ以来足が) 痛くなったことはない」(K1: 28) 









(例) pyen  hkawm（飛ぶ  hkawm）「あちこち飛んでまわる」(K3: 8) 
 
[51] wà＜移動＞ 
移動することを表す。移動する方向は関係ない (例 1) (例 2) 。また、物事が発生することや (例 3) 、
状態変化を表す (例 4) 。「～しようとする」という意味も表す (例 5) 。動詞 wà「帰る」に由来する。 
(例 1) shàng  wà（入る  wà）「 (私が家にいるとき彼らが家に) 入って来る」 
(例 2) pru  wà（出る  wà）「 (私と共に家にいるとき彼らが家から) 出て行く」 
(例 3) byıǹ  wà（起こる  wà）「起こる」(KNG) 
(例 4) mai  wà（よい  wà）「よくなってくる」(K2: 18) 




(例) lẃi  hkràt（流れる  hkràt）「 (川上から水が) 流れる」(K2: 17) 
 
5.2.7 強意 
[53] káu ＜徹底＞ 
徹底を表す。「きちんと～」。動詞 káu「棄てる」に由来する。 




V＋káu dàtという形も用いられる (例 2) 。káu dàt は対句法であるが、その順序は対句法の配列規則 1
に従っている。 
(例 1) shăgá  dàt（呼ぶ  dàt）「はっきり呼ぶ」(T10) 






















「極めて」や (例 1) 、「最も～」という意味を表す (例 2) (例 3) 。動詞 dık̀「満ちる」に由来する。 
(例 1) pyaw  dık̀（楽しい  dık̀）「極めて楽しい」(Hanson 1906: 113) 
(例 2) Ɂăhkyàk  dık̀（重要だ  dık̀）「 (全ての中で) 最も重要である」(KNG) 




にも来うる可能性がある (5.4 [75] を参照) 。また、V＋dık̀ htùmという形も用いられる (例 2) 。dık̀ htùm
は対句法であるが、その順序は対句法の配列規則 1に従っている。 
(例 1) tsàwm  htùm（美しい  htùm）「最も美しい」(K2: 19) 




人間の性質・習性や (例 1) 、物の性質を表す (例 2) 。また、能力や (例 3) 、可能性を表す (例 4) 。動詞
chye「知る」に由来する。なお、chye は V1の位置に来ることもある (5.4 [71] を参照) 。chye は V2に
来たとき否定辞が chye の直前に現れることもあるという点で特殊である (例 3) 。 
(例 1) pyaw  chye（楽しい  chye）「 (この人は) 楽しい」(T133) 
(例 2) láwm  chye（備わる  chye）「 (シャツには袖が) 付いている」(T215) 
(例 3) hpùngyàwt  n  chye（泳ぐ  NEG  chye）「泳げない」(Hertz 1895: 15) 
(例 4) byıǹ  wà  chye（起こる  来る  chye）「起こるかもしれない」(KNG) 
 
[62] lù＜状況可能＞ 
状況可能 (例 1) 、ものの性質 (例 2) などを表す。知覚・感覚動詞の後に来ることもある (例 3) 。動詞
lù「得る」に由来する。なお、lù は V1の位置に来ることもある (例 1) (5.4 [72] を参照) 。lù は V2のと
き否定辞が lù の直前に現れることがある点で特殊である (例 4) 。 
(例 1) ń  lû  lùɁ（NEG  lù  飲む）「 (熱いから) 飲むことができない」(T226) 
(例 2) hkrù  lù（燃える  lù）「 (草葺の家は火がつくとはやく) 燃える」(K2: 32) 
(例 3) hkàmshá  lù（感じる  lù）「 (頬に雨が当たるのを) 感じる」(T47) 






うっかりやったことを表す。動詞 hkrùp「ぶつかる」に由来する。Matisoff (1974) では、状態動詞の後
に置かれる例も挙げられているが、筆者のインフォーマントによるとこのような例は容認されない。 
(例) hkrúm  hkrùp（会う  hkrùp）「うっかり会ってしまう」(K2: 58) 




(例) shărıń  lá（勉強する  lá）「学習する」 
 




動詞) になりきってしまったものと考えられる 18。以下に挙げる動詞の英語訳は Hanson (1906) による。 
[65] hkát＜相互＞ 
相互を表す。動詞 hkát ‘to dispute’ に由来する。徐ほか (1983: 237) では古い意味として「戦う」という
意味があると記述されている。Hertz (1911: 40) には動詞としての例が挙がっている。また、Lungjung 
(2002) では動詞としても記述されている。 
(例) tsáwɁràɁ  hkát（愛する  hkát）「お互いに愛し合う」(K2: 34) 
 
[66] măyu＜願望＞ 
願望を表す。動詞 măyu ‘to wish’ に由来する。徐ほか (1983: 516) では動詞とは記述されていない。ただ
し、戴・徐 (1992: 160) では動詞とも記述されている 。 
(例) sa  măyu（行く  măyu）「行きたい」(エ) 
 
5.4 V1としても V2としても用いうるもの 
次の形式は、本来の動詞の意味が変わっていて、補助動詞などとして扱いうると思われるものであ








[67] kam＜意志＞ ( = 4.2 [8] ) 
「ある動作をする意志がある」という意味を表す。動詞 kam「意志がある」に由来する。Matisoff 
(1974) では、副詞的動詞とされている。確かに V1 の位置に来ることが多いのであるが、V2 の位置
に来ることもあるようである。筆者のインフォーマントによると V1に来たときと V2に来たときの
意味の違いはあまりないようであるが、V2に来た方が文語的であるとする話者もいる。 
(例 1) kam  shăga（kam  話す）「話す意思がある」(チ) 
(例 2) shăga  kam（話す  kam）「話す意思がある」 
 
[68] dàng＜可能＞ ( = 4.2 [9] ) 
可能を表す。動詞 dàng「勝つ」に由来する。Matisoff (1974) では、副詞的動詞とされている。確かに
V1 の位置に来ることが多い。実のところ、筆者のインフォーマントによると V2 の位置に置くこと
はできない。ただし、Hertz (1895: 7, 18) や Hertz (1911: 19) には V2の位置にこの形式が置かれている例
が挙げられている。また、コーパスや歌でも V2 の位置に置かれる例が見られるので (例 2) 、仮にこ
のグループに含めておく。dàng は V2 に来るとき、否定辞が V2 の直前に置かれることもある (例 3) 。 
(例 1) dàng  tsun（dàng  言う）「言うことができる」(K2: 18) 
(例 2) htı ́ dàng（数える  dàng）「数えることができる」(コ) 
(例 3) tsun  ń  dâng（言う  NEG  dàng）「言うことができない」(歌) 
 
[69] wam＜勇敢さ＞ ( = 5.2.4 [46] ) 
「ある動作をする勇気がある」という意味を表す。動詞 wam「勇気がある」に由来する。筆者のイ
ンフォーマントによると V1に来たときと V2に来たときの意味の違いはあまりないようである。 
(例 1) wam  shá（wam  食べる）「食べる勇気がある」  
(例 2) shá  wam（食べる  wam）「食べる勇気がある」 
 
[70] gẃi＜勇敢さ＞ ( = 5.2.4 [45] ) 
「ある動作をする勇気がある」という意味を表す。動詞 gẃi「勇気がある」に由来する。Matisoff 
(1974) では、補助動詞とされている。確かに V2 の位置に来ることが多いようであるが、V1 の位置
に来ることもある。なお、筆者のインフォーマントによると V1に来たときと V2に来たときの意味
の違いはあまりないようである。 
(例 1) gẃi  pru（gẃi  出る）「出る勇気がある」  






[71] chye＜性質＞ ( = 5.2.8 [61] ) 
V1の位置に来たときは「能力がある」という意味を表し (例 1) 、V2の位置に来たきは「性質・習性
がある」という意味を表すことが多いようである (例 2) 。動詞 chye「知る」に由来する。Matisoff 
(1974) では、補助動詞とされているのだが、V1の位置に来ることも多い。 
(例 1) chye  dùm（chye  弾く）「 (ピアノを) 弾くことができる」(T188) 
(例 2) pyaw  chye（楽しい  chye）「 (この人は) 楽しい」(T133) 
 
[72] lù＜状況可能＞ ( = 5.2.8 [62] ) 
状況可能などを表す。動詞 lù「得る」に由来する。Matisoff (1974) では、補助動詞とされているのだ
が、V1の位置に来ることも多い。V1に来たときは状況可能を表し (例 1) 、V2に来たときは性質を表
すことが多いようであるが、まだはっきりしないことが多い (例 2) 19。 
(例 1) lù  pyaw（lù  楽しい）「 (この人はお金があるから) 楽しめる」 
(例 2) pyaw  lù（楽しい  lù）「 (この人はお金はないかもしれないけれども) 楽しい」 
 
[73] mai＜許可＞ ( = 5.2.3 [43] ) 
許可や評価などを表す。動詞 mai「よい」に由来する。Matisoff (1974) では、補助動詞とされている。
V1に来たときと V2に来たときとでは意味の違いがあるようだが、まだはっきりとは分からない。 
(例 1) n  mai  gıǹsúp（NEG  mai  遊ぶ）「 (マッチで) 遊んではいけない」(T168) 
(例 2) rawng  mai（持つ  mai）「 (愛する心を) 持つのがよい」(K2: 14) 
 
[74] jàwɁ＜受益＞( = 5.2.1 [25] ) 
V1の位置に来たときは使役を表し (例 1) 、V2の位置に来たきは受益を表す (例 2) 。動詞 jàwɁ「与え
る」に由来する。 
(例 1) jàwɁ  htı（́jàwɁ  読む）「読ませる」 
(例 2) gălaw  jàwɁ（する  jàwɁ）「してあげる」(K2: 40) 
 
[75] htùm＜最上＞ ( = 5.2.7 [60] ) 
「最も～」という意味を表す。動詞 htùm「終わる、なくなる」に由来する。実のところ、筆者のイ
ンフォーマントによると V1 の位置に置くことはできない。しかし、Hanson (1896: 38) や Hertz (1911: 
12) には V1 の位置に置くこともできると記述されているので、仮にこのグループに含めておく。た
だし、筆者がコーパスや雑誌などから集めた補助動詞 htùmの例 (312例) のなかではこの形式が V1の
位置に置かれるという例は１例もなかった。 
                                                     




(例 1) htùm  găja（htùm  よい）「最もよい」(Hertz 1911: 12) 




(22) jà  mări  na  ngú  shădùɁ  ai（金  買う  未来   ngú  思う  VA） 
「金を買うのだろうと思った」(KNO)  
 
しかし、(22) の文を否定する場合、否定辞 ń- を ngú に付加することはできない。 
(23) jà  mări  na  ngú  ń  shădùɁ  ai（金  買う  未来   ngú  NEG   思う  VA） 
  「金を買うのだろうと思わなかった」 
 
このように、ngú には否定辞を付加することができないため、ngú は否定辞を前接できるという動
詞の特徴を失って、補文標識に移行しているものと考えられる。そのことは、 (24) のような ngúと動
詞の間に主文の主語の名詞句が介在する例が見られることからも明らかである。 




るならば冗長的である。この文の最初の ngú も補文標識なのである。 
(25) hkun  ngú  ngú  ai（クン  ngú  言う  関係節化）「クンという (シャン族の藩侯の名前を) 」(コ) 
 




定する」myıt̀ dá「決定する」yáw shăda「計画する」mying「名づける」shămyıǹg「名づける」Ɂămying 
jàwɁ「名前を与える」măsàt「記念する」shăgá「呼ぶ」shăkàwn「ほめる」shăgrau「ほめる」shămán
「祈る」kyú hpyı「́祈る」hpyı「́請い求める」myıt̀ mădà「願う」kàm「信じる」kàm shám「信じる」htèt





以上みたように ngú は補文標識への移行が完了しているのであるが、次の (27) のように単独で動詞
として用いることもできる。また、この動詞は (28) のように quotativeな用法で用いることもできる。 
(27) hpa  hpéɁ  ngú  măyu  ai  rái  nı（̂何  NS  ngú  したい  VA  疑問  疑問）「何を言いたいのか」(コ) 
(28) nang  mùng  shá  ùɁ  ngú  ai（あなた  も  食べる  命令  ngú  VA） 
「あなたも食べなさいと言った」(K3: 9 一部変更) 
 
Lord (1993: 180) によると、「言う」という動詞の補文標識への発展は、「言う」の quotativeな用法
を経て発展することが多い。ジンポー語の場合も、ngúは (28) のような quotative な用法を経て、補文
標識へと発展したのかもしれない 20。ところで、ジンポー語には、ngúと同じく「言う」という意味







た V1と V2の両方の位置に現れうるものがあるということも述べた。 
 
略号 
LOC: 場所格、NEG: 否定、NS: 非主語、PL: 複数、V: 動詞、VA: 動詞接辞 
 
資料 
(K1) (K2) (K3) 物語、(KNG) (KNO) (KT) ニュース、(MYU) 雑誌、(T) Thida Moe and Lillian Hka Nau (2006)、
(歌) 歌、(映) 映画、(エ) 加藤 (1998) のジンポー語訳、(コ) コーパス、(チ) チャット 
 
                                                     
20  以上のような、補文標識が「言う」という動詞から歴史的に発展するということは、世界の言語に広く見ら
れることである (Matisoff 1991: 398－399, Lord 1993: 151－213, Heine and Kuteva 2002: 261－265, Aikhenvald 2006: 32) 。 
21  本稿で見てきたもの以外では、動詞連続を構成する一方の動詞が、側置詞や格に発展するということはよく
知られている (Lord 1993) 。ジンポー語ではこのような例はいまのところ確認されていない。ところで、次の
文では ngà「いる」と găbà「大きい」という動詞が連続しており、ngà「いる」は位置関係を示す後置詞のよ
うに用いられているようにも見える。 
(例) Duk  Dang  măre  htàɁ  ngà  găbà  wà  ai（Duk  Dang  町  LOC  いる  大きい  なる  VA） 
「Duk  Dang町で育った」(KNG) 
  
 しかし、この文で位置関係を示しているのは場所格の htàɁ なのであって、この文から htàɁ を取り除くと不自
然な文になるため、このような例を ngà の後置詞化であると考えることはできない。この文を否定した場合、
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ンガフランカとして使用されている、アラビア語系「ピジンクレオール (pidgincreole2) 」である。 
















 諸先行研究に倣い、JA の単母音は長短を弁別しない 5 母音体系/a, e, i, o, u/を持ち、二重母音に
は/ai, au, (ou), (ei)3/を認め得るとする。しかし実際には様々な自由異音が存在し、個人や民族によ
っても複雑な様相を呈す。但し、Miller (2006), Manfredi (2005) は、民族により/ɛ, ɔ/を認め得ると
しており、  ل ! (2005) はこれを加えた 7 つの単母音、及び弁別的な母音の長短を認めている。 
 母音連続は、片方の母音を完全同化・脱落させることにより回避する傾向が広く見られる (e.g. 
/gí/+/á.mu.lu/→[gá.á.mu.lu]~[gá.mu.lu]「作っている」、以下「~」は全て自由変異を表す) 。 
                                                   
1  本稿は 2008～2009 年度科学研究費基盤研究(B)「アフリカ諸語における統語構造と声調」代表：梶茂
樹(京都大学)(研究課題番号 20320059)による研究費補助を受け、筆者が 2009 年 8－9 月の約 1 ヶ月間、
南部スーダン中央エクアトリア州ジュバ市にて行った調査に基づく。この調査をご支援頂いた梶茂樹先
生、現地にて調査指導や JA 話者のご紹介等を頂いた大阪大学の栗本英世先生、調査にご協力頂いた
Emmanuel Uthuol Akio さん並びにご家族の皆様、また本稿執筆の機会並びにご助言を頂いた言語記述研
究会の皆様、本稿の内容に関し貴重なご指摘を頂いた、言語記述研究会メンバーの大西正幸先生・野島
本泰さん・松本亮さん・林由華さん、並びに大阪大学の小森淳子先生に、ここに記して謝意を表します。 
2  “A pidgincreole is a former pidgin that has become the main language of a speech community and/or a mother 
tongue for some of its speakers” (Bakker 2008:131)、この術語を用いる理由については註 10 を参照。 
3  /ei/は/e/、及び/ou/は/o/と弁別されない傾向が広く見られる。 
2.2.2 子音 
 子音体系は個人レベルでのアラビア語化の程度や民族方言等による揺れが強く現れるが、概ね
/f, b, m, w, t, d, s, (z), n, l, r, ch[ʧ], j[ɟ], (sh[ʃ]), ny[ɲ], y[j], k, g[ɡ], ng[ŋ], (h), (’[ʔ])/ 4の体系を標準的と
する認識が存在するようであり、これら以外の子音は一般的に非 JA 的な借用音素と捉えられて
いる（特に男性には、ハルツーム方言の影響から軟口蓋摩擦音[x, ɣ]を獲得している話者が多い）。 
 表記上、ng は語中で[ŋɡ]の音価を (e.g. bangú [baŋɡú]「大麻」) 、少数の語彙に於いて sh は [sh]
の音価を持つ (e.g. ishál [ishál]「下痢」) 。そうした表記上の例外は本稿で必要に応じて記述する。





や、子音連続の内#Cw-, -CC#等 (e.g. gwám「早く」hárb「戦争」) も一般的に許容される。重子
音も一人称複数代名詞の代表的な変異形 ańna, tańna (cf.3.2.1(a)) 等数例では一般的に許容される。 
 
2.4 プロソディ 





している (e.g. síímóò「タバコ＜Eng. smoke?」、mééríì「ビール＜JA. merísa」) 。また、動詞活用
に現れるピッチパターン (cf. 3.3.3(a,b)) にもこの原則に当てはまらない形式が存在する。 








副詞類 (cf. 3.2.6) 、主語を内項に取る存在詞 (cf. 3.2.7(a))・動詞受動態 (cf. 3.3.3(a)) などがある。 
 
                                                   
4  ( ) 内に示したものは特に揺れの大きい音素であり、/z/は/j/[ɟ]に、/sh/[ʃ]は/s/に合流、/h/及び/’/[ʔ]は脱落
する傾向が民族・個人を問わず広く見られる。また、有声阻害音の語末での無声化も広く見られる。 
5  基本的にアクセントを持つ音節以外の音節は L で実現するが、一部の一音節語にのみ部分的な下降調・







1SG ána, 2SG íta~ínta, 3SG úwo, 1PL anína~ańna~nína~ína, 2PL ítakum~íntakum, 3PL úmon~úm 
・所有代名詞：前置詞 (bi)ta (cf. 3.2.2.(a)) と同源の要素を持ち、単独で名詞としても機能する。 
1SG (bi)taí, 2SG (bi)táki, 3SG (bi)tó, 1PL (bi)tanína~tańna~teína, 2PL (bi)tákum, 3PL (bi)tómon 
 また、前置詞 (bi)ta+独立代名詞の形式も存在する (e.g. ta ána = taí, ta úwo = tó) 。 
・再帰代名詞表現：néfsa+単数所有代名詞、néfsa~bádu+複数所有代名詞 
e.g. néfsa taí「私自身」、néfsa tanína~bádu tanína「我々自身・我々相互」 
・接尾人称代名詞 2PL -kum~-takum：複数主語の命令形にのみ現れる (cf. 3.2.5(b)) 。 




・dé が無標の形式であり、dél や dák の使用は特に強調される場合以外は随意的である。 
・修飾を伴う名詞句末や関係節末に現れ、句末指定標識としての非直示的機能を持つ。 
e.g. jéna taí dé (child 1SG DEM)「私の子供」、Sudán íni dé (Sudan here DEM)「ここスーダン」 




 e.g. ayán shunú (sickness what)「何の病気」、Ísim táki munú? (name 2SG who)「君の名は何だ?」 
・疑問副詞：wén「どこ」、mitén「いつ」、kéf~kefín「どのように」、leé, ashan shunú「なぜ」 
 malú 「どうして、どうした」e.g. Malú íta? (what’s.up 2SG)「君どうしたの？」 
・疑問数量詞 (cf. 3.3.6)：kám「幾つ（の）」、yatú「どれ・どの」 




e.g.  Fi Junúb ta Sudán, Islám kán má ketír fógo. 
 PRP South PRP Sudan Islam TMA NEG many ANP 




・ta~bita 「の」   所有・所属・属性などの関係を表す 
また、複合名詞 (cf. 2.4.) は生産的に ta により迂言的に言い換えることができる。 
  e.g. moyo-éna~móyo ta éna「涙」、Arabi-Júba~Árabi ta Júba「ジュバ・アラビア語」 
・le  「へ・に」  方向、受益者、所有者、他動性の低い目的語などの関係を表す。 
e.g. Jíbu le ána móyo. (bring PRP 1SG water) 「私に水を下さい」(受益者) 
 Fí le íta gurúsh? (EXS PRP 2SG money) 「あなたには銭がありますか」 (所有者 ) 
 Áinu le ána. (see PRP 1SG)  「私の方を見なさい」(他動性の低い目的語) 
・fi   「に・で」  基本的に場所名詞のみを目的語にとり、方向・所在などを表す。 
  e.g.  fi bét  (PRP house) 「家（場所名詞）に」 
       *fi kúrsi (PRP chair) 「椅子（非場所名詞）に」（*は非文を表す）6 
・min 「から」  場所副詞 wén「どこ」、híni「ここ」、fógo「そこ」等も目的語となりうる。 




 複合前置詞は、前置詞+[関係名詞-N]ω、又は前置詞+関係名詞+(bi)ta+N の形式をもつ7。 
・min juwa N~min júwa (bi)ta N「N の中から」、fi ras N~fi rás (bi)ta N「N の上に」 




・yaú <主題標識>「（こそ）が/は」 e.g. Dé yaú kwés.  (DEM TOP good) 「これが（一番）良い。」 
・その他：zátu「こそ」、bés「だけ」、baráu 「のみ」、bárdu~kamán「も」、madúm 「なしで」等 
 
3.2.4  否定辞 
否定辞 má は存在詞句 (cf. 3.2.7(a)) を除く様々な述語（動詞句・所有詞句・名詞句・形容詞句・
副詞句・前置詞句など）や修飾語の直前に前置され、否定を表す。 
 e.g. Úwo má bi já   (3SG NEG TMA come) 「彼は来ない(だろう)」(動詞) 
      Úwo má reís.   (3SG NEG president) 「彼は大統領ではない」(名詞) 
 Úwo má moksút.   (3SG NEG happy) 「彼は幸せではない」(形容詞) 
 Úwo má bita shókol. (3SG NEG PRP work) 「彼は活動的でない」(前置詞句) 
 
3.2.5 TMA標識類 
 TMA 標識は述語に側置され、時制・相・法等を表す。JA の述語は TMA 標識の振る舞いより、
動詞述語と非動詞述語（名詞・形容詞・存在詞・副詞・前置詞句等）に大別でき、以下では動詞
に側置されるものを「動詞 TMA 標識」、非動詞に側置されるものを「非動詞 TMA 標識」と呼ぶ。
但し本稿の逐語訳では、以下の内 bi, gí, kán のみ「TMA」と表示している。尚、JA の TMA 標識
についての詳細な研究に、Tosco (1995) がある。 
                                                   
6 この制約により、「椅子に」に当たる代替の表現としては、前置詞 le による表現 (e.g. le kúrsi「椅子の方
に」)、又は複合前置詞を用いた表現 (e.g. fi ras kúrsi「椅子の上に」) が取られる。 
7 「関係名詞」は relational noun の訳で、「上」「中」「下」のように相対的な位置を表す一群の名詞を指す。
ωは「音韻語」を表し、ここでは関係名詞と後続の名詞が音韻的に一語をなすことを表す。(cf. 2.4) 
(a) 動詞 TMA 標識（直説法） 
 φV <過去・完了>  
  e.g. Ána límu ma úwo. (1SG meet PRP 3SG)「私は彼と会った。」 
 bi V <未来> 動詞に前置される。 
   e.g. Ána bi límu ma úwo. (1SG TMA meet PRP 3SG)「私は彼と会う（つもりだ）。」 
 gí V <継続・習慣> 動詞に前置される。 
   e.g. Ána gí límu ma úwo. (1SG TMA meet PRP 3SG)「私は（今）彼と会うところだ。」 
 dér V <近接未来> 動詞に前置される。 
   e.g. Ána dér límu ma úwo. (1SG want meet PRP 3SG)「私は彼と会いたい/会う予定だ。」 
 kán V <過去完了> 動詞または否定辞に前置される。 
   e.g. Ána kán límu ma úwo. (1SG TMA meet PRP 3SG)「私は彼と会っていた。」 
 kán bi V <反実仮想>「～するんだったのに」 動詞に前置される。 
   e.g. Ána kán bi límu ma úwo. (1SG TMA TMA meet PRP 3SG)「私は彼と会えば良かった。」 
 kalás V, VP kalás <完了>「もう～した」動詞（句）に前置または後置される。 
   e.g. Ána límu ma úwo kalás. (1SG meet PRP 3SG already)「私はもう彼と会った。」 
 lísa má V <未然>「まだ～していない」動詞に前置される。 
   e.g. Ána lísa má límu ma úwo. (1SG yet NEG meet PRP 3SG)「私はまだ彼と会っていない。」 
 
(b) 動詞 TMA 標識（命令法） 
 φV <命令> 複数主語 V-kum~V-takum「～せよ」 
  e.g. Jére. (run)「走れ（単数主語）。」、Jére-takum (run-2PL)「走れ（複数主語）。」 
 máta V <禁止> 複数主語 máta(-kum/takum) V(-kum/takum)「～するな」 
  e.g. Máta-takum jére. (don’t-2PL run)「走るな(複数主語)。」 
lázim máta V <禁止の強調> 上記の形式の法副詞 lázim による強調「～してはいけない」 
 e.g. Lázim máta jére. (must don’t run)「走ってはいけない。」 
kedé-ta V~kelí-ta V <依頼> 複数主語 kedé-takum V~kelí-takum V「～して（下さい）」 
  e.g. Kedé-ta jére. (MDA-2SG run)「走って。」 
kedé-na V~kelí-na V <勧誘>「～しましょう」 
  e.g. Kedé-na jére. (MDA-1PL run)「走ろう。」 
 
(c) 非動詞 TMA 標識：名詞・形容詞・存在詞述語に付加される。 
  φ <現在>「～である」 e.g.  Úwo giyáfa. (3SG beautiful)「彼女は美しい。」 
 kán <過去>「～だった」述語に前置/後置される。 
  e.g. Úwo kán giyáfa. (3SG TMA beautiful)「彼女は美しかった。」 
 bi kún <未来>「～であろう、～になる」述語に前置される。 
  e.g. Úwo bi kún giyáfa. (3SG TMA COP beautiful)「彼女は美しいだろう/美しくなるだろう。」 
  ＊kún は非現実法にのみ現れ、非動詞述語の支えとなるコピュラ。 
  bíga  <変化>「～になった」形容詞述語に前置/後置される。 
  e.g. Íta tabán bíga? (2SG tired become)「あなたは疲れましたか？」 
3.2.6 法副詞 
 法副詞は[(主題) [法副詞 [主語 動詞句]]]の構成素順において文または節のモダリティを表す。
以下のように動詞句にどのような TMA 標識を伴うかにより分類することができる。 
 
(a) 動詞に TMA 標識を伴わず、節または文を形成するもの 
 kedé~kelí <接続法> 非動詞述語の直前にはコピュラ kún を要求する。 
  e.g. Rabúna kedé báriku íta. (Lord MDA bless 2SG)「主が汝を祝福されますように。」 
  Kedé-na kún nás ta shókol. (MDA-1PL COP people PRP work)「勤勉な人間になろう。」 
 kan <仮定条件> 
  e.g.Kan úwo já, kedé nadí le ána. (MDA 3SG come MDA call PRP 1SG)「彼が来たら私を呼んで。」 
 
(b) 動詞に TMA 標識 bi（または上記の kedé）を伴い、文を形成するもの 
 lázim <義務・必然>「～せねばならない、～に違いない」 
  e.g. Lázim kedé-na fékir. (MDA MDA-1PL think)「我々は考えなければならない。」 
 máfi dáya <非義務>「～しなくても良い」 
múmkin <許可>「～しても良い」、akér <推奨>「～した方がよい」 
 
(c) 動詞に任意の TMA 標識を伴い、文を形成するもの 
 bikún <推量>「～だろう」 
  e.g. Bikún úwo bi já. (MDA 3SG TMA come)「彼女は来るだろう。」 
 seí <疑問の強調>「一体/本当に～か」 




 存在詞は[(主題) [存在詞 主語 (場所前置詞句)]]の構成素順をとり、非動詞述語として機能する。 
・平叙存在詞 fí「ある/居る」 
   e.g.  Fí móyo. (EXS water)「水がある」、Móyo fí. (water EXS)「水はある」 
・否定存在詞 máfi 「ない/居ない」(平叙存在詞+否定辞の形式*má fí は非文)  
e.g.  Máfi teríga. (EXS means)「仕方がない」 
Árabi máfi. (Arabic EXS)「アラビア語はない（知らない）」 
・疑問存在詞 wenú「どこにある/居る」 
 e.g.  Wenú gurúsh taí? (EXS money 1SG)「私の銭はどこにあるの？」 
Yába wenú? (father EXS)「お父ちゃんはどこにいるの？」 
・提示存在詞 yaú~yaú dé「（ほら）ここにある/居る（ぞ）」 
e.g.  Yaú ákil. (EXS food)「ほら、ごはんだよ。」 











yani「つまり」、manáto「つまり」<「その意味：mána tó（meaning 3SG）」等。 
e.g. ána ma íta (1SG CNJ 2SG)「私と貴方」 
 
(b) 接続副詞（分離接続詞） 
 個別の 2 文間の接続関係を示す。taraú「実は」、fá 「そして」、yála「それから」、bíga「そこで」、
ligó「そうすれば」、leánu「それ故」等。 





  e.g. zaman úmon já (CNJ they come)「彼らが来た時に」 
・条件節：izakán「（もし～）ならば」、salakún「（もし～）ても」など 
  e.g. salakún úwo má já (CNJ 3SG NEG come)「彼がこなくても」 
・理由/目的節：ashan~leánu「から・ので」、ashan kedé「ために・ように」 
  e.g. ashan kedé úmon já (CNJ MDA 3PL come)「彼らが来るように」 
・引用節：gál~galí「～と（いうこと）」(cf. 3.3.4(d))、kan「～か（どうか）」 
e.g. gál úwo giyáfa (CNJ 3SG beautiful)「彼女が美しいと（いうこと）」 




  e.g. agáni al gunaú dé (song.PL REL sing.PS DEM)「歌われた歌」 
・形容詞に前置され、形容詞限定用法として機能する。 
e.g. zól al kebír (man REL big)「大きい人/重要な人」 
・属性辞 abu N「N（の属性）を持つ（もの）」（限定用法・名詞節として機能する） 




e.g. Ána má árufu ísim táki ke. (1SG NEG know name 2SG MDP)「僕は貴方の名前知らないよ。」 
・músh <確認>「ね」 














 e.g. hájer “stone (単数) ”, hajerát “stones (語彙的複数) ”, nas-hájer “stones (迂言的複数) ” 
    bágara “cow (単数) ”, bugár “cows (語彙的複数) ”, nas-bágara “cows (迂言的複数) ” 
 
(c) 名詞句の構成素順 
 名詞句は[数量詞 名詞 所有代名詞 形容詞 関係節 前置詞句 指示詞]の構成素順を持つと考え
られる。形容詞限定用法は関係節の一種と考えられ、（随意的に）関係辞に導かれる (cf. 3.2.8(d))。 
 
3.3.2 形容詞  
(a) 形容詞の性質及び定義 
 JA に於いて、形容詞は基本的に名詞的であり、非動詞述語になりうる。形容詞は関係辞を直






e.g. Ítakum kwesín? (2PL good.PL)「あなた方は元気か。」、nás batalín (people bad.PL)「悪い人々」 
 
(c) 動詞的形容詞 
 感情等を表す一部の形容詞（zalán「怒っている」等）は、動詞 TMA 標識 bi をとりうる9。 
 e.g. S bi zalán. (S TMA angry) ~ S bi kún zalán. (S TMA COP angry)「S は怒るだろう。」 
 
                                                   
8  これらの名詞は自立した名詞としても機能し、その場合本来のアクセントを保持する。(e.g. rás「上・頭」) 
9  但し、JA の動詞の定義 (3.3.3(a)) の内、満たすのはこの条件のみであり、基本的には形容詞と言える。 
3.3.3 動詞 
(a) 動詞の定義とアクセントパターン 
 JA に於いて動詞は概ね、動詞 TMA 標識を付加でき、以下のようなアクセントパターン＋語尾
による活用が存在するものと定義することができる。 
 
 ・能動態 séregu「盗む」  sála「作る」 
 ・動名詞 serégu~seréga「盗むこと」 sála「作ること」 
 ・受動態 seregú「盗まれる」  salaú「作られる」 
 
 動名詞が目的語を抱合する場合、動名詞を前部要素、目的語を後部要素とする複合語となる（e.g. 
seregu-gurúsh「金盗り」sala-bét「家造り」）。動詞受動態を持つ文の基本構成素順は [ (主題) [動詞
受動態 主語] ] となり、動作主は前置詞 ma で表示されうる。 
  e.g.  Seregú gurúsh taí (ma harámi).「（泥棒によって）私の金が盗まれた」 





 ・能動態 sérégú-seregu「何度も盗む」  sálá-sala「何度も作る」 
 ・動名詞 seregu-serégu「何度も盗むこと」 sala-sála「何度も作ること」 




・自動詞（1 項）と他動詞（2 項） 
 Báb dé fáta.  (door DEM open)   「ドアが開いた(1 項)」 
  Úwo fáta báb dé. (3SG open door DEM)  「彼がドアを開けた(2 項)」 
  Báb dé fataú.  (door DEM open.PS)  「ドアが開けられた(2 項受動)」 
・他動詞（2 項）と使動詞（3 項） 
 Ána dérisu Árabi. (1SG study Arabic)  「私は亜語を学んだ(2 項)」 
  Ána dérisu úwo Árabi. (1SG teach 3SG Arabic)  「私は彼に亜語を教えた(3 項)」 
・自動詞（1 項）と他動詞（2 項）と使動詞（2 項） 
 Ána gí káfu.   (1SG TMA be.frightend)  「私は怖い(1 項)」 
  Ána gí káfu úwo.  (1SG TMA be.frightend.by 3SG) 「私は彼が怖い(2 項)」 






e.g. Úkut tó gí dóuru  gí dúsu néfsa tó.  




 ágder V「V する事ができる」、báda V「V し始める」、géni V「V している、居て V する」 
rúwa V「V しに行く、行って V する、向こうで V する」 
já V「V しに来る、来て V する、こちらで V する」 
 e.g. Úmon bi rúwa téisu biníya. (3PL TMA go court girl)「彼らは娘に言い寄りに行く。」 
(b) 使役動詞「～させる」：kútu (<置く)、kelí (<許す)、síbu (<捨て置く)、ámulu (<する) 
 e.g. Máta síbu jéna gí álabu bára. (don’t leave child TMA play outside)「子供を外で遊ばすな。」 
(c) 接続副詞 (3.2.8(b))：bíga「そこで/それで（<なる）」、ligó「そうすれば（<手に入れる）」 
(d) 補文標識 (3.2.8(c))：gál~galí「～と（<言う）」 




 副詞の重複には語彙的なもの (e.g. kúlu kúlu~ta kulu-kúlu「全然」< kúlu「全ての」、seí seí「と







(a) 複数形：数詞 2–10、báad「幾らかの」、shwíya「少しの」等 
 e.g. itinín banát (2 girl.PL)「2 人の娘」、báad marát (some time.PL)「幾度か」 
(b) 単数形： 数詞 1、数詞 11 以上、kúlu「全ての」、kám「幾」等 
 e.g. wáhid u ishirín séna (1 and 20 year)「21 年（間）」、kám séna (how.many year) 「何年間」 
(c) 一般的には数量詞には含められないが、yatú「どの・どれ」は形態統語上数量詞に属する。 




ば yesに相当する aí~aíwa~áike等が、否定要素を持っていれば noに相当する lá’~láが使用される。 
 JA に限らず南部スーダン地域では舌打ちが間投詞<驚嘆・意外>として頻繁に使用される。本
稿の民話テキストではこの舌打ちを ch!、連続的な舌打ちは chchchch!のように表記している。 
 
4 ジュバ・アラビア語によるパリ民族の民話テキスト 
 パリ民族 (Päri) は、南部スーダン東エクアトリア州のラフォン地域で話される、北ルオ諸語の
一つ、パリ語を母語とする民族集団である。系統上、エチオピア・ガンベラ地域のアニュワ民族
(Anywa, Anuak) と非常に近く、アニュワ語とパリ語もほぼ完全な相通性をもつようである。 
 以下は、パリ人のジュバ・アラビア語話者10によるパリ民族の笑い噺 2 話を書き起こしたテキ





[1] Ána háse dé, dér wónusu gísa táni, gí  já min Pärí.  
1SG now DEM want talk tale another TMA come PRP Päri 
 「私は今からパリ（民族）から来た、別のお話を話したいと思います。」 
 
[2] Yála,  ána bi wónusu ma Arabi Júba al besít.  
CNA  1SG TMA talk PRP Arabic Juba REL easy 
 「それでは、私は簡単なジュバ・アラビア語で話します。」 
 
[3] Gísa dé bita mélik. 
tale  DEM PRP king 
「このお話は王様の（お話）です。」 
 
[4] Mélik dé gí géni fi juwa gába hinák.  
king  DEM TMA live PRP inside forest there  
 「この王様は森の中に住んでいました。」 
 
[5] Mehél tó beíd beíd beíd min nás.  
place  3SG far far far PRP people 
 「彼の土地は人々から遠く離れていました。」 
 
[6] Yála,  kán  fí mushákil hásil. 
CNA  TMA EXS problem.PL occur 
「そして（ある日）、ある問題が起こりました。」 
                                                   
10  DeCamp (1977:4) は JA について、「恐らく誰もが認めるピジンであり、殆どの集団の母語としては話
されて居らず、使用は交易や異言語間コミュニケーションに限定される」（下線筆者）と述べている。
現在の状況はこの記述と比べて劇的に変化してはいないが、殆どの話者は幼少時より習得しており、
単純に「第二言語」とは言えない。当民話テキスト 2 編の提供者 Emmanuel Uthuol Akio 氏の第一言語
はパリ語及び JA、第二言語は英語及び（南部人訛りの）アラビア語ハルツーム方言と言えそうである。
しかし乍ら、こうした言語を単純に従来通り「クレオール」と呼ぶには尚問題があると思われる為、
本稿では註 2 に示した通り、JA は Bakker (2008) が定義する所の「ピジンクレオール」と考えたい。 
[7] Zaman mushákil já, múshkila já,  
CNJ  problem.PL come problem  come  
jésh  bita béled dé úwo rúwa fi gába hinák.  
army  PRP country DEM 3SG go PRP forest there 
 「問題が起こったとき、（それは）その国の兵隊さん達がその森に行ったのです。」 
 
[8] Úmon rúwa fi gába, úmon rúwa fi gába,  
   1PL  go PRP forest  3PL go PRP forest  
   úmon rúwa fi gába, úmon rúwa fi gába,  
   3PL  go PRP forest 3PL go PRP forest  
wósulu beíd, mótoro já dúgu úmon.  
arrive far rain come hit 3PL 
  「彼らは森へずんずんずんずん行き、遠くまで行った所で雨が彼らを打ちました。」 
 
[9] Mótoro dúgu úmon shedíd shedíd shedíd.  
   rain  hit 3PL very very very  
  「雨が彼らをビシビシ打ちました。」 
 
[10] Nás, bíga jésh, tabanín. 
people CNA army tired.PL 
 「人々、兵隊さんは疲れてしまいました。」 
 
[11] Ákil  máfi, nár máfi, fí bérid ketír ketír ketír ketír.  
    food EXS fire EXS EXS coldness much much much much 
  「食べ物もなく、火もなく、あったのは大変な大変な寒さでした。」 
 
[12] U ísim ta mélik dé, samaú  bi ísim ta Umúa.  
    and name PRP king DEM name.PS  PRP name PRP PSN 
  「そしてその王の名は、『ウムア（パリ語でサイ）』という名で名付けられていました。」 
 
[13] Umúa yani rhíno bi Injilízi.  
PSN CNJ rhino PRP English. 
「『ウムア』はつまり英語でライノ[犀]です。」 
 
[14] Bi  Árabi, gírin. Kalás.  
    PRP Arabic horn that's.all 
   「（ジュバ・）アラビア語ではギリン（角、但し普通 abu gírin と呼ばれる）です。」 
 
 
[15] Zól  al... al kebír bita jésh dé, úwo rásulu jésh  
    man  REL REL big PRP army DEM 3SG send army  
gál "Rúwa-takum fi gába, u rúwa-takum fétish nár."  
say go-2PL  PRP forest and go-2PL  look.for fire 
   「この兵隊の隊長は、『諸君は森へ行け、そうして火を探しに行くのだ。』と言って、 
   兵隊を送りました」 
 
[16] Jésh dé rúwa, jésh dé rúwa, jésh dé rúwa,  jésh 
    army DEM go army DEM go army DEM go army 
dé  rúwa, úm ligó mélik dé, al úwo Umúa dé. 
DEM go 3PL find king DEM REL 3SG PSN DEM 
   「兵隊はどんどんどんどん行き、彼らはこの王つまりウムアを見つけました。」 
 
[17] Úmon rúwa le úwo. 
3PL  go PRP 3SG  
   「彼らは彼の所に行きました。」 
 
[18] Umúa dé fok jébel,  shwíya kída. 
PSN DEM up mountain little like.this 
「ウムアは少し山の上に居ました。」 
 
[19] Úmon ásalu gál "Íta, anína dér nár."  
3PL  ask say 2SG 1PL want fire 
   「彼らは『王様、我々は火が欲しいのですが』とたのみました。」 
 
[20] Mélik dé gál "Yáki, nár taí dé, má gí shilú.  
king DEM say INTJ fire 1SG DEM NEG TMA take.PS 
   「王様曰く、『のうお前、儂の火はやれんのだ。」 
 
[21] Íle  kan zól táni áu ítakum wónusu le ána gísa 
CNA if man another or 2PL talk PRP 1SG tale 
giyáfa, al ána bi átagu.  
beautiful REL 1SG TMA laugh 
   「ただ、もし誰か別の者かお前たちかが、儂が笑うような素晴らしい話を 
してくれたならば（やらんこともない）。」 
 
[22] Leánu ána má gí átagu filu... fi hayá taí kúlu." 
CNJ 1SG NEG TMA laugh ? PRP life 1SG all 
   「なぜなら儂は儂の一生の中で笑ったことがないのだ。』」 
[23] "Kalám dé ze dé?" Galí "Aí." 
matter DEM PRP DEM say.PS yes 
   「『そういうことですか。』曰く『そうだ。』」 
 
[24] Jésh al rúwa dé áu asákir  al rúwa dé, 
army REL go DEM or soldier.PL REL go DEM 
úmon báda wónusu gísa.  
3PL  begin talk tale 
   「出向いた兵隊、出向いた兵士はお話を話しはじめました。」 
 
[25] Gísa dé hílu hílu hílu hílu hílu le mélik dé.  
tale  DEM sweet sweet sweet sweet sweet PRP king DEM 
   「このお話は王様にとって、とてもとてもとてもとても素晴らしいものでした。」 
 
[26] Ch!  Mélik dé má gí átagu.  
INTJ king DEM NEG TMA laugh 
   「（しかし）王様は笑いません。」 
 
[27] Á!  Gáid zalán bés, mélik dé má gí átagu.  
INTJ stay angry only king DEM NEG TMA laugh 
   「怒っているだけで、王様は笑っていません。」 
 
[28] Á!  Galí, "Ítu má derín nár? Yála rúwa-takum."  
INTJ say.PS 2PL NEG want.PL fire CNA go-2PL 
   「王様曰く『お前たちは火が要らぬのか？しからば出て往け。』」 
 
[29] Úwo túrudu nás dé wára. 
3SG expel people DEM back 
   「彼は兵隊さんを追い返してしまいました。」 
 
[30] Nás  dé já le... le cómmander, a... bita jésh,  
people DEM come PRP PRP commander FIL PRP army  
galí  "Yáki, anína ligó nár hinák, lakín mélik dé gálu,  
    say.PS INTJ 1PL find fire there but king DEM say  
déru gísa hílu hílu hílu hílu.  
want tale sweet sweet sweet sweet 
   「人々は本隊のコマンダー[司令官]の元へ行き、曰く『その…我々はあそこで火を見つけたの
でありますが、この王様がとってもとっても素晴らしい話を、と所望されるのです。」 
 
[31] Anína wónusu  l-ú  gísa, úwo má gí átagu." 
1PL  talk  PRP-3SG tale 3SG NEG TMA laugh 
   「我々は彼にお話を語りましたが、彼は笑いませんでした。』」 
 
[32] Há... Shilú jésh táni.  
INTJ take.PS army another 
   「ああ…。（そして）別の兵隊が送られました。」 
 
[33] Jésh rúwa gí wónusu le úwo gísa, gísa al hílu. 
army go TMA talk PRP 3SG tale tale REL sweet 
   「兵隊さんは彼にお話、素晴らしいお話をしに行きました。」 
 
[34] Zól  dé má gí átagu.  
man  DEM NEG TMA laugh 
   「それが中々笑いません。」 
 
[35] Á!  Kalám dé bíga sáab. Áiiii! Chchchch! 
INTJ matter DEM become difficult INTJ INTJ 
   「事は難しくなりました。ああ…もう！」 
 
[36] Úmon áinu ze dé, fí wáhid táni.  
3PL  look PRP DEM EXS one another 
   「彼らが見ると、もう一人、人が居ました。」 
 
[37] Galí, "Yá akwána  taí, 
say.PS PRP brother.PL 1SG 
kedé ána bi rúwa le zól kedé. Ará." 
MDA 1SG TMA go PRP man MDP INTJ 
   「（彼）曰く、『同志たちよ、（それでは）私がその人の許へ参りましょう。いざ。』」 
 
[38] Zól  dé rúwa le zól. 
man  DEM go PRP man 
   「この男が王様の許へ行きました。」 
 
[39] Úmon rúwa, úmon rúwa, úmon rúwa, úmon rúwa.  
3PL  go 3PL go 3PL go 3PL go  
   「彼らはどんどんどんどん行きました。」 
 
 
[40] "Taraú zól dé, índu tandúra, tandúra al sérétú-seretu."  
     CNA man DEM have skirt  skirt  REL rip-rip 
   「『見てみろ、この王様はスカートを持っているぞ、ズタズタのスカートを。』」 
 
[41] Yani sérétú-seretu. Bíga shíkil tó shén ze dé.  
CNJ rip-rip  CNA shape 3SG ugly PRP DEM 
   「ズタズタです。だからその形はこう不細工でした。」 
 
[42] Úmon rúwa le zól. 
3PL  go PRP man 
「彼らは王様の許へ行きました。」 
 
[43] Zól  yaú zól, rúwa fádulu  úmon téhet.  
man  TOP man go welcome  3PL down 
   「その人[王様]は、彼ら[兵隊たち]を下に[座前に]迎えました。」 
 
[44] Ligó úmon lísa má áinu zól dé, 
CNA 3PL yet NEG look man DEM 
tuwáli úwo líbisu tandúra  tó dé.  
at.once  3SG put.on skirt  3SG DEM 
   「そして彼らがまだ王様に会わない内に、すぐさま彼は王様のスカートを穿きました。」 
 
[45] Líbisu tandúra tó, u líbisu táni jílid. Yála, úmon rúwa.  
put.on skirt 3SG and put.on again lether CNA 3PL go 
   「彼のスカートを穿き、また皮を着ました。そして、彼らは行きました。」 
 
[46] Galí "Ya"... "Ya mélik," "Aí," "Anína já."  
say.PS PRP PRP king INTJ 1PL come 
   「曰く『王様』『何だ』『我々が参りました。』」 
 
[47] Galí "Dé ákir tákum. Átagu-kum bíga le ána.  
say.PS DEM last 2PL make.laugh-2PL CNA PRP 1SG 
   「（王様）曰く『これが最後だ。それでは儂を笑わせてみい、」 
 
[48] Kan máfi gísa hílu, ána bi túrudu ítakum bára. 
CND EXS tale sweet 1SG TMA expel 2PL out 
   「もし話が面白くなければ、お前たちを追い出すぞ。」 
 
 
[49] Máta já-kum  já le ána táni."  
TMA come-2PL come PRP 1SG again 
   「二度と儂を訪れるでない。』」 
 
[50] Kalás, gál "Yani ya áinu, ya mélik, 
that's.all say CNJ PRP look PRP king  
dé,  zól al líbisu tandúra dé yaú gí wónusu."  
DEM man REL put.on skirt DEM TOP TMA talk 
   「そして、男は言いました。『王様こちらをご覧下さい、 
このスカートを穿いた男がお話し申し上げます。』」 
 
[51] Gál  "Áinu le ána hína." Mín mélik áinu le úwo 
say  look PRP 1SG here since king look PRP 3SG 
ze  dé, úwo ámulu úwo ámulu yaú "kólóng!" 
PRP DEM 3SG make 3SG make TOP ONM 
   「曰く『こちら私の方をご覧あれ。』王様がそうして彼を見た時、 
彼がしたのは『コロン！』（逆立ち）でした。」 
 
[52] Úwo ágilibu rás tó téhet ze dé, 
3SG reverse head 3SG down PRP DEM 
yála úwo wága ma idén tó dé, kureén tó fók. 
CNA 3SG fall PRP hand.PL 3SG DEM leg.PL 3SG up 
   「彼はこのように頭を下にひっくり返して手で地面に逆立ち、足を上に上げたのです。」 
 
[53] Yála tandúra dé bíga amulú  kída. 
CNA skirt DEM become make.PS  like.this 
   「すると、スカートはこんな風になりました。」 
 
[54] "Yá!" Mélik átagu, mélik átagu, átagu shedíd.  
INTJ king laugh king laugh laugh very 
Mélik tála murtá murtá. 
king become happy happy 
   「『ウヒョー！』王様は笑って笑って笑い転げました。王様は至極満足しました。」 
 
[55] Úwo gáli le asákir  de gál, "Yála! Yála! 
3SG say PRP soldier.PL DEM say INTJ INTJ 
Shílu-takum  nár. Shílu-takum ákil."  
take-2PL  fire take-2PL  food 
   「彼は兵隊に『さあさあ！火を持ってけ、食べ物を持ってけ』と言いました。」 
[56] Úwo bíga moksút ma zól dé. 
3SG become happy PRP man DEM 
   「彼はこの男によって、幸せになりました。」 
 
[57] Bés   kan úwo gí áinu zól ze dé, úwo gí átagu.  
only  MDA 3SG TMA look man PRP DEM 3SG TMA laugh 
   「彼はこの男がそうしているのを見ただけで笑っていたのです。」 
 
[58] "Hahaha!" Úwo gí átagu shedíd,  
     INTJ 3SG TMA laugh very  
gál  "Gísa dé hílu shedíd! Hílu, hílu, hílu, hílu!"  
say  tale DEM sweet very sweet sweet sweet sweet 
   「『ハハハ！』彼は大笑いして、『この話は大変大変結構だ』と言いました。」 
 
[59] Dé  yaú gísa al besít ána dér wónusu, 
DEM TOP tale REL easy 1SG want talk 
al  mélik ísim tó "Umúa." Shúkran  táki 
REL king name 3SG PSN  thank.you 2SG 




[1] A, háse dé, ána déru wónusu gísa ta Pärí.  
FIL now DEM 1SG want talk tale PRP Päri 
 「えー、今からパリ（民族）の昔話をお話したいと思います。」 
 
[2] Gísa dé, gísa ta haiwanát. Haiwanát dé, úmon árba. 
tale DEM tale PRP animal.PL  animal.PL DEM 3PL four 
 「このお話は動物たちのお話です。動物たちは四匹です。」 
 
[3] Awálan, fí haiwán bi gul-l-ó ásed, 
at.first EXS animal TMA called lion 
fí táni bi gul-l-ó nímir,  
EXS another TMA called leopard 
 「先ず、獅子という動物がおります。次に豹という動物がおります。」 
 
[4] fí táni bi gul-l-ó morfoín, fí táni bi gul-l-ó kélib.  
EXS next TMA called hyena  EXS another TMA called dog 
 「次にハイエナという動物、その次に犬という動物がおります。」 
[5] Haiwanát árba dé, úmon sabi-sabí.  
animal.PL four DEM 3PL friend-friend  
  「この四匹の動物たちは友達同士でした。」 
 
[6] Yála fí yóm, úmon géni wónusu kedé úmon rúwa fi dwar. 
CNA EXS day 3PL stay talk MDA 3PL go PRP hunting 
 「そしてある日、彼らは狩に行こうと座って話していました。」 
 
[7] Úmon rúdu gál, "Kalás kedé-na  rúwa." 
3PL  accept say that's.all MDA-1PL go 
  「彼らは『それじゃあ行こう』と、意見が一致しました。」 
 
[8] Zaman úmon rúwa hinák, úmon rúwa fi gába.  
CNJ  3PL go there 3PL go PRP forest 
 「彼らがそこに行く時、彼らは森に行きました。」 
 
[9] Úmon rúwa ámulu mehél tómon ashan kedé úmon géni fógo.  
3PL  go make place 3PL CNJ MDA 3PL stay ANP 
 「彼らはそこに座るための場所を作りに行きました。」 
 
[10] Yála, auwal yóm úmon síbu morfoín  
    CNA first day 3PL leave hyena 
fi  mehél ta géni tómon.  
PRP place PRP stay 3PL 
 「そして第一日目、彼らはハイエナを彼らの居場所に置いて行きました。」 
 
[11] Yála, nímir u ásed u kélib, úmon rúwa fi dwar. 
    CNA leopard and lion and dog 3PL go PRP hunting 
   「そして豹とライオンと犬は狩に行きました。」 
 
[12] Úmon rúwa gábudu haiwanát kutár.  
3PL  go seize animal.PL many.PL 
   「彼らは行って沢山の動物を捕まえました。」 
 
[13] Úmon kátulu. Úmon jíbu láham dé, fi mehél tómon.  
    3PL  kill 3PL bring meat DEM PRP place 3PL 
   「彼らは殺し、その肉を彼らの居場所に持って帰りました。」 
 
 
[14] Yála úmon géni ákulu, úmon moksutín áu murtaín. 
    CNA 3PL stay eat 3PL happy.PL or contented.PL 
   「そして彼らは座って食べ、彼らは幸せ、満足でした。」 
 
[15] Sabá tó, úmon gúm táni. 
Morning 3SG 3PL get.up again 
   「その朝、彼らはまた起きました。」 
 
[16] Úmon báda kélimu, "Morfoín, kedé íta géni jambu láham dé."  
    3PL  begin speak hyena   MDA 2SG stay near.by meat DEM 
   「彼らは『ハイエナ、君はこの肉の近くに座っていてくれ』と言い始めました。」 
 
[17] Úmon rúwa. Úmon rúwa wósulu hinák, 
    3PL  go 3PL go arrvive there 
úmon rúwa gábudu haiwanát tanín  ketír.  
3PL  go seize animal.PL another.PL many 
   「彼らは行きました。彼らは行ってそこに着くと、また沢山の動物を捕まえに行きました。」 
 
[18] Wára tómon, fí haiwán bi gul-l-ó wólf.  
    backside 3PL EXS animal TMA called wolf 
   「（ところが、）彼らの後ろに、狼という動物が居たのです。」 
 
[19] Wólf dé, úmon já kutár.  
wolf DEM 3PL come many.PL 
   「狼は沢山やって来ました。」 
 
[20] Úmon bíga dér ákulu láham. Úmon nyákamo morfoín.  
    3PL  become want eat meat 3PL attack  hyena 
  「彼らは肉を食べたくなりました。彼らはハイエナを襲いました。」 
 
[21] Morfoín shákila ma úmon, dé bi ádi dáhar ta morfoín.  
    hyena fight PRP 3PL DEM TMA bite back PRP hyena 
  「ハイエナは彼らと闘います。これがハイエナの背に噛みついたと思ったら、」 
 
[22] Táni bi ádi kureén ta morfoín,  táni bi ádi 
another TMA bite foot.PL PRP hyena  another TMA bite 
rás  ta morfoín,  táni bi ádi gísim ta morfoín. 
    head PRP hyena  another TMA bite body PRP hyena 
  「別のがハイエナの両足に、また別のが頭に、また別のが体に噛みつきます。」 
[23] Morfoín áinu ze dé, úwo báda jére. 
    hyena look PRP DEM 3SG begin run 
   「ハイエナはこれを見て、逃げだしました。」 
 
[24] Úwo síbu láham kúlu.  
3SG leave meat all 
   「彼は肉を全部捨て置きました。」 
 
[25] Wólf dé ákulu láham kúlu, "Nyám!" bára.  
    wolf DEM eat meat all ONM  out 
   「狼は肉を全て、ペロッと平らげてしまいました。」 
 
[26] Morfoín jére, le nas sabí tó.  
hyena run PRP people friend 3SG 
   「ハイエナは彼の友達たちのところに逃げました。」 
 
[27] Zaman úwo wósulu hinák, asalú "Malú  íta?"  
  CNJ 3SG arrive there ask.PS what's.up 2SG 
   「彼がそこへ着くと、『君、どうしたんだ？』と尋ねられました。」 
 
[28] Galí "Fí haiwanát já hinák, úmon ákulu láham kúlu. 
    say.PS EXS animal.PL come there 3PL eat meat all 
   「曰く、『ある動物たちがそこへ来て、肉を皆食ってしまった。」 
 
[29] Úmon báda já. 
3PL  start come 
   「奴らが来はじめたんだ。」 
 
[30] Zaman úmon já, úmon síbu láham dé téhet, úmon géni. 
CNJ 3PL come 3PL leave meat DEM down 3PL stay 
   「奴らが来た時、肉を下に[地面に]落として座ったんだ。』」 
 
[31] Sabá táni, galí "Kalás, kedé nímir yaú géni." 
    morning next say.PS that's.all MDA leopard TOP stay 
   「次の朝、曰く『よし、豹が番をしてくれ。』」 
 
[32] Nímir géni. Nímir rúwa. Nímir rákab. 
leopard stay leopard go leopard cook 
   「豹が番をしました。豹は行って、料理をしました。」 
[33] Úwo árkab fi ras kásab u géni.  
    3PL  get.on PRP top wood and stay 
   「彼は木（で作った物置）の上に登って座りました。」 
 
[34] Wólf dé táni já kutár  kamán.  
wolf DEM again come many.PL  also 
   「狼は再度またたくさん来ました。」 
 
[35] Úm báda nyákamo láham táni min nímir.  
    3PL start attack  meat again PRP leopard  
   「彼らは豹から再び肉を強奪しはじめました。」 
 
[36] Nímir báda shákila ma úmon. Há… Múshkila bíga kebír. 
leopard begin fight PRP 3PL INTJ problem  become big 
   「豹は彼らと戦いだしました。ああ！えらいことになりました。」 
 
[37] Táni gí nútu fi rás ta nímir gí ádi, 
another TMA jump PRP head PRP leopard TMA bite 
táni  gí nútu fi gísim ta nímir gí ádi.  
another TMA jump PRP body PRP leopard TMA bite 
   「別の（狼）が豹の頭に跳んで噛みついたと思えば、別のが体に跳んで噛みつきます。」 
 
[38] Úmon bíga ketír gí nyákamo. 
3PL  become many TMA attack 
   「彼らは数を増して襲いかかりました。」 
 
[39] Nímir kamán, bé láham dé, kúlu.  
leopard also with meat DEM all 
   「豹はまたもや（やられてしまい）、その上肉も全部（取られました）。」 
 
[40] Nímir báda jére kamán. Dél ákulu láham dé kúlu.  
    leopard start run also DEM eat meat DEM all 
  「豹はまた逃げだしました。こいつらは肉を全部食べてしまいました。」 
 
[41] Tani yóm kamán, ásed bíga yaú, bíga háris, 
    next  day also lion become EXS become guard 
gí  hárisu láham dé.  
TMA guard meat DEM 
   「次の日もまた、ライオンが居て番をするようになって、肉を番しました。」 
[42] Lísa, anas wólf dé já. 
    still  people wolf DEM come  
   「まだ狼たちはやって来ました。」 
 
[43] Úm  géni shákila kamán ma.. ma ásed.  
3PL  stay fight also PRP PRP lion 
   「彼らはライオンとも戦っています。」 
 
[44] Úm  jéde ásed téhet, árimu ásed ti... ya... hinái, 
    3PL  throw lion down throw lion  ? ? FIL 
yan  yani, yan téhet, úmon ádi ásed. 
FIL  FIL FIL down 3PL bite lion 
   「彼らはライオンを下[地面]へ投げつけ、ライオンを下[地面]に投げて、噛みました。」 
 
[45] Ásed áinu ze dé, úwo báda jére, 
    lion  look PRP DEM 3SG begin run 
jére  kamán ze sabí tó.  
run  also PRP friend 3SG 
   「ライオンはこれを見て、彼は逃げだしました。彼の友達と同じように逃げました。」 
 
[46] Galí "Ya akwánna. Há! Haját dé bíga sáab shedíd. 
    say  PRP brother.PL INTJ thing.PL DEM become difficult very 
Áinu akulú gísim taí kúlu." 
look eat.PS body 1SG all 
   「曰く『兄弟よ、ああ！これはとても大変な事になった。俺の体が皆噛まれたのを見ろ。』」 
 
[47] Úmon géni fékir bíga, "Anína bi ámulu shunú hása dé? 
    3PL  stay think CNA 1PL TMA make what now DEM 
    Anína... anína bi ráhalu min mehél dé?"  
    1PL  1PL TMA move PRP place DEM  
   「彼らはそこで座って考えました。『俺たち今からどうする？俺たちこの場所から動くか？』」 
 
[48] Yála, kélib galí "Lá, anína má bi ráhalu 
    CNA dog say INTJ 1PL NEG TMA move 
min  mehél dé. Anína kedé rúwa fi mehél tanína."  
PRP place DEM 1PL MDA go PRP place 1PL 
   「そこで犬曰く、『いや、僕達ここから動かないよ。僕達は僕達の場所へ行こう。』」 
 
 
[49] Úmon rúwa fógo kamán táni. 
    3PL  go ANP also again 
Sabá, kélib gál "Ána yaú bi géni." 
morning dog say 1SG TOP TMA stay 
   「彼らは又そこに行きました。朝、犬が『僕が残ろう』と言いました。」 
 
[50] Morfoín báda kélimu "Íta sukér dé, 
    hyena begin speak 2SG small DEM 
íta  bi ágder ma haiwanát dé? 
2SG TMA be.able PRP animal.PL DEM 
   「ハイエナは言います。『小さなお前（のような奴）が、あの動物を何とかできるのか？」 
 
[51] Anína al kubár dé, ásed, morfoín, u nímir, haját dé, 
    1PL  REL big.PL DEM lion hyena and leopard thing.PL DEM  
dugú úmon kúlu. Bíga íta, al sukér dé?"  
hit.PS 3PL all CNA 2SG REL small DEM 
   「大きい俺たち、ライオン、ハイエナに豹、こいつら皆やられたぞ。それなのにお前、この
小さい奴が（どうにかできるとでも言うのか）。』」 
 
[52] Kélib gáli "Ána bi géni. Kan já turudú ána bíga, 
    dog  say 1SG TMA stay CNJ come chase 1SG become  
ána  kamán bi jére le ítakum hinák.  
1SG also TMA run PRP 2PL there 
Yála, min hinák anína bi rúwa fétisu mehél… mehél táni." 
    CNA PRP there 1PL TMA go search place place next 
   「犬曰く『僕が残る。もしそれで僕がやられたらまた君らの所へ逃げるよ。 
     それで、それから僕たちは別の場所を探したら良いじゃないか。』」 
 
[53] Kalás, kélib géni. Kélib géni, kélib dákalu 
    that's.all dog stay dog stay dog go.in 
fi  téhet bita... mehél al salaú  ta láham dé. 
PRP down PRP place REL make.PS  PRP meat DEM 
   「そして犬が残りました。犬は残って、肉の為に作られた場所の下に入りました。」 
 
[54] Gí  nadí bi rután  ta Árabi al besít "sidáb," 
TMA call.PS PRP language  PRP Arabic REL easy "sidab" 
bi  rután  ta Pärí, "péém." "Péém." 
PRP language  PRP Pärí "peem" "peem" 
   「（それは）簡単なアラビア語で『シダーブ』、パリ語では『ペーム』と呼ばれています。」 
[55] Kélib dákalu téhet hinák. Úwo núm téhet hinák. 
    dog  go.in down there 3SG sleep down there 
   「犬はそこの下に入りました。彼はそこの下で眠りました。」 
 
[56] Anas wólf já kamán táni. 
people wolf come also again 
   「狼たちはまたまたやってきました。」 
 
[57] Úmon já! Úmon já kélib núm téhet.  
    3PL  come 3PL come dog sleep down 
   「彼らが来ました！彼らは犬が眠っている（ところ）に来ました。」 
 
[58] Zaman úmon bíga geríb, ma lahám, 
    CNJ 3PL become near PRP meat 
táni  gí shílu ze dé, kélib nútu min hinák, 
another TMA take PRP DEM dog jump PRP there 
ámsugu ragábta bita wáhid u kásuru tuwáli. 
    seize neck PRP one and break at.once 
   「彼らが肉に近づき、一匹が取ろうとした時に、犬はそこから跳び上がって、 
一匹の首を捕まえてすぐにへし折りました。」 
 
[59] Úwo nútu kamán, íta áinu, kásuru táni. 
    3SG jump also 2SG see break another 
   「彼はまた跳び上がり、えっとね、別のをへし折りました。」 
 
[60] Bíga nás fi múshkila.  
CNA people PRP problem 
   「そしてみんな大混乱です。」 
 
[61] Kélib kásuru táni, kélib kásuru táni, bíga áruba. 
    dog  break another dog break another become four 
   「犬は更に別のを潰し、更に別のをへし折ったので、（やっつけたのは）4 匹になりました。」 
 
[62] Wólf áinu ze dé, haiwanát báda jére.  
wolf see PRP DEM animal.PL begin run 




[63] Há!  Galí "Dé, dé haiwán káab!" 
    INTJ say.PS DEM DEM animal bad 
leánu kélib kamán sukér ze úmon.  
CNJ dog also small  PRP 3PL 
   「曰く『こいつ、こいつは難儀な動物だ！』なぜなら犬は彼らと同じく小さいのです。」 
 
[64] Úmon má bi ágder ádi kélib, leánu kélib sukér, 
    3PL  NEG TMA be.able bite dog CNJ dog small 
úm  gí lákbatu ma kélib, kúlu sáwa. 
3PL  TMA confuse PRP dog all together 
   「犬が小さくて（犬も狼も）みんな同じように見えるので、彼らは犬に噛みつけません。」 
 
[65] Kélib kátulu árba, úmon báda jére. 
    dog  kill four 3PL start run 
   「犬は 4 匹殺し、彼らは逃げだしました。」 
 
[66] Úmon jére, kélib túrudu úmon shedíd shedíd shedíd.  
3PL  run  dog chase 3PL very very very 
   「彼らは逃げ、犬は彼らを完膚無きまでに追放してしまいました。」 
 
[67] Á!  Kalás. Yála kélib já ríja, úwo rákab ákil 
INTJ that’s.all CNA dog come return 3SG cook food 
le  akwána  bitómon al lísa fi dwar dé. 
PRP brother.PL 3PL REL still PRP hunting DEM 
   「ああ！そして、犬は戻って来ました。彼はまだ狩猟中の兄弟のために、 
食べ物を料理しました。」 
 
[68] Úwo géni. Úwo núm téhet. Ahá, baad záman táni, 
    3SG stay 3SG sleep down INTJ after time another 
anas nímir báda já, u ásed já, u morfoín.  
people leopard start come and lion come and hyena 
   「彼は座り、下[地面]に寝そべりました。暫くして豹たちが帰ってきはじめました。ライオン
も、ハイエナも戻ってきました。」 
 
[69] Úmon zátu istágrab! "Leé? Leé kélib má jére seí? 
    3PL  self be.surprised why why dog NEG run MDA 
   「実に彼らは驚きました！『どうして？どうして犬は逃げなかったのだろう？」 
 
 
[70] Anas haiwanát dé seí úmon já?  
    people animal.PL DEM MDA 3PL come 
   「動物[狼]たちは一体来たのだろうか？」 
 
[71] Bikún haiwanát dé má já." 
MDA animal.PL DEM NEG come 
   「たぶん動物[狼]たちはこなかったんだ。』」 
 
[72] "Úm já, ya zól, úm jíbu láham táni.  
    3PL  come PRP man 3PL bring meat again 
   「『あいつらは来たよ、君、奴らはまた肉を持って行こうとした。」 
 
[73] Úm  kútu láham dé, yani, téhet." 
    3PL  put meat DEM CNJ down 
   「あいつらは肉を下[地面]に置いた。』」 
 
[74] Kélib gál "Kalás  géni-takum téhet. Yaú ákil." 
    dog  say that’s.all  stay-2SG down EXS food 
   「犬曰く『よし、お座りなさい。ほら、ごはんですよ。』」 
 
[75] Úmon báda ákulu. Úmon báda ákulu.  
    3PL  start eat 3PL start eat 
   「彼らは食べ始めました。彼らは食べ始めました。」 
 
[76] Baadma úmon ákulu, úmon ásalu kélib, "Ya kélib," "Aí." 
    CNJ 3PL eat 3PL ask dog PRP dog INTJ 
   「彼らは食べたあと、犬に問いました。『犬さんよ。』『はあ。』」 
 
[77] "Haját dé má já? Anas wólf, úm má já?" 
    thing.PL DEM NEG come people wolf 3PL NEG come 
   「『あいつら来なかったの？狼たちは来なかったの？』」 
 
[78] Kélib gál "Úmon já." 
    dog  say.PS 3PL come 
   「犬曰く『あいつらは来たよ。』」 
 
[79] Gál "A? Wén? Kalám táki dé, dé kídib! 
    say INTJ where words 2SG DEM DEM lie 
   「曰く『え？どこが？お前の言うことは嘘だ！」 
[80] Haiwanát dé má já. 
    animal.PL DEM NEG come 
   「動物[狼]たちは来なかったんだ。」 
 
[81] Izekán úmon já, kán úmon ákulu íta bára." 
    CNJ 3PL come TMA 3PL eat 2SG out 
   「もしも奴らが来たら、奴らはお前を食ってしまった（はずだ）。』」 
 
[82] Gál "Úmon já." Gál "Kalás, ítakum má gí rúdu kalám taí." 
    say 3PL come say that’s.all 2PL NEG TMA accept words 1SG 
   「曰く『来たよ。』曰く『もういい、君らは僕の言うことを信用していないな。』」 
 
[83] Gál,  a, gál "Taálu. " Úwo worí wáhid, galí 
    say  FIL say INTJ  3SG show one say.PS 
"Yaú dé, ána kátulu wáhid dé yaú dé hína. 
EXS DEM 1SG kill one DEM EXS DEM here 
   「曰く『いらっしゃい。』彼は一匹見せて言いました。『これ、僕はここで一匹殺った。」 
 
[84] Ará, táni! Yaú dé táni, ána kátulu wáhid le hína. 
    INTJ again EXS DEM again 1SG kill one PRP here 
   「そら、ここに一匹！ほら、一匹、僕はここで一匹殺った。」 
 
[85] Ará, táni! Yaú dé, ána kátulu táni. Ará, táni! 
    INTJ again EXS DEM 1SG kill another INTJ again 
   「そら、ここにも！ほうら、僕はもう一匹殺った。そら、ここにも！」 
 
[86] Ána  kátulu dé. Árba!" Há! Kalám bíga sáab hína. 
    1SG kill DEM four INTJ matter become difficult here 
   「僕はこいつも殺った。四匹も！』ああ！これでえらい事になりました。」 
 
[87] Morfoín, nímir, u ásed, úmon báda káfu, gál "A... a... a... a..." 
    hyena leopard and lion 3PL start fear say INTJ 
   「ハイエナ、豹にライオンは『うわあ…』と言って怖くなってきました。」 
 
[88] "Taraú kélib káab ze dé? " Há! 
    CNA dog bad PRP DEM INTJ 
   「『実は犬はこんなに難儀な奴だったのか！』ああ！」 
 
 
[89] Áyi zól gí géni ma kalám tó fi juwa gélba tó. 
    any man TMA stay PRP matter 3SG PRP inside heart 3SG 
   「それぞれはそれぞれの言葉を胸に、座っていました。」 
 
[90] Bilél, úmon báda núm. Úmon núm, úmon núm, 
    night 3PL start sleep 3PL sleep 3PL sleep 
morfoín gúm bilél, úwo rúwa tóuru ásed. 
    hyena get.up night 3SG go wake lion 
   「夜分、彼らは寝はじめました。彼らが寝付いたかどうかという頃、ハイエナは夜中に起き
て、ライオンを起こしに行きました。」 
 
[91] Gáli "Ásed, ásed, ásed, ásed, íta gúm fók. 
    say.PS lion lion lion lion 2SG get.up up 
   「曰く『ライオン、ライオン、ライオン、ライオン、起きろよ。」 
 
[92] Íta  áinu, kélib dé, dé hai dé haiwán káab. 
    2SG see dog DEM DEM ? DEM animal bad 
   「分かっただろう、この犬は難儀な奴だよ。」 
 
[93] Kan úwo gúm bilél badén, úwo gí já kásuru 
    MDA 3SG get.up night later 3SG TMA come break 
ragábta taí, úwo bi kásuru ragábta táki, úwo bi kásuru 
neck 1SG 3SG TMA break neck 2SG 3SG TMA break 
ragábta bita... bita nímir.  
    neck PRP PRP leopard 
   「後で夜中、あいつが起きたら俺の首をへし折りにきて、お前の首を、豹の首をへし折るぞ。」 
 
[94] Kedé-na jére! Anína kedé síbu kélib dé baráu." 
    MDA-1PL run 1PL MDA leave dog DEM alone 
   「逃げよう！俺たちはこの犬を独り捨てっちまおう。』」 
 
[95] Á!  Úwo rúwa tóuru nímir. 
    INTJ 3SG go wake leopard 
   「彼は豹を起こしに行きました。」 
 
[96] "Nímir, nímir, gúm fók! Íta áinu kélib dé sáab! 
    leopard leopard get.up up 2SG see dog DEM difficult 
   「『豹よ、豹、起きろ！この犬はややこしいのが分かっただろう。」 
 
[97] Kan úwo gúm badén, úwo bi kátulu anína kúlu. 
    CNJ 3SG get.up later 3SG TMA kill 1PL all 
   「後で奴が起きたら俺たちをみんな殺してしまう。」 
 
[98] Úwo bi kásuru ragábta táki, bi kásuru taí, 
    3SG TMA break neck 2SG TMA break 1SG 
bi  kásuru ta ásed. Kedé-na  jére." 
TMA break PRP lion MDA-1PL run 
   「奴はお前の首をへし折り、俺のを、ライオンのをへし折ってしまうよ。逃げよう。』」 
 
[99] Úmon báda shílu láham al fí, úmon báda jére. 
    3PL start take meat REL EXS 3PL start run 
   「彼らは（そこに）ある肉を取り、逃げだしました。」 
 
[100] Úmon síbu kélib baráu, leánu kélib kán gí núm 
3PL leave dog alone CNJ dog TMA TMA sleep 
shedíd shedíd, úwo tabán ma... ma shákila al úwo 
very very 3SG tired PRP PRP fight REL 3SG 
géni shákila gibél.  Úwo gí núm. 
     stay fight before 3SG TMA sleep 
    「犬は先だって戦った戦いの為に疲れて、熟睡していたので、彼らは犬を独り残しました。」 
 
[101] Á!   Zaman úmon gí jére kalás, úmon kamán nesítu kojorón. 
     INTJ CNJ  3PL TMA run already 3PL also forget pan 
    「ああ！彼らが逃げおおせた時、彼らは鍋を忘れてしまいました。」 
 
[102] Úmon nesítu. Úmon jére. 
     3PL forget 3PL run 
    「彼らは忘れていました。彼らは走りました。」 
 
[103] Zaman kélib gúm, máfi nás jámbu tó. 
     CNJ dog get.up EXS people PRP 3SG 
    「犬が起きたとき、彼の近くにみんなが居ません。」 
 
[104] Sabiát dé kúlu jére.  
     friend.PL DEM all run 
    「友達はみんな逃げてしまいました。」 
 
 
[105] Úwo áinu ze dé... Máfi teríga. 
     3SG see PRP DEM EXS means 
    「彼はこれに気づきましたが…どうしようもありません。」 
 
[106] Kélib, rúwa kútu néfsa tó fi kozorón.  
     dog go put self 3SG PRP pan 
    「犬は行って鍋の中に自分（の体）を置きました。」 
 
[107] Úwo rúwa núm fi juwa… juwa kozorón. 
     3SG go sleep PRP inside inside pan 
    「彼は行って鍋の中で眠りました。」 
 
[108] Ahá! Min hinák, anas morfoín u anas ásed u nas 
     INTJ PRP there people hyena and people lion and  
nímir, úmon rúwa gidám, úmon áinu ze dé, máfi kozorón. 
leopard  3PL go forward 3PL see PRP DEM EXS pan 
    「ああ、そこからハイエナたち、ライオンに豹たちはずっと先に行ったところで 
鍋がない、このことに気づきました。」 
 
[109] "Aléla seí, anína  bi rákabu  ma shunú?" 
     today MDA 1PL TMA cook PRP what 
    「『今日は俺たち一体何で料理するんだよ。』」 
 
[110] Gál    "Kalás, kedé morfoín ríja táni rúwa jíbu kojorón  dé." 
     say    that’s.all MDA hyena return again go bring pan  DEM 
    「曰く『よし、ハイエナ、今一度戻って鍋を取りに行ってくれ。』」 
 
[111] Morfoín jére. Galí Rúwa shílu kojorón,  bi jére tuwáli. 
hyena run say.PS go take pan  TMA run at.once 
    「ハイエナは走りました。曰く『鍋を取ってすぐに逃げてこい。』」 
 
[112] Morfoín rúwa. Morfoín  jére.  
hyena go hyena  run 






[113] Morfoín mínma gí rúwa ze dé,  
     hyena since TMA go PRP DEM 
úwo árufu kozorón  bés úwo shílu fi rás tó, 
3SG know pan  only 3SG take PRP head 3SG 
     úwo má árufu galí kélib fí fi juwa kozorón dé.  
     3SG NEG know say dog EXS PRP inside pan DEM 
    「ハイエナはそうして行ってから、鍋だけを頭に（乗せて）とってきたと思い、 
犬がその鍋の中に入っていると知りませんでした。」 
 
[114] Morfoín jére, morfoín jére gál kalási,  
     hyena run hyena run say that’s.all  
úwo shílu kélib dé hinák. 
3SG take dog DEM there 
    「ハイエナは走って、走って『よし』と言ってそこに犬を運んでしまいました。」 
 
[115] Taraú kélib, juwa kozorón.  
CNA dog inside pan 
    「実は犬は、鍋の中です。」 
 
[116] Kalás. Úwo wósulu le nas ásed u nímir gál 
     that’s.all 3SG arrive PRP people lion and leopard say 
"Á? Íta jíbu?" Gál "Aí." 
INTJ 2SG bring say INTJ 
    「そういうことです。彼はライオンと豹たちのところに着くと、曰く『おお、持って来たか』 
曰く『ああ。』」 
 
[117] Gál "Mínma morfoín  gí wósulu fi néfsa tómon ze dé?" 
     say CNJ  hyena  TMA arrive PRP self 3PL PRP DEM 
    「曰く『ハイエナは着いてから独りでこう（戻ってきたの）か』」 
 
[118] Úwo gí kútu kozorón  téhet, úmon áinu kélib fógo. 
     3SG TMA put pan  down 3PL see dog ANP 
    「彼が鍋を下に（地面に）おいたところ、彼らはそこに犬を見ました。」 
 
[119] A… nás báda jére kúlu! Hahaha!  Úmon jére kúlu. 
INTJ people start run all INTJ  3PL run all 
    「わーい、皆はすっかり逃げだしましたとさ！ハハハハ！彼らは皆逃げ出しました。」 
 
 
[120] "Á! Morfoín, íta jíbu hája dé táni?" 
     INTJ hyena  2SG bring thing DEM again 
   「『ああ！ハイエナめ、お前またこいつを連れてきたのか？』」 
 
[121] Há! Nás báda jére.  
INTJ people start run 
  「ああ！みんなは走りだしました。」 
 
[122] Kélib áinu ze dé, bíga máfi teríga.  
     dog see PRP DEM CNA EXS means 
    「犬はそれを見て、どうしようもなくなりました。」 
 
[123] Kélib límú-limu láham dé kúlu,  
     dog collect-collect meat DEM all 
kélib bíga já fi bét ma láham dé kúlu.  
dog CNA come PRP house PRP meat DEM all 
   「犬は肉を全部集め、それからその肉を全部持って家に帰りました。」 
 
[124] Gísa, min híni, intáha kída.  Shúkran táki. 
     tale PRP here end like.this  thank.you 2SG 




1SG 一人称単数代名詞：ána, taí およびその変異形 
1PL 一人称複数代名詞：anína, tanína およびその変異形 
2SG 二人称単数代名詞：íta, táki およびその変異形 
2PL 二人称複数代名詞：ítakum, tákum, -kum/takum およびその変異形 
3SG 三人称単数代名詞：úwo, tó およびその変異形 
3PL 三人称複数代名詞：úmon, tómon およびその変異形 
ANP 照応代副詞：fógo のみ 
CNA 接続副詞 
CNJ 接続詞 
COP コピュラ：kún のみ 
DEM 指示詞：dé, dél のみ 




MDP 文末辞：kedé のみ 






REL 関係辞：al のみ 
TMA TMA 標識：bi, gí, kán のみ 
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日野資純 (1952) の方言区画では座間市と同じ高座・戸塚方言に属する。著者の母は 26 歳のときに座間市座間
出身の著者の父のところに嫁いで以来、外住経歴はない。本稿をまとめるにあたっては、座間市在住の男女 4
名に調査協力を依頼し、本稿で用いた例文が適格であることを確認した。 







































                                                     
5 「認識のモダリティ (epistemic modality)」とは、「事態に対する話し手の認識的なとらえ方を表すもの」「情報
伝達文の構成にあたって、その文によって示される事柄や情報に対する話し手のさまざまな認識的態度を表し



































                                                     































































(6) （おむつは一日に）下手すると最低だって 5, 6回はかえるようでしょ。 




ところで、松田勇一、高丸圭一 (2008)、松田勇一、高丸圭一 (2009) は、「栃木方言」7  を研究し、
動詞に接続する「よう」を、「当為表現」であるとし（松田勇一、高丸圭一  2008: 19）、「なければ
ならない」「なければいけない」という意味を表す、としている。また、「ええ、もう一度、書類、
作るようですね」という文について考察し、「作らなきゃならないですね」よりも「柔らかく、婉曲













                                                     










































































1  岩手県気仙地方の方言（ケセン語）における必要を表す名詞「よう」 
 岩手県気仙地方の方言は、山浦玄嗣氏 (1986),  (2000),  (2008) において詳細に記述されている。ケセ
ン語の、必要を表す「よう」には、動詞接続用法と、自立名詞用法とがある（山浦玄嗣氏、私信）。 
 
1.1  「よう」の動詞接続用法 
山浦玄嗣 (2000: 1000) はケセン語の yŏ （よう）が動詞に接続する用法（動詞接続用法と呼ぶことに
する）を次のように説明している： 
動用詞の連体形に下接して、その動用詞の表現する行為が主体にとって必要なものであることを表す













以下に山浦玄嗣 (2000: 1000) から例文を引用する： 
Tenkiyohô de a kōsıikagúridı a 60-pāsěnto dar dī gara, kasâ mod' té igu yō dar. 天気予報では降水確率が 60%だと
いうから、傘を持っていく必要がある。 
Yono hitó de a hanası á tīzır-nga' ar' bé gara, ore a igu yŏ dar nâ. ほかの人では話が通じなかろうから、わたし
が行く必要があるな。 
Anbai a warig'i. Kusírī nomú yō dar. 具合が悪い。薬を飲まなければならない。 
Gaïkogu no ogyakusan g̃a kurú n' de a, ēg̃ō benkyō sıru yŏ dar. 外国のお客さんが来るのでは、英語を勉強し
なければならない。 
Warasıădo a asıtá a ensogu dar dĭ gara, kore gara musıbī kosır äiru yŏ dar. 子供らが明日は遠足だというから、
これから握り飯を作らなければならない。 

















































また、佐藤雪雄 (1992) には次のようにある： 
「ヨダ」必要だ。要る。ほしい。「こんなはヨダ」（これは必要だ）。 
 











3   福島県東白川郡塙町における必要を表す名詞「よう」 




































                                                     






5   埼玉県久喜市の方言における必要を表す自立名詞「よう」 




6  秋田県の方言における必要を現す自立名詞「よう」 
秋田県教育委員会（編） (2000: 604)  に秋田県の方言として、以下の記述がある。 
よーんだ よんだ・よんだ｛北・山・南・河・由・仙・平・雄｝入り用である。「用だ」。
必要、入用なことをいう。【用例】にぐ よーんだて  かって こえでぁ。（肉がいるから、
買って来いよ。）〈飯田川町〉【全国分布】「よー」岩手、島根県隠岐島、「よ」山形 
 地域は県内を９つに分類して表記している（鹿：鹿角市・鹿角郡; 北：大館市・北秋田郡; 山：能
代市・山本郡; 南：男鹿市・南秋田郡; 河：秋田市・河辺郡; 由：本荘市・由利郡; 仙：大曲市・仙
北郡; 平：横手市・平鹿郡; 雄：湯沢市・雄勝郡） 
地域名に下線を付してゴシック体で｛ ｝内に示されているものは、「今も使う」「昔は
使った」と回答した人が１人でもいた語である。  
7  新潟県下越地方の方言における必要の「よう」 
大橋勝男 (2003: 257) に次の記述がある：ヨンダ（形動）必要だ。要る。〔例〕「それ俺ヨンダ。」
<下>=下越地方 
 
8  福島県南相馬市の方言における、必要を現す名詞「よう」 









ほれぐれえの仕事さ、大人 3人もヨーダガ?（それくらいの仕事に大人 3人も要るか?） 
                                                     
13 嶋均三 (2000) は栃木県北部の俚言集だ。そこに「ようだ」という項目があり、次の例が出ている（嶋均三 




ほれぐれえの仕事なら、大人 3人もイラネ。（それくらいの仕事なら、大人 3人も要らない。） 
 
















10  島根県隠岐島の方言における、必要を表す名詞「よう」 
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南部方言の音素目録は以下のとおり：p, t, k, ' [ʔ], b, d, s, h [χ], v, z [ð], m, n, ng [ŋ], l [ɬj]［以上、14の子
音］；i, a, u [u~o] ［以上 3 つの単母音］。アクセントは、音韻的に弁別的ではない。2 音節以上から
なる語の場合、語末から数えて 2番目の母音を含む音節が高いピッチで発音される。 





2 接頭辞 matu- の概観 
接頭辞 matu- を含む語の例を挙げる。 
 
(1) (a) ma-sanglav「青い、緑色の」 
  (b) matu-sanglav「（痣になって）青くなっている」 
(2) (a) ma-bahis「熱い、暑い」 
  (b) matu-bahis「熱がある」 
(3) (a) ma-haliv「乾いている」 




                                                     
1 本稿は、2007 年 11 月に、信州大学における日本言語学会第 135 回大会でおこなった口頭発表をもとに執筆し
た。発表の際には多くの方からご意見を頂戴した。お名前を挙げることはできないが、ここに謝意を述べたい。 
(4) (a) ma-hatba「屈強な、体が丈夫な」 
  (b) matu-hatba「（人や動物が死んでから時間が経過し）肉がかたくなっている」 
 
例 (1a), (2a), (3a), (4a) はいずれも接頭辞 ma-＋語根からなる語で、特に価値判断を含まない「普通の
状態」を表す。それに対し、例 (1b), (2b), (3b), (4b) はいずれも接頭辞 matu-＋語根からなる語で、語根
が表す状態が「けが」や「病気」「心身の脆弱」として、つまり「望ましくないこと」として発現し
ていることを表す。接頭辞 matu- の、例 (1b), (2b), (3b), (4b) のような用例を、ここでは便宜的に「用例
A群」と呼ぶことにする。 
 一方で、接頭辞 matu- は、次の (5b), (6b), (7b), (8b) のように、「姿勢」や「表情」を表す語にも少数
ながら見つかる。例： 
 
(5) (a) min-duldul「（寝ている状態から）立ち上がる（動作）」 
  (b) matu-duldul「立ち上がった状態でいる（状態）」 
(6) (a) tin-sauk「腰を曲げて顔を下に向ける、うつむく、かがむ（動作）」 
  (b) matu-sauk「うつむいた状態でいる（状態）」 
(7) (a) tin-ngalbah「ぱっと（意思的に）口をあける（動作）」 
  (b) matu-ngalbah「ぽかんと口を開けたままの状態でいる（状態）」 
(8) (a) ma-ngiit「笑みを浮かべる、微笑する（動作）」 
  (b) matu-ngiit「笑みを浮かべた表情でいる（状態）」 
 
例 (5a), (6a), (7a), (8a) はそれぞれ接頭辞 min-, tin-, tin-, ma- が語根に結びついてできている語で、いず
れも動作を表す。それに対し、例 (5b), (6b), (7b), (8b) はいずれも接頭辞 matu-＋語根からなる語で、動





ほか (2001) だけである。林太ほか (2001) は、南部方言の形態論を概観したものである。接辞もほぼ網
羅的に列挙し、ひとつひとつの接辞について数多くの例を挙げている点で、学術的価値は高い。しか
し、接頭辞 matu- の記述・分析に関しては、林太ほか (2001) には以下の四つの問題点がある： 
 






 本稿では、以下、接頭辞 matu- の形態分析を行い、その意味を記述する。 
                                                     
2原語（中国語）では「複合綴」のうちの「前前綴」となっている（林太ほか 2001: 92）。 
2.1 接頭辞 matu- の形態分析 
2.1.1 語基の種類 
  接頭辞 matu- は語根形態素に結びついて現れる（例外は後で述べる）。語根形態素は、自由形態素
であることもあるし、また、拘束形態素である場合もある（拘束形態素の例は matu-kulaaz「痩せてい
る」3など）。 
 接頭辞 matu- は「名詞語根」と呼んでいいものと結びつくこともある。例： 
 
(9) matu-baning 「人が誰かに何かするよう命令されたのに対し、それに従いたくなくて、炉のところ
で火にあたってじっと動こうとしない状態」（baning「炉 (hearth, fireplace)」） 
 
2.1.2 matu- は接頭辞連続か 
 林太ほか (2001) は接頭辞 matu- を接頭辞 ma-, tu- の 2つが連続したものと分析している。本稿ではこ




kulaaz=in と is-tu-kulaaz=in の 2つである（=in というのは新しい事態の成立を表す）。この２つめの語
に含まれる接頭辞 is- は「弱まって…になる」といった語を派生する接頭辞で、次のような例にも見
つかる、かなり生産的な接頭辞である：is-dumdum=in. / ma-dumdum=in. 「もう暗くなりました」。istu- 




2.1.3 接頭辞 matu- と語根形態素の間に入り込む接頭辞 ka- 
 次の例 (10b) は、接頭辞 matu- と語根の間に別の形態素（おそらくは接頭辞）が介在している唯一
の例である。 
 
(10) (a) ma-z'av「恥ずかしい、恥ずかしがる」 
  (b) matu-ka-z'av「恥ずかしい、恥ずかしがる」 
 
この ka- は、おそらく被動者焦点形 ka-z'av-un「…のことを恥ずかしがる、…に恥ずかしがらせる」
や 相互形 ma-pa-ka-z'av「お互いに（相手のことを）恥ずかしがる」に現れている接頭辞 ka- と同じも






                                                     
3 ちなみに、中部方言群のタクバヌアズ方言（南投縣信義郷明徳村）では、「痩せている」を表す語は matu-
dikla' で、やはり接頭辞 matu- を含んでいる（cf. ma-dikla'「悪い」）。 
2.1.4 接頭辞 matu- を含む語の品詞 
ところで、ブヌン語には、名詞や形容詞について「…になる」という意味を表す語を派生するのに
用いられる接頭辞 min- がある（接頭辞 min- は動詞にはつかない。ただし少数の例外があるが）。
例： 
(11) (a) min-danum […になる－水]「水になる、溶ける」（cf. danum「水」） 
  (b) min-ma-sial […になる－形容詞派生接頭辞－よい]「よくなる」（cf. ma-sial「よい」） 
 
この接頭辞 min- が、「接頭辞 matu- ＋語根」のさらに前に結びつきうることがわかっている（許容度
はあまり高くないようであるが）。例： 
(12) (a) min-matu-bahis […になる－接頭辞－熱い]「熱が高くなる」 
  (b) min-matu-kulaaz […になる－接頭辞－悪い (??)] 「痩せる」 
この事実は、「接頭辞 matu- ＋語根」が動詞ではなく形容詞であることを示していると思われる。 
 
2.1.5 接頭辞 matu- の意味記述 
林太ほか (2001) は接頭辞 matu-の表す意味を「状態を呈する」としか記述していない。それは、第
2節で A群と B群にわけた 2つの異なる用例群をひとつにまとめて両者に共通する意味を抽出した結
果である。接頭辞 matu-を含む語には本論文の著者の考えでは「意味の焦点」が 2 つあり、ひとつは
用例 A 群の「望ましくない状態」であり、もうひとつは用例 B 群の「姿勢、表情」である。とりあ
えずこの 2つに大別しておいてから、両群にまたがる用例やどちらにも入らないように見える用例を
検討するほうが妥当だと思われる。 





（状態）」を指す中立的な語としては ma-ngalbah がある）。したがって、(7b) は用例 A群と B群のど
ちらにも属するといえるのである。同じことが次の (12) についても言える。 
 
(12) (a) ma-nuas「声がしゃがれている、かすれている」 
  (b) matu-nuas「風邪をひいて声がしゃがれている、例えばカラオケで歌いすぎて声がかすれて 
いる」 
 
 次の (13b) も A群、B群のどちらに入るのか、はっきりしない例である。 
 
(13) (a) mal-ma-mangha「顔を上に向けている、仰ぎ見ている状態でいる」 
  (b) matu-mangha「顔を上に向けている、仰ぎ見ている状態でいる」 
 





 また、例 (9) も、「炉のところで火にあたって、じっとして動こうとしないでいる状態」を表して
いる点では用例 B 群に入るようにも見える。けれども、「怠惰」あるいは「意地っ張り」という
「望ましくない状態」を表している点では用例 A群に入るようにも見えるのである。 
このように、用例 A 群と用例 B 群の二つは、中心的な用例では截然と別れるように見えるけれど
も、両者が重なり合う領域があるらしい。このことを上記の事実は示しているように思われる。 
次は、用例 A群にも用例 B群にも属さないかのように見える用例である： 
 
(14) (a) ma-nungsiv「（場所が）静かな」 
  (b) matu-nungsiv「（人が）声を出さないで押し黙っている、静かにしている」 
(15) (a) ma-naskal「うれしい」 





ら用例 A 群には入らないように見える。しかし、姿勢や表情でもないから用例 B 群でもなさそうだ。 
(15b) は A群にも B群にも入らないように見える例である。 
 
5 接頭辞 matu- と人称制限 
 次の例を見てみよう。 
 
(16) (a) ma-hanimulmul「孤独で寂しい」 
  (b) matu-hanimulmul「一人で寂しそうにしている」 
 
この 2つの語の用法に関して一部の調査協力者から次の内省報告があった：「「私は寂しい」とい
う場合、(16a) を使うことはできるけれども、(16b) は使えない。(16b) は寂しそうにしている人を見て、
「あの人は…」と形容する場合に用いるのであって、話し手が自分自身の心の状態を形容するのには
ふさわしくない」 。これが事実だとすると、本稿で検討した接頭辞 matu- の意味とはどのような関係
があるのだろうか。今後の詳しい分析を俟ちたい4。 
 
6 接頭辞 matu- の生産性 
 接頭辞 matu- はどんな語根にも生産的につくというわけではない。これまで結びつきが確認されて
いる語根は 40 数個しかない。ブヌン語には、人や物の性質や状態を表す語根が少なく見積もっても
500 個は存在する（おそらく 1000 個以上あるだろう）。これを考慮すると、上記の事実は接頭辞 
matu- の生産性がきわめて低いことを示していると思われる。実際、第 4 節の意味記述に照らし合わ
せて「あってもよさそうなのに存在が確認できない語」が多数ある。例えば、ma-bahis「熱い」に対
                                                     



















(ア) 接頭辞 matu- は単一の形態素（接頭辞）である可能性もある。しかし、二つの接頭辞、つまり接
頭辞 ma- と接頭辞 tu- の連続だと見る可能性もある。 
(イ) 接頭辞 matu- を含む語の意味は、次の二つに大別できる： 
 [a] けがや病気、心身の脆弱をはじめとする、望ましくない状態。（多数） 
 [b] 一定の時間持続する体の姿勢、顔の表情などの状態。（少数） 
(ウ) 接頭辞 matu- を含む語は、大部分は動詞というよりはむしろ形容詞だといえる。 







世話になった。中でも、†林星 (Wani=Bukun Ismahasan) 氏（1916年生まれ）、朱如寶 (Lanihu Suhluman) 








付録 1．接頭辞 matu- を含む単語一覧 







matu-busluk （= matu-haliv と同義。）cf. ma-busluk「乾いている」 
matu-danghas「（夕焼けで空が）赤い」「叩かれたところが痣になり赤くなっている」cf. ma-danghas
「赤い」 e.g. bantas mais tal-hanunus-an hai, matu-danghas. 
matu-diav「バナナが熟して黄色くなった状態 (= matu-zaum)」 
matu-duhlas「白くなっている、白みを帯びている、夜が明ける直前に空が白み始めている」cf. ma-
duhlas「白い」 
matu-duldul「（すでに）立ち上がっている状態にある」 cf. min-duldul「立ち上がる、起立する」 
matu-dumdum「雲や霧が出てきて、暗くなる。雨が降りそうだ。」 cf. ma-dumdum「暗い」e.g. na 
hudan-an i, matu-dumdum a dihanin=an. 
matu-haiklas 「死んだ動物の肉が、時間が経過して硬くなっている；肉を冷凍庫に入れたので硬くな
っている」cf. ma-haiklas「硬い」e.g. bantas mais tin-puskuz hai, matu-haiklas. 
matu-haisun「ご飯、おかずが腐って臭いがするようになった状態」cf. ma-haisun「ご   飯、おかず







matu-halpispis「髪がくしでとかしていないので、乱れている」(= cf. ma-halupatpat) 
matu-halput「瓜 (tangkui) が日に当たってしぼむ。しわしわになる。形が変わってしまった状態」cf. ma-
halput. e.g. 'adii 'uvaaz=a hai, supah a kaun-un hai, nitu talsusuus. matu-halput. 
matu-hanimulmul「さびしい、悲しい」e.g. laupang saitia pingaz mataz hai, nii tu kunata, ilumah sisivung 
matuhanimulmul. cf. ma-hanimulmul 
matu-hanivaang 「例えば女が子供にも死なれ、夫にも死なれ、ひとりぼっちで寂しくなり、自殺して
しまいたいと思う」 uka sui tu na siza pingaz tu uvaaz, matuhanivaang 'is'aang miliskin. na maaz a is-siza 

















matu-naskal「（ひとがお土産をくれて）うれしい」 cf. ma-naskal 
matu-nuas「声がしゃがれている（風邪をひいて歌えない）」cf. ma-nuas  










matu-sanglav「 (1) 肉が腐って青みがかっている。 (2) 叩かれたところ（尻など）が痣（あざ）になり
青くなっている。 (3) 相撲をとるときに馬力がない、元気がない。」cf. ma-sanglav「青い、緑の」 
matu-sauk「（顔を見られないように）うつむいている状態でいる」cf. pis-sauk 「おじぎをする」 
matu-savai「makunivkuniv負けたくない、勝ちたいとがんばっている状態」cf. savai「勝つ」 
matu-suhdung「かがんだ状態でいる」cf. min-suhdung「かがむ」 
matu-suhtis「??」'asa tu matu-suhtis mais lus'an. 
matu-suzuk「命令されて、怒りたい、うれしくない」cf. ma-suzuk「とがっている」 
matu-tahdung「黒くなる、黒い状態を呈する」cf. ma-tahdung「黒い」 
matu-taimang「元気がなくて少し聞こえない」cf. ma-taimang  
matu-taula「まったく聞こえない、長い間病気をして聞こえなくなった状態」cf. ma-taula  
matu-va'va 「木が腐って真ん中の芯だけが残り、かたくなった状態（家を建てるとき土の中に入れて
も堅いから虫に食われない）cf. va'va 「木の真ん中の芯（堅い部分）」 
matu-vaivi 「客が大勢来たので、純な酒 (mashing) に水を加えて 味の薄い酒 (tamal) になったとき、matu-
vaivi=in. という」cf. vaivi「違う」 
matu-visvis「??」 





付録 2．ブヌン語の接頭辞 matu- と歴史的に関係があるかもしれない他の言語の接頭辞 
サオ語には matu- という接頭辞が次の一つの語基で確かめられているという：/wishwish/ 'whirl 
around' : /matu-wishwish/ 'whirl, as a violent wind'。 
 トバ・バタック語には、pa- + tu-という接頭辞があり、きわめて望ましくないものを表す ("expresses 
a  high degree of something undesirable") という (Nababan 1981:100)。以下は、Nababan (1981: 100) からの引
用：paturápar 'suffer extreme famine; starve', from rápar 'go without food; suffer hunger'; patuŋÓŋOŋ 'stand completely 





Blust, Robert. 2003. Thao Dictionary. Taipei : Institute of Linguistics (Preparatory Office) 
林太、曾思奇、李文甦、卜袞 (2001)『Isbukun布農語構詞法研究』台北市：讀冊文化 



































Na / ˚Na ˚tCh8P t@ / ˚kho ˚shW
g@ N@ ˚tChi g@ ˚ti g@ / kho g@ ˚shu
,@ Ni ˚tChiP ˚ti / ˚kh8 ˚shW










[ ] -[ ]
(2) nA˜ φ mbOP-,@
[ ] -[ ]
6 tCho
7 sKyangtshang /i/ [e]
(3) Ni ˚tCh8P φ HdýaÝ
[ ] [ ]
(4) Ni pe: jiÝ φ ˚CoN ma-őõ
[ ] [ ] [ ]-[ ]
(5) Na ˚tCh8P {φ / ,e} Hga
[ ] {[ ] / [ ]}
(6) ˚húa Êhi: {φ / ,@} ˚tCh8P φ HdýaÝ
[ ] {[ ] / [ ]} [ ]
(7) Hdýa n˚tsho {φ / ,@} tCh8P ,e ˚tC@ ts@ φ Cı˜-te
[ ] {[ ] / [ ]} [ ] [ ] -[ ]
(8) ˚ti ˚Na ˚tsh@ re ˚xhoÝ HdzoÝ-,@
[ ] [ ] -[ ]
8 9
(9) Na peP φ jı˜
[ ] [ ] [ ]
(10) Na ˚Ch@ n@ φ joP




(11) Ni ˚tCh8P {φ / ,e} peP hkEP φ ˚htso-go
[ ] {[ ] / [ ]} [ ] -[ ]
(12) ˚húa Êhi: ,@ ã8: ma φ HdýaÝ
[ ] [ ] [ ] [ ]
(13) Ni m@ le:
[ ] [ ]
(14) ˚tChiP ˚tC@ ts@ φ le:-go
[ ] [ ] -[ ]
10
(15) Ni te ,e za ma φ ˚ő˚tChAP-t@ ˚tChuÝ-őõ
[ ] [ ] [ ] -[ ] -[ ]
3.
11
(16) Na ˚tCh8P {φ / ,e} Hga = (5)
[ ] {[ ] / [ ]}
(17) Ni te ,e za ma φ ˚ő˚tChAP-t@ ˚tChuÝ-őõ = (15)
[ ] [ ] [ ] -[ ] -[ ]
sKyangtshang




(18) Ni ˚tCo hts@ φ le: Hga
[ ] [ ]
(19) ˚n@ ko ze˜ n@ φ ˚tChiP ˚khW ˚shoN
[ ] [ ]
(20) Na t@ tCho φ ˚hta-t@ ïão-,@










(21) {Ni / */?Na} ˚húa Êhi: φ HdýaÝ









(22) ˚zoÝ {φ / ?,@} ˚htsa φ Hdýe:-th@




(23) N@ ˚hka: j8:
[ ]
(24) ˚húa Êhi: g@ ˚ùu






(26) {N@ / ˚tChi / ˚Hlo zON}-t@
{ [ ] / [ ] / [ ]}-[ ]










(27) Ni ˚tCh8P ,e Cı˜
[ ] [ ]
(28) Ni te ,e dzi:-th@
[ ] [ ] -[ ]
3. 16
(29) tCõ ndz@ ,e tCa ˚hnON g@
[ ] [ ] gi
(30) ˚tCh8P ta la kE: XAN {φ / ?,e} ïão-Hdýa
[ ] {[ ] / ?[ ]} -[ + ] 17
n@ / nO˜ ˚thoÝ / Ngo
18
19
(31) ˚tCo hts@ ˚thoÝ φ
[ ]
(32) Hão ma tCaw ù@ n@ φ ˚hnON g@









(33) ú@ tChoN ,@ tshe: φ ˚htuP
[ ] [ ]
5.
n@ 20 nE:
(34) ˚kho kON na n@ Hı˜-n@ reP
[ ] [ ] -[ ] [ ]
(35) Na zO˜ tChW n@ Hı˜
[ ] [ ] [ ]
6.
CA˜ mbo Ha ődýi
(36) ˚húa Êhi: Hdo dýe CA˜ mbo tChe-,@
[ ] [ ] [ ] -[ ]
[ ] . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .
[ ] . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .
[ ] . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .
[ ] . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .
[ ] . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .
[ ] . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .
[ ] . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .
[ ] . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .
[ ] . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .
[ ] . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .
[ ] . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .
[ ] . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .
[ ] . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .
[ ] . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .
[ ] . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .
[ ] . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .
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IPA [c, é, ñ, ç, J, j, L] [ê]
[C, ý]
TB
[C, ý] [tC, dý] IPA






















[ť, ć] [C, ý]
[c, é] 2
Chamdo [ch, c, é] 2002:75
[ťh, ť, ć] 1958:48
[ch, c, é]
Lhasa (1983:4)
c, ch ť, ťh [ch, c]
(2002:7) Tournadre & Sangda Dorje (2003:387-388) [kjh, kj]
2003:xii
[kj] [ť] /ť/










[t, d] [tj, dj] 4 [tC, dý] [cç, éj]
[ť, ć] [c, é]
[ő] [ñ]
ť, ć c, é
tC, dý cç, éJ










4 [c, é] [k, g] [kj, gj]
5 Canepari (1999)
IPA canIPA Canepari
(1999:556-557) [ť, ć] [ú, ã]
apico-palatale prepalatale






¯ ´ ` ˆ
3.1 [ť, ć] [c, é]








[ť] [tj] [c] [kj]





























sPomtserag [tCh, tC, dý] [ch, c, é]


















őćOP [´őćOP, ´őćOP, ´őćOP, ´ő;OP]
¯



















• [ť, ć, ő] [c, é, ñ]
• [ť, ć, ő] [c, é, ñ] IPA [C, ý] [ç, J]
[ť, ć, ő] IPA [C, ý]







Canepari, Luciano (1999) Manuale di Pronuncia Italiana, seconda edizione, Zanichelli
Suzuki, Hiroyuki (2009) Introduction to the method of the Tibetan linguistic geography — a case study in
the Ethnic Corridor of West Sichuan —, in : Yasuhiko Nagano (ed.) Linguistic Substratum in Tibet
— New Perspective towards Historical Methodology (No. 16102001) Report Vol.3, 15–34, National
Museum of Ethnology
Tournadre, Nicolas & Sangda Dorje [gSang-bdag rDo-rje] (2003) Manuel de tibétain standard : langue et
civilisation, Langues & Mondes — L’Asiathèque
(1958)
(1983)

























先行研究が存在する（野原 1984，内間 1985，名嘉真 1992，Serafim and Shinzato 






and Takubo 2009）．  
 
(1) a. sinsii=ga=du  až-tar. 
 先生=NOM=FOC 言う-PST 
 「先生が言った．」 
b. sinsii=ga až=du s-tar. 














(1) c. sinsii=ga až-dus-tar. 
 先生=ACC 言う-VFOC -PST 





















ァベットの連続を用いて表す（aa [aː]「粟」，mm [m ̣ː]「芋」）．なお，ž は摩
擦の弱い [z] ないし接近音化した [z]（無声音のあとでは [s]）に近い音声
実態を有する．r は音節頭で[ɾ]，それ以外で [ɭ] として実現する（例：turair 
[tuɾaiɭ]「取られる」）．括弧つきの音素（h, w, e, o）は，借用語に偏るなど
分布が限られている． 
 
(2) 子音： p, t, k, b, d, g, f, s, c (/ts/), z (/dz/), (h), m, n, v, ž (/z ̩/), r(/ɾ/) 
半母音：(w), j 
母音： a, i, u, (e), (o) 
 
2.2. 動詞屈折形態論の概観 








  文末終止可能 テンスの対立 
定動詞 連体終止形・終止形 ＋ ＋ 
 希求諸形 ＋ － 













Class 1 mii-「見る」  Class 2 tur-「取る」 
 非過去 過去  非過去 過去 
肯定 mii-r mii-tar  tur-Ø tur-tar 
否定 mii-n-Ø mii-t-tar  tur.a-n-Ø tur.a-t-tar 
 
表 3．終止形（語幹-（否定）-テンス-ムード） 
Class 1 mii-「見る」  Class 2 tur-「取る」 
 非過去 過去  非過去 過去 
肯定 mii-r-m mii-ta-m  tur-Ø-m tur-ta-m 
否定 なし mii-t-ta-m  なし tur.a-t-ta-m 
 
表 4. 希求諸形（語幹-ムード） 
Class 1 mii-「見る」  Class 2 tur-「取る」 
意志形 mii-di「見よう」  tur.a-di「取ろう」 
願望形 mii-baa「見たい」  tur.a-baa「取りたい」 
命令形 mii-ru「見ろ」  tur.i-Ø「取れ」 
禁止形 mii-rna「見るな」  tur-na「取るな」 




によって語尾の形が異なることがある（例えば表 2 と表 3 における非過去
肯定の -r/-Ø, 表 4 における命令の -ru/-Ø，禁止の -rna/-na）．Class 1 は/i/
で終わる語幹であり，Class 2 は子音で終わる語幹である． 
Class 2 の動詞では，語幹と屈折接辞の間に語幹拡張母音が生じることが
ある（tur- + -n → tur.a-n）．拡張母音とその直前の子音との境界は以下の表
ではピリオドで表すが，例文では特に表示しない． 
表 2 と表 3 に見るように，連体終止形と終止形には肯定否定の形態論的
な対立があり，否定接辞の -n は，過去テンス接辞の /t/ に同化して -t と
して現れる1．本稿では肯定否定を屈折として扱う． 
表 3 に関して，過去テンス接辞 -ta(r) における (r) は，ムード接辞 -m










(3)  vva=ga nkai-r kutu=du a-tar.  
 2SG=NOM 迎える-NPST OBL=FOC COP-PST  
 「あなたが迎えるべきだった」   
 
(3’) vva=ga nkai-kutu=du a-tar.   
 2SG=NOM 迎える-OBL=FOC COP-PST   
 「あなたが迎えるべきだった」（lit.「あなたが迎えべきだった．」） 
 







焦点標識の種類は平叙文，Yes-No 疑問文，Wh 疑問文によって異なる． 
                                                        
1
 通時的には非過去の -n と過去の -t は別の形態素にさかのぼる可能性が高い．後者につ
いて，否定副動詞語尾 *-da「－せずに」にさかのぼるという説がある（沢木 2008）．す
なわち，伊良部島方言の -t + -tar は，「せずにいた」という分析的な表現から発達した
可能性がある．しかしながら，共時的にこの -t + -tar を否定副動詞語尾＋過去の語尾と
して分析するメリットがないので，本稿では形態音韻論的な規則を立てることで -n と 
-t を同一形態素の異形態として記述する． 
(4)  pžsara=nkai=du iki-i t-tar.   
 平良=ALL=FOC 行く-CVB.SEQ 来る-PST   
 「平良へ行ってきた．」【平叙文】   
 
(5)  pžsara=nkai=ru iki-i t-tar(=ru)?   
 平良=ALL=FOC 行く-CVB.SEQ 来る-PST(=Q)   
 「平良へ行ってきたのか？」【Yes-No 疑問文】   
    
(6)  pžsara=nkai iki-i t-tar(=ru)?   
 平良=ALL 行く-CVB.SEQ 来る-PST(=Q)   
 「平良へ行ってきたのか？」【Yes-No 疑問文】   
 
(7)  nza=nkai=ga iki-i t-tar(=ga)?   
 どこ=ALL=FOC 行く-CVB.SEQ 来る-PST(=Q)   



























(8)  agu=u=du jurav-Ø.    
 友人=ACC=FOC 呼ぶ-NPST    
 「友人を呼ぶ」【結び：定動詞連体終止形】   
 
(9)  agu=u=du juraba-di.    
 友人=ACC=FOC 呼ぶ-INT    
 「友人を呼ぼう」【結び：定動詞意志形】   
 
(10)  agu=u=du juraba-baa.    
 友人=ACC=FOC 呼ぶ-OPT    
 「友人を呼びたい．」【結び：定動詞希求形】   
 
(11)  *agu=u=du jurav-Ø-m    
 友人=ACC=FOC 呼ぶ-NPST-RLS    









(12)  kari=a imi-pžtu=u ara-n-Ø.   
 3SG=TOP 小さい-人=TOP COP-NEG-NPST   




(13)  kari=a imi-pžtu.    
 3SG=TOP 小さい-人    





(14)  kari=a imi-pžtu=du a-tar.   
 3SG=TOP 小さい-人=FOC COP-PST   





(15) 語幹-屈折語尾  → 語幹-VFOC-屈折語尾 
a. mii-tar   → mii-dus-tar 
 見る-PST   見る-VFOC-PST 
 「見た」   「見た」 
b. mii-tar(=ru)?   mii-rus-tar(=ru)? 
 見る-PST   見る-VFOC-PST 
 「見た？」   「見た？」 
 
上で示したように，動詞焦点接辞は通常の焦点標識同様，構文の種類によ
                                                        
2
 この接辞が正確にどの位置に接続するかという問題と，この接辞が語幹に属するのか屈
折に属するのかについては 4.3 で扱う． 
って形式が異なる．平叙文用の -dus，Yes-No 疑問文用の -rus があるが，
Wh 疑問文用の動詞焦点接辞は存在せず，この点で名詞焦点標識と異なる．
以下では，<-dus>という表現で，-dus も-rus も表すものとする．通時的に見
れば，<-dus> は (16) のような軽動詞（「する」）を用いた構文を経て発達
したものと思われる（ほかの琉球諸語について名嘉真 1992 など）． 
 
(16) STEM=du  s-INFL 





すなわち，現在の伊良部島方言に見られる <-dus> の /du/ は，かつては焦
点標識のクリティックであったと考えられ，/s/ は軽動詞語幹の一部であっ
たと考えられる．伝統的に琉球語学では，現在の琉球諸語の述語焦点の構
造を (16) のように分析することが普通である．それに従えば，<-dus> は
以下のような構造になっていると記述されるだろう． 
 
(18) mii=du  s-tar. 
見る=FOC  する-PST 
「見た」（lit. 見ぞした） 
 
しかし現在の伊良部島方言の文法システムにおいて (16) ではなく (17) 
の構造を想定する必要があるのは，以下の理由による3． 
 
(19) a. フット形成という韻律面の現象に照らして，<-dus> が 1 つの形態 
   素として扱われている． 
b. <-dus> の du と s の間に別の形態素が侵入不可能である． 
c. <-dus> が接続するのは語ではなく語幹である． 










 以下 4.2 は，上記 (19) をひとつひとつ検証し，述語焦点化が接辞によっ
てなされるという分析，言い換えれば述語焦点化は動詞形態論において扱





4.2. <-dus> の述語焦点接辞としての分析 
4.2.1. 韻律的に <-dus> が 1 つの形態素として扱われている 
 伊良部島方言の韻律は，フット形成とトーンの付与という 2 つのプロセ
スで説明される（Shimoji 2009a）．フットは 2 モーラフットが基本であり，
音韻語（クリティック含む）の左端からフットが作られていく．それによ
って 1 モーラ余る場合は 3 モーラフットを形成する．例えば midum「女」
は (midu)m ではなく (midum) であり，banckira「グアバ」は (ban)(cki)ra




るいは異形態）B が接続して合成語 A+B を作る場合，B が 1 モーラであれ
ば，形態素境界は無視され，語幹 A と一緒になったうえでフット形成が行
われるが（以下の (20), (22) 参照），B が 2 モーラ以上の場合，形態素境界
でフットの境界が入る．よって，この場合 B は必ず独立したフット形成を
行うという制限がある（(21), (23) 参照．なお (22), (23) はゼロの屈折を伴
った定動詞連体終止形非過去）． 
 
(20) budur- 「踊る」 + -na（禁止形）  (budu)(rna) 
(21) budur-  +  -tar（連体終止過去） (budur)(tar) 
        *(budu)(rtar) 
(22) budur-Ø  +  =ti（引用「と」）  (budu)(rti) 
(23) budur-Ø  +  =tii （=ti の異形態） (budur)(tii) 
        *(budu)(rtii) 
  
 語幹 A に 1 モーラの形態素が 2 つ後続する場合と，2 モーラの形態素が 1
つ後続する場合とではフット形成が異なる．例えば以下の例は (20) budur-na
「踊るな」にさらに引用のクリティック =ti「と」をつけたものである．フ





(24) budur-  + -na（禁止形） + =ti「と」 (budu)(rnati) 
 
同じ語幹に 2 モーラの形態素が接続した (21) と対照されたい． 
 ここで，上記の語幹 budur-「踊る」に <-dus> を加えた形式を考えてみ
よう．もし <-dus> が =du（焦点）と s-「する」の 1 モーラ形態素 2 つか
ら成り立っているのであれば，(25a) のパターンに従うはずであるが，実際
は (25b) のパターンに従う． 
  
(25) a. budur-du-s 「踊る」 (budu)(rdus) 
b. budur-dus 「踊る」 (budur)(dus) 
 
よって，韻律的な観点から見ると，<-dus> は 2 モーラの形態素であると考
えることができる． 
 
4.2.2. <-dus> の du と s の間に別の形態素が侵入不可能 
 前節で韻律面で <-dus> が単一の形態素として扱われていることを見た
が，形態面でもそれは成り立つ．すなわち，この形式はいかなる形式によ
っても分断できない．これは焦点 =du に軽動詞 s-「する」が後続する別の
構文 (27) と比べるとはっきりする． 
 




(27) a. ba=a budur=ru=du (a)s-tar. 
 1SG=TOP 踊り=ACC=FOC する-PST 
 「私は踊りをした．」 
b. ba=a budur=ru=du,  unusjuku (a)s-tar. 













<-dus> の /du/ と /s/ の間に談話標識 =ra（語調の緩和；softener）が割り
込んだ以下のような例を 1 例だけ確認している． 
 
(28)  vva=ga mii=du=ra   s-Ø.  
 2SG=NOM 見る=FOC=SFN する-NPST  
 「あなたが見るのよ」（命令を和らげる口調として）  
 





における (16) の構造を反映していると考えられる． 
 
4.2.3. <-dus> が接続する語幹は拘束形式 





 以下に見るように，Class 1 の動詞語幹（2.2 参照）は拘束形式であり，こ
れに <-dus> が接続可能であることから，<-dus> がクリティックとは異な
ることが分かる． 
 
(29) mii- 「見る」 + -dus  → mii-dus 
nkai- 「迎える」 + -dus  → nkai-dus 
idi-  「出る」 + -dus  →  idi-dus 
 
Class 2 の動詞語幹は見かけ上，ゼロで屈折する定動詞連体終止形非過去と
同形である．よって，例えば (31) で <-dus> が語幹に接続しているのか屈
折した連体終止形に接続しているのかすぐには判定できない． 
 




                                                        
4
 ただし，ごく少数の例外がある．例えば 1 人称単数の代名詞 ban と主格クリティック=ga
は音韻的に融合し，ba=ga となる．この際，ba-は拘束形式である．=ga は，この場合を
除き，必ず自由形式に接続する．よって，1 人称単数代名詞との結合の際にのみ生じる
例外的な形態音韻変化であると言える．(29) に見る動詞語幹と <-dus> の結合は事情が



















という問題が生じる．以下，これらの 3 つの点について順に記述する． 
 
4.3.1. 述語焦点接辞の出現位置 
 伊良部島方言の動詞の形態構造は以下のように定式化される．  
 





(33)  zau-midum-gama-ta=kara=du unusjuku budur-as-ai-tar.  
 よい-女-DIM-PL=から=FOC たいそう 踊る-CAUS-PASS-PST  
 「いい娘さんたちから（先に），たいそう踊らされた．」  
 
(33’) zau-midum-gama-ta=kara unusjuku budur-as-ai-dus-tar.  





(34)  tin=kai=du ur-ama-tar.   
 天=ALL=FOC いる-HON-PST   
 「天にいらっしゃった．」  
 
(34’) tin=kai ur-ama-dus-tar.   
 天=ALL いる-HON-VFOC-PST   
 「天にいらっしゃった．」【<-dus>は尊敬接辞-(r)ama のあとに出現】  
 
 なお，<-dus> が接続する際，Class 2 語幹は拡張母音をとらない．よって，
<-dus> が生じる際の承接関係は以下のようになる． 
 
(35) [語根（-使役）（-受け身）（-尊敬）]語幹<-dus> –屈折 
 
上記の承接関係において，<-dus> が語幹に属するか屈折に属するかが明確













（Bybee 1985, Corbett 1987, Plank 1994, Haspelmath 1996）5．ここでは述語焦
点が伊良部島方言の典型的な屈折接辞にどれほど近いかを議論してみたい． 
 一般的に，屈折は以下の特徴を持っていると考えられる（以下の (36a-b)
はHaspelmath 1996: 47の提案する3つの特徴のうち2つ，(36c) はZwicky and 
Pullum 1983, Bybee 1985）6． 
 
(36) a. 規則性が高い（語幹と組み合わさったときに予想外の機能を持つこ 
  とが少ない） 
b. 一般性が高い（語幹の語彙的な制限によらず適用される） 
c. 語形成を閉じる（その接辞の接続で語として自立し，その際，それ 
  以上の接辞の接続が許されない） 
 



















ーである．なお，述語焦点は否定より後に出現する（後述する表 4 参照）． 
6
 Haspelmath (2004) は，上記の (36a-b) に加えて「高い生産性」を挙げているが，本稿筆
者にとってこれと (36b) との相違が明確ではないため，ここでは採用しなかった． 





































Class 1 mii-「見る」  Class 2 tur-「取る」 
  非過去 過去  非過去 過去 
非焦点形 肯定 mii-r mii-tar  tur-Ø tur-tar 
 否定 mii-n-Ø mii-t-tar  tur.a-n-Ø tur.a-t-tar 
焦点形 肯定 mii-dus-Ø mii-dus-tar  tur-dus-Ø tur-dus-tar 
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??????????????????????????? (Therese Minitong Kemelfield) ???????
?????????????????????????? (Margaret Makaa Luku)????? (Peter Luku)?
?????????????????????? Isiras, Theresa Sipona Wilolopa, Vincent Wilolopa Leelanu,
Cecilia Tamukai Hasola, Theresa Nalokata Suagotsu, Thomas???? (Emil Mahutz Mehu)????????




? 2 Oliver (1955: 6–7)???“Sibbe (the language spoken by the Nagovisi)”??????????????????
???????????????????????????????
???????????????1935–1955??
??? 3,500 ? (Oliver 1955: 6) ? 3 ?1963 ????? 4,619 ??????? (Allen & Hurd 1965: 4?
Oliver 1973: 188)????Lewis (2009)?????1975??? 5,000??????????








(1) a. ??? LLG (Buin)
b. ??? LLG (Siwai)
c. ?? LLG (Bana)
d. ???? LLG (Torokina)
???? LLG ???????????















???????? (Hurd & Hurd 1966)??????














? 3 Oliver (1955: 6)?????????????????????????????????????????
????50?? 1?????70?????????? (50? £ 70?? = 3500?)?
1.2 ????????????
???????????5????? /i e a o u/??7????? /i: e: E: a: O: o: u:/?????? (3)
? (4)????????????????????????????????
(3) ??? = 5? i u
e o
a
(4) ??? = 7? ii uu
ei [e:]
ee [E:] oo [O:]
ou [o:] ? 4
aa






(5) ?? = 14? ? 6 p t k ’ [P]
b d g
m n ng [N]
s
l [R»l]
w [V»B] y [j]
?????????????????????????????????????(6)???????
?????????????3???????????????????????
? 4 ?????????? /E:/????????????? /O:/ ??????????????????????
?? /e:/??? /E:/????????? /o:/??? /O:/????????????????????????
????????????????????????????
? 5 ????????????????????????????????????????? (Onishi 1995)?
? 6 /y/??????????? 1000??????/y/??????????/nabiyaP/?????/wiyawiyaaP/????












?? ni la’ tee teng
?? ningga langga tei




(7) ???? ? 7
?? ??
(?) ?? ?? ?? ?? ?? ??
(?) ?? ?? ?? ??

















?)?????? ? 8 ?????????????????????????????????????
???????????(i)?????????(ii)????????????????????????
? 7 ??????????????????? (cf.????? Onishi 1995??????? Hurd 1977)??????
????? (class marker?????)??????????????
? 8 ?????????????????????????????????????????????????
????????????? (Allan 1977: 285)??????????????(i) ???(ii) ???????




















c. kiing-kat ?? (? +?)?
d. kwiika-kat ?? (? +?)?
??????????????????????????????????????????????
????? (Grinevald 2000: 60)????????????????????????????????
???????????????
????????????????????????????????????????????





Gil (2005) ?????????????????? 3????????(1)???????? (260?
?)?(2) ?????????????????? (62 ??)?(3) ?????????????? (78 ?
?)????? 4????????????
???????????????????????????????????????????
? 9 ??????????????? 2 ??????????????????????????
? 10 Dixon (1986: 109)??????????? (?? (=??)??????)?????????????????
??????????????????????




1977)????????????? 51???????? (Onishi 1995)???????????? 29?
??????? (Laycock 2003: 246–250)?
??????????????????????????????????????????????
?? (locus)????????????????????????????????????Aikhenvald




? 2 ?????????????????????????Aikhenvald (2000: 207)????
???? ??? ??? ?? ?? ?? ?? ?? ??
2 – 4 – 4 – – – ??????????
– – – 4 – 4 – ??????
3 4 4 – – – – 4 ?????
4 4 – 4 – – – ???????????
4 4 4 4 – – – 4 ???
– 4 4 – 4 – 4 ????
4 4 – 4 – – 4 ???????????
5 4 4 – 4 4 – 4 ????????????
? 11 ???????Grinevald (2000: 66)?Grinevald (2004: 1021)???????????? (genitive classifier)?
??????????
?????????(i)????(ii)????(iv)???(v)???(vii)???????????????















(9) a. ???? (11)? a-????? te-????
b.????? (12a)? mooka-????
??? (12b)? nii’na-?????
c. ???? (13)? ai’na-???????
d. (??)???? (16)? nggana-????? lakana-??????? wakana-?? (?)??
e. ???? (17)? paga-?????? waika-??????
nelaka-?????? ulika-????







a. oo (buu’) awili’ ?????
b. tee (buu’) tewili’ ?????
(10)???????????????? buu’?????????????????(10a)???????
oo awili’?(10b)???????tee tewili’????????????????????????????
???????????????????????*oo buu’ ??*tee buu’?????????????
?????????????????????????????????????????
? 12 ????????????????????(a)????(b)???(c)?????(d)???? 4??????
?? “determiner”???????????????????????? (Aikhenvald 2000: 220)?
????nawato’???????????(11)???????????????
(11) a. (buu’) awili’ nawato’ ???????
b. (buu’) tewili’ nawato’???????
?? (12)??????????????????????? -wili’??????????







-la?(?)? -mo?(?)? -wato’?(??)? -wa?(??)?
mooka- mookala??? mookamo????? mookawato’?????
nii’na- nii’nala????? nii’namo???? nii’nawato’????? nii’nawa????/?????
peeka- peekala??? (?)? peekawa???????
???nii’nawa ????????????????????nii’nang (??? (14)???)??????
???????????????????????????????????????????????
(12)????????????????????????




(14) -wato’?(??)? -wa?(??)? -ng?(?)?
ale- alewato’????? alewa???????
ai’na- ai’nang????








?? nggang lakang wakang
?? neekang leekang weekang
?? niikang liikang wiikang
(16)???????????????????????????????????????(i)???
???????? ( buu’???)???????????????(ii)???????????? (-wili’?
??????????)???????????????
(16) a.?????? buu’ nggang, ngganawili’
b.???????? buu’ lakang, lakanawili’







(17) a.??????? buu’ panna’, pagawili’
b.??????? buu’ waikesi, waikawili’
c.??????? buu’ nelakala, nelakawili’






(18) a. panna’????? — paga- (???????) — pagago????







???????????????0? 1?? 10???????????????? 4???????
? 4 ???0»10
0 kaamoi
1 nabole’ 6 naboleke noola
2 keboleka 7 kebolekai noola
3 weelegoi’ 8 weelegoike noola
4 posi’nami’ 9 posi’namike noola
5 pa’noko’ 10 noola
0?5?10 ? 1»4 ? 1 ????6»9 ??1»4 ???? 10 ???????????????????
6»9????????10??????? x????????????????????????????
???????????????-ke? -i??????????????? -ka????????? -?
? -????????????????-ke????? -ka-ke?????-ka-i????????k...k?
?????? kake???? /k/???????? kae????? /ae/???? /e/? /i/???????
?????????? kei? -?? -???????????????????????? ? 13?
? 5 ???11»50
11 noola nabole’ 16 noola (maka’) naboleke noola
12 noola keboleka 17 noola (maka’) kebolekai noola
13 noola weelegoi’ 18 noola (maka’) weelegoike noola
14 noola posi’nami’ 19 noola (maka’) posi’namike noola
15 noola pa’noko’ 20 nannamoo’
21 nannamoo’ nabole’ 26 nannamoo’ naboleke noola
22 nannamoo’ keboleka 27 nannamoo’ kebolekai noola
23 nannamoo’ weelegoi’ 28 nannamoo’ weelegoike noola
24 nannamoo’ posi’nami’ 29 nannamoo’ posi’namike noola
25 nannamoo’ pa’noko’ 30 nannamoo’ noola (20+10)
31 nannamoo’ noola nabole’ 36 nannamoo’ noola maka’ naboleke noola
32 nannamoo’ noola keboleka 37 nannamoo’ noola maka’ kebolekai noola
33 nannamoo’ noola weelegoi’ 38 nannamoo’ noola maka’ weelegoike noola
34 nannamoo’ noola posi’nami’ 39 nannamoo’ noola maka’ posi’namike noola
35 nannamoo’ noola pa’noko’ 40 nangkemooka
41 nangkemooka nabole’ 46 nangkemooka naboleke noola
42 nangkemooka keboleka 47 nangkemooka kebolekai noola
43 nangkemooka weelegoi’ 48 nangkemooka weelegoike noola
44 nangkemooka posi’nami’ 49 nangkemooka posi’namike noola
45 nangkemooka pa’noko’ 50 nangkemooka noola (40+10)
? 13 ????????????????????? -ki (»-ngi»-i)?????????????????????
????????????????????????????????????????? 10? 20???
?????????????? (Onishi 2004: 93, 96–97)??????????? -ke (»-i)??????? -ki
(»-ngi»-i)???????????????????????????????????????
11»50 ????????? 5 ???????????11»19 ??noola?????????10 ? 1??
?10? 2???10? 3?... ??????????21»29?31»39?41»49?????20?30?40????
?????1»9?????????????maka’???????????????????
? 6 ???20»200
20 nannamoo’ 120 nannauloke nalai’
40 nangkemooka 140 nangkeulokai nalai’
60 nanweenalou 160 nanweenalouke nalai’
80 nangkalenalou 180 nangkalenalouke nalai’







? 5?????20 nannamoo’?40 nangkemooka? 1????????????1»4?5?6»9?10




??? 4? 0»10??????????????????????? 20?40?60?80?100?120?140?






??????????????? (nan(g)-????? § 3? [44]???????(25)???????)?
(19) ????
a. na- : ??? 1 (-bole’), 20 (-moo’), 120 (-ulo), 200 (-lai’)
b. ke- : ??? 2 (-bole), 40 (-moo), 140 (-ulo), 400 (-nai)
c. wee- : ??? 3 (-legoi’), 60 (-nalou), 600 (-kai)
d. kale- : ??? 80 (-nalou), 800 (-kai)






a. 1?? buu’ nawili’ (nabole’???)
b. 2?? buu’ kewilika (keboleka???)
c. 3?? buu’ weewilika (weelegoi’???)
d. 4?? buu’ kalewilika (posi’nami’???)
e. 5?? buu’ wouwilika, buu’ bouwilika (pa’noko’???)
f. 6?? buu’ nawilike noola (naboleke noola???)
g. 7?? buu’ kewilikai noola (kebolekai noola???)
h. 8?? buu’ weewilikai noola (weelegoike noola???)
i. 9?? buu’ kalewilikai noola (posi’namike noola???)
j. 10? buu’ noola (noola???)
????????????§ 2.1??????????? -wili’???????????(20j)??10?
??????????????????????????????????????????????
?1? » 9??????????????????? ? 14?
(20)??????????????????????????????????????? 4–7??
??????????????????????? (21)?????????????
(21) a. -bole(’)? nabole’?1?(naboleke noola?6?)?keboleka?2?
b. -legoi(’)? weelegoi’?3?(weelegoike noola?8?)
c. -moo? nannamoo’?20??nangkemooka?40?
d. -nalou? nanweenalou?60??nangkalenalou?80??nanwounalou?100?
e. -ulo? nannauloke nalai’?120??nangkeulokai nalai’?140?
f. -lai’»-nai? nalai’?200??kenaika?400?
g. -kai? weekaipi?600??kalekaipi?800?
§ 3 ? (25) ????????(21a, 21b) ? -bole(’), -legoi(’) ????????????????????
??????????????????????(21c–21e)? -moo, -nalou, -ulo????????(21f)
-lai’»-nai??(21g) -kai??10????????????????
??? § 3 ????????????????????????????????????????
?????????????????






????????? -??? -?????????????????????????? 1?5????
??(i)???? 3????????? 1?(ii) 2??????????? 2?(iii) 3??????????
?????????????????? 3?(iv)?1?????????????? (=?1???)???
???????? 4?(v)?2???????????????? 5????????????????
(22) ??????????? ??? - ??? - ????????
a. ??? 1?????? 3????????????????????????????????
b. ??? 2?????? 2????????????????????????????????
c. ??? 3?????? 3?????????????????????????????????





¥??? 1? 3??????? ??? (????)
??????????????????????????????????????????????





(23) / ’ / ! ; = C or V
???? -;? ?? -ba? ?? -bi
[1] -lu??? (?)? (bana?(???)?????koiwala?????????????luubu??????)?
na-lu-;?1???ke-lu-ba?2???wee-lu-bi?3???kale-lu-bi?4???bou-lu-bi?5??
???? -;? ?? -da? ?? -du
[2] -bo??10??? (poulo’????)? na-bo-;?10???ke-bo-da?20???wee-bo-du?30???
kale-bo-du?40???bou-bo-du?50??
[3] -ma??? (???)? (wila?????)? na-ma-;?1???ke-ma-da?2???wee-ma-du?3???
kale-ma-du?4???bou-ma-du?5??
[4] -me???? (taatalu????????????( = sigesige)?tammaa?????)? na-me-;
?1???ke-me-da?2???wee-me-du?3???kale-me-du?4???bou-me-du?5??
[5] -we???? (kaliwe?? (??)??kawe?? (??)?)? na-we-;?1 ???ke-we-da?2 ???
wee-we-du?3???kale-we-du?4???bou-we-du?5??






???? -;? ?? -ka? ?? -aa









?1 ???ke-(wee)li-ka?2 ???wee-li-aa?3 ???kale-li-aa?4 ???bou-li-aa / pa’noko’
?5??
[11] -wili(’)??? (?)? (buu’???)? na-wili’-;?1???ke-wili-ka?2???wee-wili-aa?3???
kale-wili-aa?4???bou-wili-aa?5??
-weeli’?????????????????? -weeli’ » -weeli » -li’ » -li ????????





???? -;? ?? -ka? ?? -i
[12] -lo(’)??? (??)? (kololo’?????????????latakasi????????poulo’???)?
na-lo’-;?1 ???ke-lo-ka?2 ???wee-lo-i?3 ???kale-lo-i?4 ???bou-lo-i / pa’noko’
?5??
[13] -male(’)???? (mai???)? na-male’-;?1 ???ke-male-ka?2 ???wee-male-i?3 ???
kale-male-i?4???bou-male-i / pa’noko’?5??
[14] -ne(’)??? (?)? (baalo????kaato’???????kone????????(laka)lakamaa?????
pada’????peepa???)? na-ne’-;?1???ke-ne-ka?2???wee-ne-i?3???kale-ne-i
?4???bou-ne-i?5??
[15] -wolo(’)???? (mookono????nabiya’????????????poulo’???)? na-wolo’-;
?1???ke-wolo-ka?2???wee-wolo-i?3???kale-wolo-i?4???bou-wolo-i?5???
na-bo?10??
???? -;? ?? -ka? ?? -li
[16] -mage???? (kasou’???? (???)??pooku???????sipunu??????)? na-mage-;
?1???ke-mage-ka?2???wee-mage-li?3???kale-mage-li?4???bou-mage-li?5??





???? -;? ?? -ka? ?? -pi
[18] -liau(’)???? (besa’????bokata’?(??) ????kakau??????koopii?????laisi
????peku’??????????????????piinat?????)? na-liau’-;?1???
ke-liau-ka?2???wee-liau-pi?3???kale-liau-pi?4???bou-liau-pi?5??? 15
[19] -wiaa(’)??? (???)? (wila?????)? na-wiaa’-;?1???ke-wiaa-ka?2???wee-wiaa-pi
?3???kale-wiaa-pi?4???bou-wiaa-pi / pa’noko?5??
???? -;? ?? -la? ?? -li
[20] -lusi???? (sila???)? na-lusi-;?1???ke-lusi-la?2???wee-lusi-li?3???kale-lusi-li
?4???bou-lusi-li?5??
[21] -mago???? (mago???)? na-mago-;?1???ke-mago-la?2???wee-mago-li?3???
kale-mago-li?4???bou-mago-li?5??
[22] -miku??10??? (maani????)? na-miku-;?10????ke-miku-la?20????wee-miku-li
?30????kale-miku-li?40????bou-miku-li?50???
[23] -mono??10?? (biili?????????padapada??????wiasii’? ??????)? na-mono-;
?10???ke-mono-la?20???wee-mono-li?30???kale-mono-li?40???bou-mono-li
?50??




[24] -walo???? (watei???)? na-walo-;?1 ???ke-walo-la?2 ???wee-walo-li?3 ???
kale-walo-li?4???bou-walo-li?5??















? 1????? /?? /??? 3????????????? 2????? /???? 2???????
????????????????????§ 4????????




[29] -meesi(’)? ?? (mesi’?????osi???)? na-meesi’-;?1???ke-meesi-ka?2???wee-meesi-ka
?3???kale-meesi-ka?4???bou-meesi-ka?5??
[30] -mesi(’)???? (mesi’??????)? na-mesi’-;?1???ke-mesi-ka?2???wee-mesi-ka
?3???kale-mesi-ka?4???bou-mesi-ka?5??
[31] -miilu(’)????? (bong’?????mato’?????miilu’??????)? na-miilu’-;?1 ?
???ke-miilu-ka?2????wee-miilu-ka?3????kale-miilu-ka?4????bou-miilu-ka
?5???
[32] -mui(’)???? (meeto’????mesi’????)? na-mui’-;?1???ke-mui-ka?2???wee-mui-ka
?3???kale-mui-ka?4???bou-mui-ka?5??
[33] -naasi(’)???? (kasi’????????????)? na-naasi’-;?1???ke-naasi-ka?2???
wee-naasi-ka?3???kale-naasi-ka?4???bou-naasi-ka?5??
? 16 ????? nawoto?????nawoko????????????
[34] -wagu(’)???? (baa???)? na-wagu’-;?1???ke-wagu-ka?2???wee-wagu-ka?3???
kale-wagu-ka?4???bou-wagu-ka?5??
[35] -wile(’)???? (bui?????koiwala????????sapaia’?????)? na-wile’-;?1???
ke-wile-ka?2???wee-wile-ka?3???kale-wile-ka?4???bou-wile-ka?5??
[36] -wola(’)???? (mesi’?????pola???)? na-wola’-;?1???ke-wola-ka?2???wee-wola-ka
?3???kale-wola-ka?4???bou-wola-ka?5??
[37] -wuubu(’)?????? (baanisi???????????toloona’??? (??????????
?)??waakaane’??? (????)?)? na-wuubu’-;?(?) 1???ke-wuubu-ka?2???
wee-wuubu-ka?3???kale-wuubu-ka?4???bou-wuubu-ka?5??
???? -;? ??? -la
[38] -leuku???? (leuku????kuula???)? na-leuku-;?1???ke-leuku-la?2???wee-leuku-la
?3???kale-leuku-la?4???bou-leuku-la?5??
[39] -noowe» -loowe???? (aagu’???)? na-loowe-;?1???ke-noowe-la?2???wee-noowe-la
?3???kale-noowe-la?4???bou-noowe-la?5??
[39]? -noowe????????? [46]? -nai(’)?10????????? -loowe, -lai’ ???????
????????????????????????????????? /n/ » /l/??????????
??[39]???/l/??1????/n/??2 / 3 / 4 / 5?????????? /n/?????????-noowe
???????????????-loowe? -lai’???????????? na-?1??????????
???????????????????????????? /na/? /noo, nai(’)/?????????
??????????????????????? /loo, lai’/???????????????????
[14]? na-ne’?1???[33]? na-naasi’?1???[42]? na-ne’?1?????????????????
???????????????/n/?? /l/?????????????????????????
¥??? 3? 3??????? ??? (???????)
??? 1???? 2????????????????????????????????????





????????????? 1 ????????????????? -aa, -bi, -i, -li, -pi (??) ???
???...??? -???????????????????????
???? -;? ?? -da? ?? -li
[40] -mala» -koumo???? (koina’????koiwala????????puli?????sapaia’??????
wila??????witu???)? na-mala-;?1???ke-mala-da?2???wee-koumo-li?3???
kale-koumo-li?4???bou-koumo-li?5??
???? -;? ?? -ka? ?? -aa
[41] -weemo(’)» -moi???? (koina’????padepade?????wetuwetu???)? na-weemo’-;
?1???ke-weemo-ka?2???wee-moi-aa?3???kale-moi-aa?4???bou-moi-aa?5??
???? -;? ?? -ka? ?? -bi
[42] -ne(’)» -la???? (kulukulu????monokulu?????)? na-ne’-;?1???ke-ne-ka?2???
wee-la-bi?3???kale-la-bi?4???bou-la-bi?5??
???? -;? ?? -ka? ?? -i
[43] -welaa(’)» -wegila???? (peigia’???)? na-welaa’-;?1 ????ke-welaa-ka?2 ????
wee-wegila-i?3????kale-wegila-i?4??bou-wegila-i / pa’noko’?5???
???? -;? ?? -ka? ?? -li
[44] -la» -lala» -ki (» -nalou)??10?? (kalaa???????kokolei’????silia’???? (?)??
walege????)? na-la-;?10 ???ke-lala-ka?20 ???kelalaka maka’ nala?30 ???
kale-ki-li?40 ???bou-ki-li?50 ???boukili maka’ nala?60 ???boukili maka’ nala /
nan-wee-nalou maka’ nala?70 ???nang-kale-nalou?80 ???nangkalenalou maka’ nala
?90???nam-bou-nalou?100??
[45] -wege» -wete???? (diisi’????kaapu’????kepa??????? (??)??kimaa????
pelete????)? na-wege-;?1???ke-wege-ka?2???wee-wete-li?3???kale-wete-li
?4???bou-wete-li?5??
???? -;? ?? -ka? ?? -pi
[46] -nai(’)» -lai’» -kai??10?? (imaiko’?????kitale’?????manikumanaa????nammee’
????nugaannala???)? na-lai’-;?10???ke-nai-ka?20???kenaika (maka’) nalai /
wee-kai-pi?30???kale-kai-pi?40??(cf. [51] -moo(’)» -nalou?? (???)?)
[44]?[46] ????????????????10»100 ??10»40 ???????????????
??[2, 22, 23]???????10????20????30?????????
??????????????????????????30???????????wee-?3????
???20?? 10???????????????????60????????nan- » nang- » nam-?
??????????????????????????????????????????????
?????????????????? /naN/ (/N/????????????)???????????
??? naN-????????????20??????????nan-wee-nalou [20 - 3 -?] ( = 20 £ 3 =
60)?nang-kale-nalou [20 - 4 -?] ( = 20 £ 4 = 80)?nam-bou-nalou [20 - 5 -?] ( = 20 £ 5 = 100)???
?????????????????????????
[46]???? nai(’)» -lai’?????????[39]??????????????
???? -;? ?? -la? ?? -li





???? -;? ?? -da
[48] -lo» -na?????? (lou????muu???)? na-lo-;?1???ke-lo-da?2???wee-na?3???
kale-na?4???bou-na / pa’noko’?5??
???? -;? ?? -ka






[50] -mai» -mailagu???? (aama????maleke????mosika????naipe??????soo????wila
???? (????????????????????)?)? na-mai-;?1???ke-mai-ka
?2???wee-mailagu?3???kale-mailagu?4???bou-mailagu?5??
[51] -moo(’)» -nalou??? (???)? (imaiko’?????kitale’?????manikumanaa????nammee’
????nugaannala???)? na-moo’-;?1???ke-moo-ka(ala)?2???wee-nalou?3???
kale-nalou?4???bou-nalou?5??(cf. [46] -nai» -lai’?10??)
[52] -moo(’)» -ng???? (kalaa??????kokolei’????silia’???? (?)??walege???)?
na-moo’-;?1???ke-moo-ka(ala)?2???wee-ng?3???kale-ng?4???bou-ng / pa’noko’
?5??




[54] -ulo(’)» -nalou??? (??)? (inaa??????inola??????inuli???????ing???
???imali?????????mma’??????nggo’?????)? na-ulo’-;?1???
ke-ulo-ka?2???wee-nalou?3???kale-nalou?4???bou-nalou?5??
[48]?????????????????1????1 -??? - ;???2????2 -??? - CV????
?? 1???????????????????????????????3 / 4 / 5??????????










(24) a. [48]? -na ???? (??)?
b. [49]? -legoi’ ?? (??)?
c. [50]? -mailagu ?? (??)?
d. [51]? -nalou ?? (??)?
e. [52]? -ng ?? (??)?
f. [53]? -kago’ ?? (??)?
g. [54]? -nalou ?? (??)?
???[50]? -mai»-mailagu???????-lagu???????????????????????
?????????????????????????????????????????????
???§ 2.2?????????????????????????????? (25)??? 4–7???
????????????????
(25) a. ? 4? 1»3? [49] -bole(’)» -legoi’ ???
b. ? 6? 20»100? [51] -moo(’)» -nalou ?? (???)?
c. ? 6? 120»180? [54] -ulo(’)» -nalou ?? (??)?
d. ? 7? 200»800? [46] -nai(’)» -lai’» -kai ?10??






?????????????????????? imaiko’??? imaikokaala??? imaikoli???????









[55] -(weka’)nawe’» -we(’)??? (mete’???)? mme’-nawe’-;?1??1??????ke-weka’nawe’
?2???wee-weka’nawe’?3???kale-weka’nawe’?4???bou-weka’nawe’?5???na-we-;-ke







???? -;? ?? -ka
[56] -long(’)???? (long???)? na-long’-;?????ke-long-ka????
[57] -welo(’)???? (toolulu????????)? na-welo’-;?????ke-welo-ka????
[58] -wete(’)?????? (amo’????kuluusi?????mou????????noonoo’????ukamaa’
???)? na-wete’-;?????ke-wete-ka????
???? -;? ?? -la» -;










a. -ka? [28]–[37]?[55] (11?)
b. -la? [38]?[39] (2?)
(28) ???
a. -ba? [1] (1?)
b. -da? [2]–[6]?[40]?[48] (7?)
c. -ka? [7]–[19]?[41]–[46]?[49]–[54]?[56]–[58] (28?)
d. -la? [20]–[27]?[47]?[59] (10?)
(29) ???
a. -aa? [7]–[11]?[41] (6?)
b. -bi? [1]?[42] (2?)
c. -du? [2]–[6] (5?)
d. -i? [12]–[15]?[43] (5?)
e. -li? [16]?[17]?[20]–[27]?[40]?[44]?[45]?[47] (14?)
f. -pi? [18]?[19]?[46] (3?)
(26)????????? 59??????????????????????





(30) a. ?????? -aa???????? ?????? -ka??? (???????)
b. ?????? -du???????? ?????? -da??? (???????)
c. ?????? -i???????? ?????? -ka??? (???????)
d. ?????? -pi???????? ?????? -ka??? (???????)
(31) a. ?????? -ba???????? ?????? -bi??? (???????)
b. ?????? -la???????? ?????? -li??? (???????)
(30)? (31)??????A??? B???????? A?????????? B?????????
???????????????????????????????????????????????
????????????? -ka, -da??? -bi, -li???????????????????(30?31)
????????????????????????????????? 3????(i) [40]??da?li??
(ii) [42]??ka?bi?? (iii) [16, 17, 44, 45]??ka?li?????????????????? -ka, -da
(??)????? -bi, -li (??)????????? ? 17?
??????????(32)?????????????
(32) a. -ka? bole’ lala liau’ lii’ lo’ long’ mage mai male’ mii’ moo’ moo’ muli’ nai’ ne’ ne’
u’ ulo’ wedo’ (wee)li’ weemo’ wege welaa’ welo’ wete’ wili’ wiaa’ wolo’
(mage, mai, lala, wege???? / ’- )
b. -la? lusi luta mago miku mono wali walo wiku wisi woto ( / ¹¹- )
c. -da? bo lo ma mala me we wi (mala???? / ¹- )
d. -ba? lu ( / ¹- )
? 17 ???????????da?bi???????????????????????????????????
(32a)? mage, mai, lala, wege???????? -ka?????????????? / ’ /??????
??????????????????????mage [16]?lala [44]?wege [45]???????????
????????-ka, -li????????/ ’ /??????????????????????????
??? -ka????? ? 18????mai [50]?????? (??)???????? (§ 3? [50]????
???????)????lo [48]??????????? / ’ /???????????????????
???????????????? -ka??????
???(32b, 32c, 32d)????????????????????????????? ( ¹??)???
???????????
(32b)???????? -la?????????? 2????????????? (????????
?? / ’ /????????? -ka, -la???????(27)???????????????)?
????????????? 1?????????????? -da??????????2????
mala (=32c)?? -da????????? -la???? (ke-)mala-la???????malala????? /la/
??????????/l/! d??????????????
[1]???? lu?? (?)?? 1????? (=32d)????????????? -bi?????????
????????????? /b/??? -ba??????????
??????????(33)?????????????
(33) a. -aa? lii’ mii’ moi muli’ weeli’ wili’ ( / i’- ??? moi???)
b. -pi? kai liau’ wiaa’ ( / u’- / a’- ??? kai???)
c. -i? lo’ male’ ne’ wegila wolo’ ( / o’- / e’- ??? wegila???)
d. -bi? la lu ( / CV- ??? C = /l/)
e. -du? bo ma me we wi ( / CV- ??? C = /l/??)
f. -li? ki koumo lusi mage mago miku mono ( /...¹¹- ??? ki, wedo’???)
mono walo wedo’ wete wiku wisi woto
??????????? / ’ /?????????????????????/ ’ / ??????? -aa,
-pi, -i??????/ ’ /???????? -bi, -du, -li??????????(33a–33c)?????????
?????? / ’ /????????(a) i??(b) u/a??(c) o/e???????????????????
??? (33d–33f)??????????????? (d e) 1?????(f) 2?????????????








? 18 ??? ????????????????? ka?li???? [17] wedo’?? (?)??? ka?bi???? [42] ne’
?????????????? / ’ /?????????ne’????????????? (=3??)???? la
??????????????? (=2??)???? ne(’)???????????????????????























(36) -bo?10? [2]?? -miku?10?? [22]?? -mono?10? [23]?? -mesi(’)?? [30]?? -wuubu(’)
?
??
? [37]??-la» -lala» -ki (» -nalou)?10? [44]??-nai(’)» -lai’» -kai?10? [46]??-moo(’)»
-nalou?? (???) [51]?? -ulo(’)» -nalou?? (??) [54]?
-bo?-miku?-mono?-lala» -ki?-lai’» -kai????10?????????5???????????
?????????? (cf. § 2.2)????????????????10????????-mesi(’)????
??????????-wuubu(’)????????????????-moo(’)» -nalou? -ulo(’)» -nalou??
???????????????????????????????
(35b)???????????????????
(37) -lu?? (??) [1]?? -bole(’)» -legoi’?? [49]?? -u(’)» -kago’?? [53]?
??????????????????????????????????????????????
-lu?? (??)???koiwala?????????????nalu????????????? nawile’????





(38) -ma?? (???) [3]?? -we?? [5]?? -wili(’)?? (?) [11]?? -male(’)?? [13]?? -wiaa(’)?? (?
??) [19]?? -lusi?? [20]?? -mago?? [21]?? -miku?10?? [22]?? -watei?? [24]?? -wiku
?? (?) [25]?? -naasi(’)?? [33]?? -wagu(’)?? [34]?? -leuku?? [38]?? -noowe» -loowe
?? [39]?? -welaa(’)»wegila?? [43]?? -(weka’)nawe’» -we’?? [25]?? -long(’)?? [56]??
-luta?? [59]?
????-we?????kaliwe?? (??)?? kawe?? (??)??????????????????
????-leuku?????leuku???? kuula??????????????????????










































(40) ???-mago???? -long’???? -luta???? -we???
(41) ???-lubo’???? -wili’?? (?)?? -wiku?? (?)?? -mesi’???? -miilu’?????

















































??? -wisi???????? ??? -me???? ??? -mage???? ??? -wege???? ??
?? -liau’???? ??? -ne’???? ??? -lii’???? ??????? -mono?10??? ??
? -mai???? ??? -wagu’???? ??????? -miku?10???? ??? -wuubu’?
??
???
??? -meesi’???? ?? -naasi’???
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???????????????? -(wee)li’??????????? -bole’?????? -wete’???
??????????????????????????????????????????????
??????????????????????????-lo’?????????????????????
3???????????§ 3? [12]???????????????????????? (??????
??????????)??????????????????????
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3 Hurd & Hurd (1966)???????Hurd??Hurd & Hurd (1966), Hurd & Hurd (1970), Hurd (1977)???


























??? (labial) ??? (coronal) ??? (dorsal) ??? (laryngeal)
??? (stops) p t k ’ [P]
?? (nasals) m n ng [N]
??? (fricatives) s h
r? (rhotic) r [R, d, r]
???? (glides) w [w, B] y [j]
? 2 ??????????
?? (front) ?? (central) ?? (back)
?? (high) i u
?? (mid) e o
?? (low) a
5 ????????????????????????? /p/???????? /h/?????????????
?? /F/??????????????????? 4.1????






? /tii-ngi/, /ti-ki/???????????????? /tii/ ‘DIST.F’, /ti/ ‘DIST.L’????????
??????? (Nominative)??????????????? /tii/??2??????????





















































































????????????????????????(8a), (9a), (10a)?? CV ?????????
?(8b), (9b)???????????????? Cc ?????????Cc ?????????????
?(8c), (9c), (10b)??Ci/Cu???????????? Cc????? Ci/Cu?????????????










/h/ ! /si/ = #-Cc
/’/ /tu/
(12)??????????????????? /nu/, /si/, /tu/??????????????????
















































?? /-’/???????????? /ri/??????????????????? /ri-ri/???????
??????????(12)????? (15b), (16b)????? /pu/, /ri/??????????(11)???
? /pu/, /ri/???????? Ci/Cu??????????????????????????????
???????????????
(18) /nu/, /pu/ /Nc/
/si/ ! /h/ = V $
/tu/, /ri/ /’/
?????????????????????












???????????????? /si/ > /h/????????????????????(19b)???




? 3 Ci/Cu $ Cc??????????1?
(i)?????????
????? #-Cc V $
M?????????????
a. NSG????? -nu -Nc
PCL??????
b. PCL?????? -tu -’
(ii)???????????????
????? #-Cc V $
PARTIC???? -wasi -wah
? 3 Ci/Cu $ Cc??????????1? (??)
(iii)???????
????? #-Cc V $
a. child?????? -(o)ri -(o)’
b. opp.sex.sib’s child?????????????? -(a)pu -(a)Nc
c. sister.in.law????? -(o)masi -(o)mah








(8)?????????? /o-nu/»/o-ng/??????? /o-/? (i)(a)????????? /-nu/»/-Nc/
???????????????? /nungamonu/»/nungamong/???? /nu/»/ng/?????????
???????????????????????????
???????????????????????? Cc ? Ci/Cu ???????????????
??????????????Cc??????????(8c)???????????????????
???????????????????????????????????????Cc ?????































(20a)???1????????????? /-m/? 3???????????? /-u/????????
? /mu/??????????? (20b), (20c)?????CV????????? /Nc/????????
????(21a)???????? /aat-/? 1?????????? /-os/?????????? /-i/???
?????? /-osi/? /si/????????????? (21b), (21c)?? Cc? /h/??????????
?? (22)???????? /pokuk-/?3????????????3???????????? /-u/??
???????/pokuku/????? /ku/??? (22a)??????? /ku/??? (22b)?????? Cc
? /’/????????????????????Cc??? Ci/Cu????????????????







????GMV (Gender-Marked Verbs)????????NGMV (Non-Gender-Marked Verbs)???????
???MEDV (Medial Verbs)? 3???????
10 ??????active verbs????????middle verbs?????????irregular verbs??????????
???????????????????????????impersonal verbs?????
? 2 ???????
(A) ??????GMV (Gender-Marked Verbs)
?? fU?? A?? U/A? g TAM ???
(B) ???????NGMV (Non-Gender-Marked Verbs)
?? fU?? A?? U/A? g (??) TAM
(C) ?????MED (Medial Verbs)
?? fU?? A?? U/A? g (??) ?:?????:(???)
????????????????????????????????????3.1 ???????
????GMV ??????????????????? /-nu/ /-ng/ ???????? /-nu/ ????
????????????????????????????????????? Ci/Cu ?????
??????????????????? /-ni/ ???????MED ???????????????





?????????A??????? Ci/Cu?????????(20b), (20c)???????3 A?3?
???????? /-u/??1U?1???????? /-m/?2U?2???????? /-r/??????? 3U
?3??????????????????????????????????Cu??????????
??????????????????????????????1A?1????????? /-ut/??













(23a)???????? /-ti/????????? /-i/???? /-si/????????????????
? /-ni/??? /h/????????(23b), (23c)???????? /-nu/???? /ng/????????












(24a) ???????????? /-ru/ ????????? /-u/ ???? /-ru/ ???????????




?????? 2??? /ku/????? /’/???????(24b)????
????????????1????????2?????????????1????????? /-uC/?















??? 2???????????/kopir-/?? /pi/????????????????? /r/?????
/konn-/?????????/konin-/???/ni/?????????????? /konn-/????????
??(27b), (28b) ?????????????????????(28a) ??????? /konin-;-u/ ???















?????????????????? /-nu/???????? /-wasi/??????? 3? (i), (ii)???
??????????????




a /-ti/ (DU) + /-i/ (NRPAST/STAT:IMPF) -si -h ???









/-ru/ (PCL) + /-u/ (RMPAST) -Nc/ C [+voice]
b /-ru/ (PCL) + /-i/ (NRPAST/STAT:IMPF) -ri -’/ C [¡voice] ???
-Nc/ C [+voice]





/-ot/ (1SACT) + /-u/ (RMPAST) -otu -o’
???
/-ut/ (1A) + /-u/ (RMPAST) -utu -u’
b /-ot/ (1SACT) + /-i/ (NRPAST/STAT:IMPF) -osi -oh ???
/-ut/ (1A) + /-i/ (NRPAST/STAT:IMPF) -usi -uh




a /-m/ (1U) + /-u/ (3A) -mu -N ???






/-k/ + /-u/ (3SACT)
-ku
/-k/ + /-;/ (3U) + /-u/ (3A)
-’ ???
b /-t/ + /-u/ (3SACT) -tu
/-t/ + /-;/ (3U) + /-u/ (3A)
c
/-p/ + /-u/ (3SACT)
-pu
/-p/ + /-;/ (3U) + /-u/ (3A)
d /-n/ + /-u/ (3SACT) -nu -Nc ???
/-n/ + /-;/ (3U) + /-u/ (3A)
e
/-ng/ + /-u/ (3SACT)
-ngu
/-ng/ + /-;/ (3U) + /-u/ (3A)
f /-r/ (2U) + /-u/ (3A) -ru -’/ C [¡voice] ???
-Nc/ C [+voice]
g /-s/ + /-u/ (3SACT) -su
/-s/ + /-;/ (3U) + /-u/ (3A)
-h ???
h /-h/ + /-u/ (3SACT) -hu












/-pi-/ followed by /-r/ -pi-r-
-nn- ???
/-ri-/ followed by /-n/ -ri-n-














b /ni/, /nu/ Nc /V $
/ngi/, /ngu/
c
/si/, /su/ h /V $
/hi/, /hu/
d /ri/, /ru/ Nc /V $C [+voice]
’ /V $C [¡voice]
???????????????????????????















































???????????????????(/-i/ (2A) + /-i/ (NRPAST))
????????????????????(/-u/ (3A) + /-i/ (NRPAST))
?????????????????????(/-i/ (2A) + /-u/ (RMPAST))
??????????????????????(/-u/ (3A) + /-u/ (RMPAST))
13 Blevins (2004:67)???Blevins?????analogy, rule inversion, rule telescoping, accidental convergence?
4????????????????
14 ?????????????
“Evolutionary phonology proposes historical, non-teleological, phonetic explanations for synchronic sound
patterns. Cross-linguistic similarities which occur with greater than chance frequency are viewed as the result
of direct inheritance or parallel evolution. Unnatural sound change patterns can also be viewed as the result of
regular historical changes like those sketched in (1). In either case, the primary explanation for a synchronic sound
pattern is historical [...] By limiting phonetic explanation to the diachronic component, the integrity of synchronic






??????????? ?? (????????)?Hurd (2003)
??????????????? ?? (2010,??)
????? ?? (????????)






















? 5 ???????????????? “-ti” ?????????????????? [si]????
[(t)si]??????? 2???????/s/?????????????????????????????
[s]????????????????????????????????????????/a/, /o/???
[t]? [s]?????????????? /s/???????????[i]?????? [S]???????
???? [i] ??????????????????? /s/ ??????????? 5 (e) ??????
???????? /si/»/h/????????????????? Cc???? /h/??????(30)??
??????????????????????????
? 5 /h/??????
?? ? SB ????? ?????? ???? ???? ?????
a ? (mintoong) kasi’ koh koti
b ? *beti bei busi pih piti
c ? *panti’ panti’ pasi’ hoh oti
d ?? *itika itikaa isikalou ihkita, ihkaato itigou
e ??? *-maati(’) -maati’ -maasi -(o)mah/-masi -(o)mah/-masi -mati
f ???? *ka(a)te(’)- kate’- kaahy/w-» kaati-(P)
kaasiy/w-
g ?????? NA -wasi -wah -wati
(30) a. */ti/ [tsi » si] > */ti/ [s(i)» S(i)] = V $
b. */si/ [s » S] > /h/ [h] = V $
????????????????????????15 ?????????? 5 (e) ? /-(o)mah/ »








?? ? SB ????? ???????? ???? ???
a ? *ta’ru(’) ta’ru talu’ to’ toru(pi)
b ? *kuru kuru kulu ku’ ou
c ?? murukeu mu’king morugumoi
d ?? *urika(a) urikaa ulikala u’kisa uni-
e ?? *sirimpaa sirimpau’ siligaa singnga timuka
(ii) */ki/, */ku/, */tu/
?? ? SB ????? ???????? ???? ???
a ?? *ke’maaki’ ke’maaki’ kemaaki kinaa’
b ??? *mairauke’ mairobe’ mailaaki’ meera’ maurugu
c ? *manikuma manikuma manikumanaa moni’mo
15 ??????????????????? /hakaasi/??????< pakaasi (POC)?? /si/?????????
????? SB??????????????????????????????????????????
???????????????????? /mahkata/????????????????????????
??????? /mosi’/?????????? /mosika/???????/si/ > /h/?????????????
?????? /o/, /a/???????????
? 6 /’/?????? (??)
?? ? SB ????? ???????? ???? ???
d ?? *boku- boku- woku- pukuy/w-»pu’y/w- puku-
e ?? *baku’- baku’- waku’- pokuk»po’kuk-
f ??????? tutung- tutun-»tu’n- turo-g/d
??????????????????? Cc /’/????????????????????????
?????
(31) a. */ri/, */ru/ > */r/ = V $
*/ki/, */ku/ > */k/ = V $
*/tu/ > */t/ = V $
b. */r/, */k/, */t/ > /’/ = V $







(31) b’. */k/, */t/ > /’/ = V $
*/r/ > /Nc/ = V $C [+voice]






(32) */Mm/ > /um/
*/Mp/ > /up/
*/Nt/ > /t/ (before */o/), /n/ (Elsewhere)
*/Nd/ > /r/ [r»d] (before */o/), /n/ (Elsewhere)
*/NGk/ > /ng/
16 ??????????????? /-ri/ ??????????????????? /-nn/ ???????
?????????? /kamaari-/ (Naasioi) $ /kamarin/»/kamann-/ (Motuna)????? /boori-/ (Naasioi) $
/puuri/»/puunn-/ (Motuna)???????????????? /-n/??????????
? 7 ?????????????????????
?? ? SB ????? ?????? ???? ???? ?????
a ??? *Mma’ Mma’ Mma’ moomoo umoka, moomoo moka
b ? *Mpaa(ng) Mpaang baa upa puara
c ????????? *Ntarama- Ntarama- inalama- narama- naramo- roromo-
d ? *Ntong Ntong buu’ tuu tuu
e ??? *Nduri(ng) Nnuring inuli nuri nuri rung
f ? *Ndome’ dome’ long’ rung nume
g ?? *NG-ka- NG-ka- NGnga- nga- ngo- NG-ko-
????????? */mp/???????????????????? /p/???? */ngk/?????
?? /ng/??????
? 8 mp, ngk??????
?? ? SB ????? ?????? ???? ???? ?????
a ???? *-kaampo -kaampo -kaabo -kamo -kapu -gagu
b ?????????? *-mpu(ru) -mpu(ru’) -bu(lu) -(a)Bu»-(a)m -(o)pu»Nc -(a)gu
c ? *-dompe(ng) -dompeng -lobe -me -(o)pi -u/oge
d ?? *pangka pangka-ni pagaa’ hanga- (maire)
? 8? (b)??????????????????????????? /pu/, /pi/? /’/???? /Nc/?
???????????? SB? */mp/???? */p/??? */m/?????????????????
???????????/Bu/, /Bi/? /m/??????
?????????? Nc?????????????? SB???? *m(p)u, *me????????
?????????
?? ? SB ????? ???????? ???? ???? ???
a ? *kampu (dopa’) kabu kang kagu
b ? *ndome dome’ long rung nume
c ? *taamuka muitaka taangka taangka taamuka
d ? (kankong) mumuleng munninu mumurerup-
*/me/?????(33a’)??????????????????????
(33) a. */mpu/ > */mu/ [m(u)] = V $
a’ */me/ > */mi/ [m(i)] = V $
b. */mu/, */mi/ [m] > /Nc/ = V $
???????????? Cc???????4.1.2????????????? SB???????











????? ????? ???????? ???? ???? ???
a ?? a-ung o-o a-n o-ng (a-ko)
b ????????? -ung -ng -ru, -nu /i, n
c ??????? -rung -ng -n -ng NA
d ? -’ung -ng -n -ng -ru
e ???????? -’nung -ng -n -ng -ru
? 10 ?????
????? ????? ???????? ???? ???? ???
a ?? a-ing a-woo a-n o-ng (a-ko)
b ????????? -ing -ng -ro-go, -no-go /i, n
c ??????? -ing -ng -n -ng -ma
????????????/-ru/, /-nu/ ???????????????????????????






??????? (? 11)???????????? /-ng/, /-nung/??????????????????
????????????
17 ??????????? /-ni’/??????????????????? /-nn/??????????????
?? /kani’-/ (Naasioi) $ /konir/»/konn-/ (Motuna)????????????? /-r/???????????
??*/ri/, */ru/??????? 16????
? 11 ????????????????????
????? ? SB ????? ???????? ???? ???
a
??? *-i -i-ng -i -i-Gender -i
??????? -i -i
b ??? *-u -u’-nung -u -u-Gender -u
4.2.3 ????/-ti/???????/-ru/
? 12 ???????????
????? ? SB ????? ???????? ???? ???
a ?? *-re(t) -(r)e(t) -re -ti (-si, -h) -re»-ri







????? ? SB ????? ???????? ???? ???
a 1?????? (1U) *-m -m -m -m
b 2?????? (2U) *-r -r -r -r
c 3?????? (3U) *-; -; -; -;
d 1????? (1A) *-a(mp, t) -a(mp, t) -u(mp, t) -o(mp, t)
e 2????? (2A) *-e -e -i -e































Cc Coda consonant ?????
CL Classifier ???
Co Onset consonant ??????
COMIT Comitative case ??
DIST Distal demonstrative ?????
DuPc Dual-Paucal number (in gender paradigm) ??????
DS Different Subject ???
DYN Dynamic verb ????
DU dual number ??
EXC exclusive ??
F Feminine gender ??
GMV Gender-marked verb ????
HABPAST Habitual Past ATM ????
INC inclusive ??
18 ????????????????? (coronal) ???????????????????????????
????????????????????????????????
INST Instrumental case ??
IPFV Imperfective aspect ????
KINPOSS Kin Possessor ?????
L Local gender ???
LINK Linker ???
LOC Locative case ??
M Masculine gender ??
MED Medial verb ???
N Nasal ??
Nc Coda nasal ?????
NGMV Non-gender-marked verb ?????
NOM Nominative case ???
NSG non-singular number ???
NRPAST Near Past ATM ???
PC paucal number ???
PCL paucal or plural number ????
PFV Perfective aspect ???
PL plural number ???
POSS Possessor/Possessive pronoun ?????????
PROX Proximal demonstrative ?????
PTCP Participle ??
REDUP Reduplication ??
RMPAST Remote Past ATM ???
S intransitive subject ?????
SACT S of active intransitive verb ????????
SG singular number ??
SIRR S of irregular intransitive verb ?????????
SMID S of middle intransitive verb ????????
SS Same Subject ???
STAT Stative verb ????
U Undergoer ????
1 1st person ???
2 2nd person ???





??? ??? ?? ??????
/hahakiy-/»/hahakuy-/ haha’y- ‘to work on’ transitive
/hakik-/ ha’k- ‘to decorate’ transitive
/hokir-/ ho’r- ‘to cut/break’ transitive
/kanakiy-/ kana’y- ‘to eat as protein food’ transitive
/pakir-/ pa’r- ‘to shake/swing’ transitive
? I ??????????? (??)
??? ??? ?? ??????
/raakir-/ raa’r- ‘to bring upwards’ transitive
/rakik-/»/rakuk-/ ra’k- ‘to bark (a tree)’ transitive
/rikir-/ ri’r- ‘to untie’ transitive
/rokit-/ ro’t- ‘to take down’ transitive
/sukik-/ su’k- ‘to make sth/sb jump’ transitive
/tuukik-/ tuu’k- ‘to make sth/sb crawl’ transitive
/uukiy-/ uu’y- ‘to ask sb (about sth)’ transitive
(ii)???/kuC-/:
??? ??? ?? ??????
/kukuk-/ ku’k- ‘to dig’ transitive
/pokuk-/ po’k- ‘to hide’ transitive
/pukuk-/ pu’k- ‘to prevent sb from sth’ transitive
/pukuy-/ pu’y- ‘to shout’ SACT
/rukuk-/ ru’k- ‘to cook by boiling’ transitive
/ukuy-/ u’y- ‘to pick from ground’ transitive
(iii)???/tuC-/:
??? ??? ?? ??????
/hotun-/ ho’n- ‘to kindle (fire)’ transitive
/rutun-/ ru’n- ‘to ring/beat’ transitive
/totuk-/ to’k- ‘to hold/touch’ transitive
/tutun-/ tu’n- ‘to begin’ transitive
(B)??? h???????/siC-/?
??? ??? ?? ??????
/asik-/ ahk- ‘to tell sb to go’ transitive
/hisik-/ hihk- ‘to break (solid food) into halves’ transitive
/hisit-/ hiht- ‘to turn the skin of sb’s penis’ transitive
/hosik-/ hohk- ‘to pick (fruit)’ transitive
/isir-/ ihr- ‘to replace’ transitive
/kaasiy-/ kaahy- ‘to cremate’ transitive
/kokisik-/ kokihk- ‘to season with salt’ transitive
/kusik-/ kuhk- ‘to put down’ transitive
/nisik-/ nihk- ‘to hit’ transitive
/noposik-/ nopohk- ‘to get puffed up’ impersonal
‘to become pregnant’ SACT
/otosik-/ otohk- ‘to play a trick on’ transitive
/pisik-/ pihk- ‘to look for’ transitive
/peesik-/ peehk- ‘to come upon’ transitive
/resin-/ rehn- ‘to sway/bend’ SACT
/rusi=rusiy-/ ruh=ruhy- ‘to comb sb’s hair’ transitive
/rusik-/ ruhk- ‘to submerge’ transitive
/tusir-/ tuhr- ‘to cut surface of’ transitive
/waasiisik-/ waasiihk- ‘to tell (story)’ transitive
? I ??????????? (??)
(C)??? N??????/niC-/, /nuC-/, /ngin-/, /ngung-/, /mung-/, /pir-/, /rin-/?
(i)???/niC-/:
??? ??? ?? ??????
/honik-/ hongk- ‘to hang’ transitive
/hunik-/ hungk- ‘to push in’ transitive
/konin-/ konn- ‘to build’ transitive
/monit-/ mont- ‘to stamp on’ transitive
/nuunin-/ nuunn- ‘to kiss’ transitive
/nununit-/ nununt- ‘to press’ transitive
/onin-/ onn- ‘to tie’ transitive
/raanik-/ raangk- ‘to rub/wipe’ transitive
/renin-/ renn- ‘to shake and carry’ transitive
/ronin-/ ronn- ‘to make sb tumble down’ transitive
/runin-/ runn- ‘to cook under charcoal’ transitive
/ruunin-/ ruunn- ‘to lower’ transitive
/tonin-/ tonn- ‘to spread’ transitive
/tutunik-/ tutungk- ‘to feel wet and cold’ impersonal
(ii)???/nuC-/:
??? ??? ?? ??????
/hinung-/ hingng- ‘to break (mountain)’ transitive
/kinung-/ kingng- ‘to think of’ transitive
/miinut-/ miint- ‘to massage’ transitive
/minuk-/ mingk- ‘to play’ transitive
/ninut-/ nint- ‘to make (waves)’ transitive
/pokono=minung-/ pokono=mingng- ‘to name after’ transitive
/rinuk-/ ringk- ‘to pass by’ SACT/transitive
(iii)???/ngin-/:
??? ??? ?? ??????
/tongin-/ tonn- ‘to cut (thread)’ transitive
(iv)???/mung-/:
??? ??? ?? ??????
/tomung-/ tongng- ‘to pound’ transitive
(v)???/pir-/:
??? ??? ?? ??????
/haapir-/ haann- ‘to dawn’ SACT
/kopir-/ konn- ‘to walk’ SACT
(vi)???/rin-/:
??? ??? ?? ??????
/itarin-/ itann- ‘to disallow’ transitive
/kamarin-/ kamann- ‘to feel cold’ impersonal
/kokirin-/ kokinn- ‘to bite’ transitive





tokis- ‘to cut, sever’ transitive
(ii’) /kuC-/??????:
?? ?? ??????
hokut- ‘to cross over’ transitive
kukuh- ‘to weed’ transitive
rokut- ‘to bury’ transitive
tokur- ‘to harverst taro’ transitive
raku=rakuk- ‘to feel/be light in weight’ impersonal (nominal)
topukuk- ‘to feel/be wet’ impersonal (nominal)
okur- ‘to be tired’ active intr.
(iii’) /tuC-/??????:
?? ?? ??????
katuk- ‘to trim’ transitive
motuk- ‘to spare’ transitive
potung- ‘to call sb’s name’ transitive
riituh- ‘to fix’ transitive
neetuk- ‘to ripen’ impersonal (nominal)
hotuk- ‘to stick on’ active intr.
/ruC-/, /riC-/??????:
?? ?? ??????
hirit- ‘to pull apart’ transitive
eerih- ‘to hide’ transitive
ririt- ‘to tear’ transitive
rorih- ‘to forget’ transitive
torik- ‘to count’ transitive
korih- ‘to have lots of fruit’ active intr.
maarit- ‘to have a rest’ active intr. (nominal)
morik- ‘to return home’ active intr.
urik- ‘to go up’ active intr.
karuk- ‘to tie’ transitive
kurut- ‘to cover, bury’ transitive
paaruk- ‘to smoke’ transitive (nominal)
pipiruh- ‘to open’ transitive
piruk- ‘to overturn’ transitive
poruk- ‘to put on top’ transitive
ooruh- ‘to be afraid’ impersonal
muruk- ‘to turn round and see’ active intr.
? II Ci/Cu????????????? (??)
(B’)
/hiC-/, /huC-/, and /suC-/??????:
?? ?? ??????
kuhir- ‘to cut (tree)’ transitive
huhut- ‘to deceive’ transitive (nominal)
kahuk- ‘to baricade’ transitive
kehur- ‘to write’ transitive
tuhut- ‘to pierce through’ transitive
pohur- ‘to go very far’ active intr.
urisih- ‘to leave’ transitive




hinik- ‘to chop’ transitive
iinih- ‘to move out of way’ transitive
kaaning- ‘to bend’ transitive
pisiining- ‘to ignore’ transitive
sinih- ‘to cut/split into fine strips’ transitive
tinir- ‘to move from one place to another’ transitive
manik- ‘to hunt possums’ transitive (nominal)
ponit- ‘to go on top’ middle
(ii’) /nuC-/??????:
?? ?? ??????
honung- ‘to feel by touch’ transitive
aanut- ‘to put in the water to be carried away’ transitive
tunup- ‘to straighten’ transitive
hunuk- ‘to increase’ middle
(iii’) /ngiC-/ and /nguC-/??????:
?? ?? ??????
hingir- ‘to dig’ transitive
pongir- ‘to break (long obj)’ transitive
ronguh- ‘to finish by eating’ transitive
tanguh- ‘to slap, clap’ transitive
(iv’) /miC-/??????:
?? ?? ??????
komik- ‘to finish’ transitive
(v’) /puC-/??????:
?? ?? ??????
tupur- ‘to burn in the garden’ transitive (nominal)
sapuk- ‘to chop, break’ transitive
maapuk- ‘to fill’ transitive
? II Ci/Cu????????????? (??)
(vi’) /riC-/ and /ruC-/??????:
?? ?? ??????
hurir- ‘to blow’ transitive
pirir- ‘to scatter’ transitive
aaring- ‘to jump over, enter’ transitive
haring- ‘to feel sad’ impersonal (nominal)
haarung- ‘to feel pity on’ transitive (nominal)
? III Cc? Ci/Cu??????????
(A)
/ ’C- /?????? ?? ??????
ha’h- ‘to throw (sth) towards’ transitive
ku’t- ‘to take off clothes’ transitive
mu’h- ‘to be unable’ transitive
kunu’h- ‘to dip in water’ transitive
sii’h- ‘to put oil on’ transitive
naa’h- ‘to be lazy’ impersonal (nominal)
ru’h- ‘(plant) to grow, (the sun) to rise’ Impersonal
mu’=mu’h- ‘to be unable to say through’ middle
mumu’y- ‘to be quiet’ middle
mu’y- ‘to prevent self to proceed’ middle
ne’y- ‘to sit’ middle
ku’t- ‘to be like’ active intr.
ni’r- ‘to be surprised’ active intr.
tuu’k- ‘to slide on the ground’ middle
(B)
/hC- /?????? ?? ??????
tuht- ‘to thread (with a needle)’ transitive
hahk- ‘to throw over towards’ transitive
kihy- ‘to peel, husk’ transitive
mihy- ‘to move/jump vigorously’ middle
muh=muhy- ‘to whisper’ middle
ruriht- ‘to slip’ middle
(C)
/NC- /?????? ?? ??????
mimint- ‘to massage’ transitive
siimp- ‘to sweep’ transitive (nominal)
nangk- ‘to hit, bash’ transitive
nin=ningng- ‘to shake’ transitive
nunn- ‘to swallow’ transitive
paatungk- ‘to carry on a pole’ transitive (nominal)
pinann-, pinangng- ‘to coil over’ transitive
rurinn- ‘to slide’ middle
????
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